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は じ め に  

 

 

 

我 々 人 間 は 、 健 康 で 長 生 き し た い と 、 だ れ も が 願 っ て い  

ま す 。  

し か し 、 現 代 人 は 、 生 活 習 慣 病 や ス ト レ ス に よ る 不 調 等 、  

あ ら ゆ る 年 代 の 方 が “ こ こ ろ ” と “ か ら だ ” の 健 康 に 不 安 を  

抱 え て い ま す 。  

本 市 で は 、平 成 15 年 3 月 に 市 民 健 康 づ く り 計 画「 健 康 せ ん な ん ２ １ 」を 策 定

し 、既 に 10 年 が 経 過 し ま し た が 、こ の 間 に は 、医 療 制 度 改 革 や 労 働 環 境 の 変 化 、

ま た 少 子 高 齢 化 の 進 行 等 大 き な 変 化 が あ り ま し た 。市 民 の み な さ ま の 日 々 の 健 康

づ く り で は 、 ウ ォ ー キ ン グ の 習 慣 を も つ 方 の 増 加 や 朝 食 を 摂 ら な い 方 の 減 少 等 、

良 い 変 化 も み ら れ る 反 面 、高 齢 化 と も 相 ま っ て 高 血 圧 や 心 臓 病 等 の 生 活 習 慣 病 は

増 加 傾 向 に あ り ま す 。  

塩 分 の 多 い 食 事 や 、健 康 診 査 受 診 率 の 低 迷 、中 学 生 の 朝 食 欠 食 率 の 高 さ 等 、今

後 と も 改 善 に 取 り 組 む べ き 課 題 も み え て き ま し た 。  

「 健 康 せ ん な ん ２ １（ 第 2 次 計 画 ）」で は 、運 動 習 慣 の 定 着 を 進 め る と と も に 、

特 定 健 診 や が ん 検 診 の 受 診 率 向 上 に 取 り 組 み ま す 。ま た 、食 育 に も 注 目 し 、ラ イ

フ ス テ ー ジ に 応 じ て 、今 後 10 年 間 の 市 民 の 食 生 活 の 改 善 の た め の 食 育 計 画 も 策

定 し て い ま す 。出 生 前 の 妊 娠 期 か ら 高 齢 期 ま で 、ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ 、本 市 と

Ｎ Ｐ Ｏ 等 の 団 体 、市 民 が さ ま ざ ま な 形 で 連 携 し 、「 す べ て の 市 民 が 共 に 支 え あ い 、

生 涯 に わ た っ て 健 康 な 生 活 を お く れ る ま ち 」を め ざ し て 、高 血 圧 対 策 や が ん 対 策

等 重 点 的 に 取 り 組 む 内 容 を 盛 り 込 ん で い ま す 。  

健 康 づ く り は 、市 民 一 人 一 人 が 主 役 で す 。本 市 は 、み な さ ま の 自 発 的 な 健 康 づ

く り を 応 援 す る 情 報 提 供 や 環 境 づ く り を 推 進 す る と と も に 、み な さ ま と 協 働 し て 、

健 康 な ま ち づ く り を め ざ し て ま い り ま す 。  

結 び に 、本 計 画 策 定 に あ た り 、熱 心 に ご 議 論 い た だ い た 泉 南 市 民 健 康 づ く り 推

進 協 議 会 の 委 員 の み な さ ま 、市 民 ア ン ケ ー ト や グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー 等 に ご 協 力

を 賜 り ま し た 市 民 の み な さ ま に 心 か ら 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  
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１．計画策定の背景 

健 康 づ く り に 関 す る 国 や 大 阪 府 の 動 向   

わ が 国 で は 、 生 活 環 境 の 改 善 や 医 学 の 進 歩 等 に よ り 平 均 寿 命 が 延 び る 一 方 で 、

急 速 な 高 齢 化 の 進 展 や ラ イ フ ス タ イ ル の 多 様 化 に 伴 い 、が ん ・ 心 臓 病 ・ 脳 卒 中 ・

糖 尿 病 等 の い わ ゆ る 生 活 習 慣 病 が 増 加 す る と と も に 、後 遺 症 や 合 併 症 に よ る 要 介

護 者 が 増 加 し て い ま す 。  

そ こ で 国 で は 、平 成 １ ２ 年 ４ 月 、早 世 を 減 少 さ せ 、認 知 症 や 寝 た き り に な ら な

い よ う に す る 期 間（ 健 康 寿 命 ）を 延 伸 さ せ 、生 活 の 質 の 向 上 を 図 る こ と を 目 的 に 、

「 健 康 日 本 ２ １ 」を 策 定 し ま し た 。ま た 、平 成 24 年 に は 、す べ て の 国 民 が 共 に

支 え あ い な が ら 、ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ て 、健 や か で こ こ ろ 豊 か に 生 活 で き る 活

力 あ る 社 会 の 実 現 を め ざ し 、「 健 康 寿 命 の 延 伸 と 健 康 格 差 の 縮 小 」、「 生 活 習 慣 病

の 発 症 予 防 と 重 症 化 予 防 の 徹 底 」 等 を 柱 と し た 、「 21 世 紀 に お け る 第 二 次 国 民

健 康 づ く り 運 動 （ 健 康 日 本 ２ １ [第 2 次 ]）」 を 策 定 し ま し た 。  

大 阪 府 に お い て も 、こ の 主 旨 に 基 づ き 、平 成 13 年 ８ 月 に「 全 て の 府 民 が 健 や

か で 心 豊 か に 生 活 で き る 活 力 あ る 社 会 の 実 現 」 を め ざ し 、「 健 康 お お さ か  21」

を 策 定 し 、 平 成 20 年 8 月 に 「 大 阪 府 健 康 増 進 計 画 」 を 策 定 し ま し た 。 次 い で 、

国 の 方 向 性 と 同 じ く 、「 健 康 寿 命 の 延 伸 」「 健 康 格 差 の 縮 小 」を 目 的 に 、生 活 習 慣

病 の 発 症 予 防 と 重 症 化 予 防 等 を 掲 げ 、「 た ば こ 対 策 」 と 「 高 血 圧 対 策 」 に 重 点 化

し た 「 第 2 次 大 阪 府 健 康 増 進 計 画 」 を 策 定 し て い ま す 。  

 
食 育 に 関 す る 国 や 大 阪 府 の 動 向  

ラ イ フ ス タ イ ル の 多 様 化 等 に よ り 、家 族 で の 共 食 の 頻 度 の 減 少 、朝 食 の 欠 食 等

と い っ た 食 生 活 が 変 化 し 、国 民 の「 食 」を 取 り 巻 く 状 況 が 大 き く 変 化 し て い ま す 。  

そ こ で 国 で は 、平 成 17 年 7 月 施 行 の 食 育 基 本 法 に 基 づ き 、平 成 18 年 の 食 育

推 進 基 本 計 画 、 平 成 23 年 に は 第 2 次 食 育 推 進 基 本 計 画 を 策 定 し 、「 国 民 が 生 涯

に わ た っ て 健 康 で 豊 か な 人 間 性 を 育 む た め 、食 に 関 す る 知 識 と 食 を 選 択 す る 力 を

習 得 し 、健 全 な 食 生 活 を 実 践 す る こ と の で き る 人 間 を 育 て る 」た め の 取 り 組 み を

進 め て い ま す 。  

大 阪 府 に お い て も 、平 成 19 年 の 大 阪 府 食 育 推 進 計 画 、平 成 24 年 の 第 2 次 大

阪 府 食 育 推 進 計 画 が 策 定 さ れ 、野 菜 の 摂 取 量 を 増 や す こ と や 若 年 者 の 欠 食 を な く

す こ と を 重 点 的 に 取 り 組 み 、「 健 康 お お さ か ２ １ 推 進 府 民 会 議 」 を 中 心 に 、 関 係

各 機 関 ・ 団 体 と の ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 で 、 計 画 の 推 進 に 取 り 組 ん で い ま す 。  
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２．計画策定の趣旨 

本 市 で は 平 成 15 年 3 月 に「 健 康 せ ん な ん ２ １ 」を 策 定 し 、一 次 予 防 に 重 点 を

置 き 、市 民 が 主 体 的 に 取 り 組 む 健 康 づ く り を 推 進 し て き ま し た 。ま た 平 成 20 年

度 に は 、中 間 評 価 を 行 い 、前 期 計 画 に 引 き 続 き ① 生 活 習 慣 病 の 予 防 と ② こ こ ろ の

ふ れ あ い 交 流 の あ る ま ち づ く り を 継 続 し 、「 医 療 制 度 改 革 関 連 法 」 や 「 食 育 基 本

法 」等 関 係 機 関 と の 連 携 が 重 要 で あ る こ と か ら 、ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 健 康 課

題 に 対 し 目 標 を 掲 げ た「 健 康 せ ん な ん ２ １ 後 期 計 画 」を 策 定 し 、平 成 24 年 度 ま

で の 健 康 づ く り 施 策 に 取 り 組 ん で き ま し た 。  

こ の よ う な 状 況 の な か 、国 や 大 阪 府 の 健 康 づ く り や 食 育 推 進 の 動 向 は も と よ り 、

こ れ ま で の 進 捗 状 況 等 を ふ ま え 、「 健 康 せ ん な ん ２ １ （ 第 ２ 次 計 画 ）」（ 平 成 25

年 度 か ら 平 成 34 年 度 ）を 策 定 し ま す 。加 え て 、本 市 に お い て は 、各 学 校 ・ 幼 稚

園・保 育 所 等 そ れ ぞ れ の 機 関 で の 食 育 の 取 り 組 み は あ る も の の 、全 市 的 な 取 り 組

み と は な っ て い な い こ と か ら 、食 育 に 関 す る 実 態 を 把 握 し 、課 題 を 明 確 に す る こ

と で 、 本 市 が め ざ す べ き 泉 南 市 食 育 推 進 計 画 を 策 定 し 、 健 康 増 進 計 画 と 一 体 と

な っ て 推 進 し て い き ま す 。  

３．計画の位置づけ 

本 計 画 は 、「 健 康 日 本 ２ １（ 第 ２ 次 ）」の 地 方 計 画 及 び 健 康 増 進 計 画 第 8 条 第 2

項 に 基 づ く 市 町 村 健 康 増 進 計 画 と し て 位 置 付 け 、 第 5 次 泉 南 市 総 合 計 画 や 関 連

計 画 及 び 第 2 次 大 阪 府 健 康 増 進 計 画 等 と 整 合 性 を 図 り な が ら 推 進 し ま す 。  

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 5 次 泉 南 市 総 合 計 画  

【 関 連 計 画 】  

・ 泉 南 市 次 世 代 育 成 支 援 対 策  

地 域 行 動 計 画  
 

・ 泉 南 市 第 5 期 高 齢 者 保 健  

福 祉 計 画 （ 老 人 保 健 福 祉  

計 画 ・ 介 護 保 険 事 業 計 画 ）  
 

・ 第 3 次 泉 南 市 障 害 者 計 画  

及 び 第 3 期 泉 南 市 障 害 福 祉  

計 画  
 

・ 第 2 次 泉 南 市 地 域 福 祉 計 画  

及 び 地 域 福 祉 活 動 計 画  
 

・ 泉 南 市 国 民 健 康 保 険 特 定  

健 康 診 査 等 実 施 計 画  等  

健 康 増 進 法  

泉
南
市
健
康
増
進
計
画 

泉
南
市
食

育
推
進
計
画 

国：健 康 日 本 ２ １（ 第 2 次 ） 

第 2 次 大 阪 府 健 康 増 進 計 画  

第 2 期 大 阪 府 が ん 対 策 推 進  

計 画  
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４．計画の策定方法 

本 計 画 の 策 定 に あ た っ て は 、「 泉 南 市 民 健 康 づ く り 推 進 協 議 会 」 で 検 討 を 重 ね

る と と も に 、「 市 民 ア ン ケ ー ト 」「 食 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」「 フ ォ ー カ ス グ ル ー プ

イ ン タ ビ ュ ー 」や「 パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト の 募 集 」等 を 実 施 し 、広 く 市 民 の 意 見 を

聴 き 、 そ の 反 映 に 努 め ま し た 。  

 

５．計画期間 

本 計 画 の 期 間 は 、 平 成 25 年 度 か ら 平 成 34 年 度 ま で の 10 年 間 と し ま す 。 ま

た 、計 画 の 進 捗 や 国 の 動 向 、社 会 情 勢 の 変 化 等 に 対 応 す る た め 、計 画 の 中 間 年 度

に あ た る 平 成 29 年 度 に 中 間 評 価 、そ し て 平 成 34 年 度 に は 最 終 評 価 を 行 い ま す 。 

 

 
平 成  

25 年度

平 成  

26 年度 

平 成  

27 年度

平 成  

28 年度

平 成  

29 年度

平 成  

30 年度

平 成  

31 年度

平 成  

32 年度 

平 成  

33 年度

平 成  

34 年度

健 康  

せんなん 21 

（第 2 次計画） 

 
         

 

 
 
健 康 せ ん な ん ２ １ （ 第 2 次 計 画 ） 標 語 決 定 ！ 

こ れ か ら の 10 年 間 、 市 民 の 健 康 度 ア ッ プ を め ざ し 、 行 政 や 市 民 が と も に 取 り 組

ん で い く な か で 、 親 し み や す い 健 康 づ く り や 食 生 活 な ど に 関 す る 標 語 の 募 集 を 行 い

ま し た 。そ の 結 果 、み な さ ま か ら ご 応 募 い た だ い た 標 語 の 中 か ら 最 優 秀 1 作 品 、優

秀 作 品 2 作 品 が 選 考 さ れ ま し た 。  

 

最 優 秀 賞  健 康 は  み ん な が め ざ す  金 メ ダ ル  

優 秀 賞  
健 康 な こ こ ろ と か ら だ は 食 事 か ら ！  

検 診 で 今 日 も 安 心  元 気 人  

中 間

評 価

最 終

評 価
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１．各種統計による現状 

１ ） 人 口 の 推 移  

① 人 口 総 数 と 年 齢 構 成  

平 成 22 年 （ 2010 年 ） の 国 勢 調 査 に よ る 泉 南 市 の 人 口 は 64,403 人 と な

っ て い ま す 。平 成 7 年 か ら 平 成 12 年 に か け て 人 口 が 増 加 し ま し た が 、そ の 後

は 横 ば い に な っ て い ま す 。  

ま た 、 総 人 口 に 占 め る 65 歳 以 上 の 人 口 比 （ 高 齢 化 率 ） は 上 昇 傾 向 に あ り 、   

平 成 22 年 10 月 1 日 現 在 で 22.6％ と な り 、 大 阪 府 の 平 均 を 上 回 り ま し た 。  

泉南市の人口総数及び年齢 3 区分別人口の推移  

 

資料：国勢調査（平成 2～22 年・各年 10 月 1 日現在） 

 

泉南市の高齢化率の推移（大阪府、全国との比較）  

 
資料：国勢調査（平成 2～22 年・各年 10 月 1 日現在） 

11,944 10,787 10,812 10,798 10,325

42,274 43,618 43,905 41,852 39,510

5,809 7,237 9,268 12,029 14,566

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

65歳以上

15～64歳
0～14歳

60,027 61,642 64,152 64,683 64,403

9.7 11.7
14.4

18.6
22.6

9.7
11.9

14.9 18.5
22.4

12.1
14.6

17.3
20.1

23.0 

0

5

10

15

20

25

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

泉南市

大阪府

全国

（人） 

（％） 

＊年齢不詳者が含まれているため、年齢階級別人口割合の合計は、100％にはなりません 
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② 出 生 の 状 況  

出 生 数 は や や 減 少 傾 向 に あ り 、平 成 23 年 で 515 人 と な っ て い ま す 。ま た 、

出 生 率 は 、全 国・大 阪 府 を 上 回 っ て 推 移 し て い ま し た が 、近 年 は 下 降 傾 向 に あ

り 、平 成 23 年 に は 全 国・大 阪 府 を 下 回 り 、人 口 千 人 に 対 し て 8.0 人 と な っ て

い ま す 。  

 

  泉南市の出生数と出生率の推移（大阪府、全国との比較）  
 

 

 資 料 ： 大 阪 府 人 口 動 態 統 計 デ ー タ  

  

624 607 586 603
515

9.6 9.4 9.1 9.4 

8.0 

8.9 9.0 8.7 8.6 8.5

8.6 8.7 8.5 8.5 8.3

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

0

200

400

600

800

1,000

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

出生数 出生率（泉南市） 出生率（大阪府） 出生率（全国）

 

（人口千対）  （人） 

泉 南 市 の 現 状 と 課 題 に つ い て

ご 案 内 し ま す  
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２ ） 死 亡 の 状 況  

① 死 亡 数 の 状 況  

死 亡 数 と 死 亡 率 の 動 向 を み る と 、 年 度 に よ り か な り 変 動 が 認 め ら れ ま す が 、

平 成 18 年 に 比 べ 、近 年 増 加 傾 向 に あ り ま す 。死 亡 数 の 増 加 及 び 粗 死 亡 率 の 上

昇 傾 向 を 年 齢 階 級 別 に み る と 、高 齢 者 に お け る 死 亡 数 の 増 加 が 反 映 し た も の と

考 え ら れ ま す 。  

 

泉南市の死亡数と粗死亡率の推移  
 

 

 
泉南市の年齢階級別死亡数の推移  

 

 

465
536

587
555 574

7.2

8.3

9.1

8.6

8.9

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

400

440

480

520

560

600

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

死亡数

粗死亡率

8 13 7 5 7
3 4 8 13 89 9 25 9 1135 33 35 30 29

72 85 94 82 85

126 139
147

137 149

212
253

271
279 285

0

100

200

300

400

500

600

700

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

80歳以上

70～79歳
60～69歳
50～59歳
40～49歳
30～39歳
29歳以下

（人口千対） （人）  

資 料 ： 大 阪 府 人 口 動 態 統 計 デ ー タ  

（人）  

465 

536 
587 

555 574 

資 料 ： 大 阪 府 人 口 動 態 統 計 デ ー タ  
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② 死 因 別 死 亡 数  

平 成 22 年 （ 2010 年 ） の 死 因 順 位 を み る と 、「 悪 性 新 生 物 」 が 最 も 多 く 、 次

い で「 心 疾 患 」、「 肺 炎 」の 順 に な っ て い ま す 。年 齢 階 級 別 に は 、高 齢 に な る ほ ど

心 疾 患 で 死 亡 す る 者 が 多 い 傾 向 を 認 め ま す 。  

 

泉南市の年齢階級別・死因順位（平成 22 年） 

 

年齢階級 

 

総 

死亡数 

（人） 

第 1 位 第 2 位 第 3 位 

死因 
死亡数 
（％） 

死因 
死亡数 
（％） 

死因 
死亡数 
（％） 

総数 574 
悪性 

新生物 
196（34.1） 心疾患  89（15.5） 肺炎  45（7.8）

0～9 歳 1 主要死因に入らないその他の疾患 

10～19 歳 3 自殺   1（33.3） 主要死因に入らないその他の疾患 

20～29 歳 3 自殺   2（66.7） 主要死因に入らないその他の疾患 

30～39 歳 8 自殺   5（62.5） 悪性新生物 1（12.5） 

40～49 歳 11 自殺   4（36.4） 悪性新生物 2（18.2） 

50～59 歳 29 
悪性 

新生物 
 13（44.8） 心疾患   4（13.8）

慢性肝疾患

及び肝硬変 
 3（10.3）

60～69 歳 85 
悪性 

新生物 
 47（55.3） 心疾患  13（15.3）

脳血管 

疾患 
  6（7.1）

70～79 歳 149 
悪性 

新生物 
 68（45.6）

脳血管 

疾患 
  14（9.4） 心疾患  11（7.4）

80～89 歳 169 
悪性 

新生物 
 56（33.1） 心疾患  29（17.2） 肺炎 18（10.7）

90 歳以上 116 心疾患  32（27.6） 老衰  21（18.1）
脳血管 

疾患 
 10（8.6）

    資料： 平成 22 年人口動態 年齢階級別死因順位・死亡数及び割合（1 位から 3 位まで抜粋） 
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③ 死 因 別 標 準 化 死 亡 比  

平 成 22 年（ 2010 年 ）の 死 因 別 標 準 化 死 亡 比 を み る と 、「 老 衰 」が 最 も 高 く 、

次 い で 「 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患 （ COPD）」、「 く も 膜 下 出 血 」 の 順 に な っ て い ま す 。  

 

泉南市の主要死因別標準化死亡比（SMR）  

 

泉南市  

男性  女性  計  

全死因  94.3  94 .4  93 .8  

悪性新生物 96.6  86 .2  92 .0  

  胃の悪性新生物 100.4  109.5  103.0  

  結腸、直腸及び肛門の悪性新生物 99.9  95 .9  97 .9  

  肝及び肝内胆管の悪性新生物 67.7  99 .7  78 .0  

  気管支及び肺の悪性新生物 103.8  82 .3  96 .6  

  乳房の悪性新生物 －  100 .8  100.6  

  子宮頸の悪性新生物 －  107 .2  107.8  

心疾患 105.5  108.4  107.0  

  虚血性心疾患  102.0  117.7  108.7  

脳血管疾患 82.3  99 .7  91 .2  

  くも膜下出血  93.4  130.4  116.9  

  脳出血  72.9  104.0  86 .3  

  脳梗塞  89.1  97 .2  93 .1  

肺炎 －  －  89 .9  

不慮の事故 －  －  92 .8  

自殺 －  －  105 .2  

老衰 －  －  150 .4  

腎不全 85.7  93 .7  89 .9  

肝疾患 －  －  68 .0  

糖尿病 102.0  59 .5  82 .5  

慢性閉塞性肺疾患（COPD）  －  －  117 .2  
※泉南市の指数は、大阪府を基準（100.0）として算出（平成 17 年～21 年分） 

 資料：厚生労働省 人口動態統計特殊報告―人口動態保健所・市町村別統計 
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④ 自 殺 の 現 状  

近 年 の 自 殺 者 数 の 状 況 を み る と 、平 成 20 年（ 2008 年 ）か ら 増 加 傾 向 に あ り 、

平 成 23 年（ 2011 年 ）に は 一 旦 減 少 し ま し た が 、平 成 24 年（ 2012 年 ）に は

増 加 し ま し た 。   

 

泉南市の自殺者数の推移 

 

 

  

5

7

13

8
7

6

8

4
3

7

11

15
17

11

14

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

男性

女性

合計

（人）  

資 料 ： 大 阪 府 人 口 動 態 統 計 デ ー タ
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３ ） 平 均 寿 命 と 健 康 寿 命  

平 成 22 年（ 2010 年 ）の 泉 南 市 の 健 康 寿 命 は 男 性 が 77.65 歳 、女 性 が 80.91

歳 と な っ て お り 、 男 女 と も 大 阪 府 （ 男 性 ： 79.06 歳 、 女 性 ： 82.26 歳 ） よ り

も 短 く な っ て い ま す 。ま た 、日 常 生 活 動 作 が 自 立 し て い な い 期 間 は 、男 性 で は

全 国 、 大 阪 府 よ り も 長 く な っ て い ま す 。  

 

平均寿命、健康寿命、日常生活動作が自立していない期間（歳） 

 
【 算 出 方 法 】 「健康寿命における将来予想と生活習慣病対策の費用対効果に関する研究」 班 に

より提示する「健康寿命の算定方法の指針」に基づき算出 
【作成資料】  人口：平成 22 年国勢調査 

死亡数：平成 22 年人口動態総覧（保健所・市町村別） 
要介護認定者数：保険者からの報告集計データ（平成 22 年 9 月）  
 

 

 
 

 

※ 1： 0 歳 の 平 均 余 命  

※ 2： 健 康 上 の 問 題 で 日 常 生 活 動 作 が 制 限 さ れ る こ と な く 自 立 し て い る 期 間  

 

  

  

男性  女性  
平均寿命  

※ 1 
健康寿命  

※ 2 
日 常 生 活 動 作 が

自 立 し て い な い

期 間 ※ 3  

平均寿命
※ 1 

健康寿命  
※ 2 

日 常 生 活 動 作 が

自 立 し て い な い

期 間 ※ 3  
全 国  79.64  78 .17  1 .47 86.39 83.16  3 .23
大阪府  80.69  79 .06  1 .63 85.90 82.26  3 .63
泉南市  79.35  77 .65  1 .70 84.37 80.91  3 .46

 
80 .69

79 .35

86 .39

84 .37

78 .17

79 .06

77 .65

83 .16

82 .26

80 .91

1 .47

1 .63

1 .70

3 .23

3 .63

3 .46  

65 70 75 80 85 90

全 国

大阪府

泉南市

全 国

大阪府

泉南市

平均寿命 健康寿命 日常生活動作が自立していない期間

男

性 

女

性  

95 
79 .64

85 .90

※ 3： 平 均 寿 命 と 健 康 寿 命 の 差  

（歳）  
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４ ） 医 療 費 の 状 況  

① 1 人 当 た り 医 療 費 の 推 移  

男 性 の 1 人 当 た り 医 療 費 は 、 45～ 49 歳 7,616 円 か ら 50～ 54 歳 で は

23,537 円 と 大 き く 増 加 し 、 70～ 74 歳 で は 36,616 円 と 年 齢 と 共 に 増 加 し て

い ま す 。 45～ 49 歳 の 1 人 当 た り 医 療 費 は 、 女 性 の 方 が 多 く な っ て い ま す が 、

50 歳 以 降 は 男 性 の 方 が 多 く な っ て い ま す 。  

ま た 、 外 来 診 療 費 と 入 院 診 療 費 の 比 率 を み る と 、 50 歳 以 降 は 男 性 の 入 院 診 療

費 の 割 合 が 上 昇 し て い ま す 。 ま た 女 性 に つ い て は 、 30～ 39 歳 、 45～ 49 歳 、

55～ 64 歳 に お い て 、 入 院 診 療 費 の 割 合 が 外 来 診 療 費 を 上 回 っ て い ま す 。  

 

 1 人当たり医療費（男性・女性） 

 

 

資料：平成 25 年生活習慣病統計データ（大阪府国民健康保険団体連合会） 

 

0 10,000 20,000 30,000 40,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
平 均

外来)一人当たり診療費 入院)一人当たり診療費

（円）  
010,000 20,000 30,000 40,000 

女性  男性  

55～59 歳 
50～54 歳 

70～74 歳 

65～69 歳 

45～49 歳 
40～44 歳 
35～39 歳 
30～34 歳 
25～29 歳 
20～24 歳 
15～19 歳 
10～14 歳 

5～9 歳 

60～64 歳 

0～4 歳 
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② 1 日 当 た り 診 療 費 の 状 況 （ 入 院 ・ 外 来 ）  

入 院 の 1 日 当 た り の 診 療 費 で は 、 男 女 と も 若 年 層 で 高 く な っ て い ま す 。  

外 来 の 1 日 当 た り の 診 療 費 で は 、 男 性 が 10～ 14 歳 、 30～ 39 歳 、 55～ 59

歳 以 外 の 年 齢 で 女 性 よ り も 高 く な っ て い ま す 。  

 

入院 1 日当たり診療費（男性・女性）  

 

 

外来 1 日当たり診療費（男性・女性）  

資料：平成 25 年生活習慣病統計データ（大阪府国民健康保険団体連合会） 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

男性・入院)1日当たり点数 女性・入院)1日当たり点数

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

男性・外来)1日当たり点数 女性・外来)1日当たり点数

（点数） （ 1 点＝ 10 円）

（点数） （ 1 点＝ 10 円）
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③ 疾 病 別 の 1 人 当 た り 医 療 費 の 状 況  

入 院 で は 、「 新 生 物 」 が 最 も 高 く 、 次 い で 「 循 環 器 系 の 疾 患 」、「 精 神 及 び 行 動

の 障 害 」 と な っ て い ま す 。   

外 来 で は 、「 循 環 器 系 の 疾 患 」 が 最 も 高 く 、 次 い で 「 内 分 泌 ・ 栄 養 及 び 代 謝 疾

患 」、「 腎 泌 尿 生 殖 器 系 の 疾 患 」 と な っ て い ま す 。  

 

疾病別 1 人当たりの医療費  

  

資料：平成 25 年生活習慣病統計データ（大阪府国民健康保険団体連合会）   

0 500 1,000 1,500 2,000

感染症及び寄生虫症

新生物

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害

内分泌、栄養及び代謝疾患

精神及び行動の障害

神経系の疾患

眼及び付属器の疾患

耳及び付属器の疾患

循環器系の疾患

呼吸器系の疾患

消化器系の疾患

皮膚及び皮下組織の疾患

筋骨格及び結合組織の疾患

腎泌尿生殖器系の疾患

妊娠、分娩及び産じょく

周産期に発生した病態

先天奇形、変形及び染色体異常

症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見…

損傷、中毒及びその他の外因の影響

入院)1人当たり医療費

外来)1人当たり医療費

症 状 、 徴 候 及 び 異 常 臨 床 所 見 ・ 異 常 検 査 所
見 で 他 に 分 類 さ れ な い も の

（円）
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５ ） 介 護 保 険 の 状 況  

要 介 護 認 定 者 数 は 、 年 々 増 加 し て お り 、 平 成 22 年 （ 2010 年 ） の 2,391

人 か ら 平 成 25 年 （ 2013 年 ） の 2,907 人 へ と 、 2 割 程 度 増 加 し て い ま す 。    

 

  泉南市の第 1 号被保険者数・要介護認定者数・出現率の推移  

 

 
資 料 ： 各 年 介 護 保 険 事 業 状 況 報 告  

 

泉南市の要介護度別にみた要支援・要介護認定者数 

 

 
 

資 料 ： 各 年 介 護 保 険 事 業 状 況 報 告  

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年
第1号被保険者数 12,860 13,458 13,865 14,048 14,564 15,267 
要介護認定者数 2,184 2,276 2,391 2,497 2,642 2,907 
出現率 17.0 16.9 17.2 17.8 18.1 19.0 

15.5 

16.0 

16.5 

17.0 

17.5 

18.0 

18.5 

19.0 

19.5 

0 
2,000 
4,000 
6,000 
8,000 

10,000 
12,000 
14,000 
16,000 
18,000 

8.3 8.4 12.3 11.5 9.9 9.7

18.4 18.7 16.6 16.4 19.1 19.6

7.7 9.1 10.1 10.6 10.3 10.4

27.2 25.4 24.8 25.9 26.2 25.8

16.8 15.7 15.7 14.6 14.4 14.3

12.4 13.0 11.3 11.0 11.3 11.1

9.2 9.8 9.2 10.0 8.8 9.0

0

20

40

60

80

100

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

（人） （％）

（％） 

（ 2,184 人） （ 2,276 人）  （ 2,391 人）  （ 2,497 人）  （ 2,642 人）  （ 2,907 人）  
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６ ） 健 診 等 の 状 況  

① 特 定 健 康 診 査 受 診 者  

平 成 23 年 度 の 泉 南 市 国 民 健 康 保 険 特 定 健 康 診 査 受 診 者 数 は 平 成 22 年 度 と

比 べ 、448 人 の 増 加 と な り 、受 診 率 は 前 年 度 か ら 伸 び 率 は 14％ の 上 昇 と な り

ま し た 。 し か し 、 平 成 23 年 度 の 目 標 受 診 率 は 47.5％ で あ り 、 目 標 は 達 成 さ

れ ま せ ん で し た 。  

 

泉南市における特定健康診査受診者数及び受診率 

 

 
   資料：平成 23 年度特定健診・特定保健指導法定報告数 

 

 

泉南市における特定健康診査受診者数・受診率・目標数の推移 

  

 
資料：平成 23 年度特定健診・特定保健指導法定報告数 

 

 

20.0%

13,302

4,099

特定健康診査実績

対象者数（人）

受診者数（人）

受診率（％）

9,116

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

特定健康診査等実施計画(見込み)

平成２０年度

2,660

30.0%

11,897

4,002

65.0%25.0% 30.0% 33.8%

3,372 6,575

11,856 11,934

26.8%26.1%

平成２０年度

13,484 13,664 13,843 14,025

47.5%

平成２３年度

12,126

3,6343,110

平成２１年度 平成２２年度

3,186

0

3,000

6,000

9,000

12,000
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（人）（％） 
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② 特 定 保 健 指 導 利 用 者  

平 成 23 年 度 の 泉 南 市 国 民 健 康 保 険 特 定 保 健 指 導 利 用 者 数 は 平 成 22 年 度 と

比 べ 、31 人 増 加 し 、利 用 率 は 19.5％ 、伸 び 率 は 51.7％ の 上 昇 と な り ま し た 。

一 方 、終 了 者 数 、対 象 者 数 と も に 、平 成 22 年 度 と 比 べ 増 加 し た た め 、終 了 率

は 下 降 し て い ま す 。  

 

泉南市における特定保健指導利用者数及び利用率 

 

 
※ 利 用 者 数 は 、 特 定 保 健 指 導 を 開 始 し た 人 数 

   資料：平成 23 年度特定健診・特定保健指導法定報告数 

 

 

泉南市における保健指導利用者数・利用率・目標数の推移 

 

  
資料：平成 23 年度特定健診・特定保健指導法定報告数 
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664 842 1,023 1,640
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16.9%

402

60
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1,024

17.9%

78 7247
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14.9%

113 70

16.7% 19.5%
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16.7%

特定健康診査等実施計画
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７ ） が ん 検 診  

泉 南 市 が 実 施 す る が ん 検 診 の 受 診 率 は 、 子 宮 が ん 検 診 、 乳 が ん 検 診 で 平 成

20 年 度 以 降 上 昇 傾 向 に あ り ま す 。一 方 、胃 が ん 検 診 、肺 が ん 検 診 で は 1 割 未

満 と 低 率 で す 。 ま た 、 各 が ん 検 診 の 受 診 率 を 大 阪 府 下 の 市 町 村 と 比 較 す る と 、

特 に 、胃 が ん 検 診 、肺 が ん 検 診 、子 宮 が ん 検 診 、乳 が ん 検 診 で 、非 常 に 低 い 順

位 に あ り ま す 。  

泉南市のがん検診受診率

 

資料：各年地域保健報告 

 

 

泉南市の大阪府内がん検診受診率順位 

 

平成 21 年度  平成 22 年度  
胃 が ん 検 診  32 位／ 43 市町村  35 位／ 43 市町村  
大 腸 が ん 検 診  20 位／ 43 市町村  26 位／ 43 市町村  
肺 が ん 検 診  31 位／ 43 市町村  35 位／ 43 市町村  
子 宮 が ん 検 診  42 位／ 43 市町村  38 位／ 43 市町村  
乳 が ん 検 診  42 位／ 43 市町村  42 位／ 43 市町村  

     

資料：各年地域保健報告 

 

 

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

胃 4.0 4.6 4.1 4.0 4.1 
大腸 14.3 12.2 11.0 11.0 12.3
肺 4.0 4.7 3.7 4.3 4.9
子宮 6.7 8.9 14.2 16.5 22.2
乳 7.5 9.8 12.5 14.0 18.7

0

5

10

15

20

25
（％） 
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８ ） 特 定 健 康 診 査 の 結 果  

平 成  24 年 度 の 泉 南 市 国 民 健 康 保 険 特 定 健 康 診 査 を 受 診 し た 3,680 人 の デ ー

タ を 分 析 し ま し た （ 各 分 析 項 目 の 対 象 者 数 は 判 定 不 能 者 を 除 い た 人 数 と な り ま

す ）。  
 

① 分 析 対 象 者   

 分 析 対 象 者 の 内 訳 は 、男 性 が 1,603 人 、女 性 は 2,077 人 と な っ て い ま す 。年

齢 別 で み る と 、男 女 と も に 60 歳 代 か ら 多 く な っ て き て お り 、60 歳 代 以 上 が 全

体 に 占 め る 割 合 は 男 性 が 80.5%、 女 性 が 81.2%と な っ て い ま す 。  
 

分析対象者（年齢別） 

 

9.0 

7.3 

10.5 

11.5 

42.9 

51.9 

37.6 

29.3 

0 20 40 60 80 100

男性

（1,603人）

女性

（2,077人）

40～49歳
（297人）

50～59歳
（407人）

60～69歳
（1,766人）

70～74歳
（1,210人）

（％） 
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② 糖 尿 病  

有 病 者 は 全 体 の 12.7%と な っ て お り 、 そ の う ち 6.0%が 未 治 療 者 と な っ て い

ま す 。 性 別 で み る と 、 男 性 の 15.4%、 女 性 の 10.4%が 有 病 者 と な っ て い ま す 。 

ま た 、 年 齢 が 上 が る と と も に 、 有 病 者 や 予 備 群 の 割 合 が 高 く な り 、 60 歳 以 上

で は 約 6 割 が 有 病 者 及 び 予 備 群 と な っ て い ま す 。   

 

糖尿病（性別） 

 
糖尿病（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.5

5.2

6.7

6.9

5.2

6.0

48.5

49.0

48.8

36.0

40.6

38.6

0 20 40 60 80 100

男性

（1,603人）

女性

（2,077人）

全体

（3,680人）

有病者（治療中） 有病者（未治療） 予備群 異常なし

1.3

4.9

6.9

8.2

2.7

6.4

6.5

5.9

30.6

40.8

51.4

52.1

65.3

47.9

35.2

33.8

0 20 40 60 80 100

40～49歳
（297人）

50～59歳
（407人）

60～69歳
（1,766人）

70～74歳
（1,210人）

有病者（治療中） 有病者（未治療） 予備群 異常なし

（％） 

（％） 

【糖尿病判定基準（日本糖尿病学会編 糖尿病治療ガイド〈2012‐2013〉血糖コントロール目標改定版より）】  

（ HbA1c の 値 は 、 JDS 値 で 表 記 ）  

 

有 病 者 （ 治 療 中 ） ・ ・ ・ 服 薬 者  

有 病 者 （ 未 治 療 ） ・ ・ ・ 空 腹 時 血 糖 ≧ 126 ま た は  HbA1c≧ 6.1 

予 備 群 ・ ・ ・ 100≦ 空 腹 時 血 糖 ＜ 126 ま た は  5.2≦ HbA1c＜ 6.1 
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③ 高 血 圧 症  

有 病 者 は 全 体 の 50.9%と な っ て お り 、そ の う ち 16.7%が 未 治 療 者 と な っ て い

ま す 。性 別 で 比 較 す る と 、男 性 の 56.5%、女 性 の 46.4%が 有 病 者 と な っ て お り 、

男 女 と も に 約 5 割 に な っ て い ま す 。   

ま た 、年 代 別 で は 、50 歳 代 か ら 有 病 者 の 割 合 が 高 く な り 、50 歳 代 で 40.5％ 、

60 歳 代 で 51.7％ 、70 歳 以 上 で は 60.5％ が 有 病 者 と な っ て い ま す 。予 備 群（ 正

常 高 値 血 圧 ）を 合 わ せ る と  50 歳 代 以 上 で は 、5 割 以 上 が 生 活 習 慣 の 改 善 、血 圧

管 理 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 状 況 で す 。  

 

血圧判定（性別）  

 
 

血圧判定（年齢別）  

 

  

37.2

31.8

34.2

19.3

14.6

16.7

12.2

13.2

12.8

31.2

40.4

36.4

0 20 40 60 80 100

男性

（1,603人）

女性

（2,077人）

全体

（3,680人）

有病者（治療中） 有病者（未治療者） 予備群（正常高値血圧） 異常なし

7.4

17.2

35.0

45.2

12.8

23.3

16.7

15.3

9.8

12.3

13.6

12.6

70.0

47.2

34.7

26.9

0 20 40 60 80 100

40～49歳
（297人）

50～59歳
（407人）

60～69歳
（1,766人）

70～74歳
（1,210人）

有病者（治療中） 有病者（未治療者） 予備群（正常高値血圧） 異常なし

【 高 血 圧 判 定 基 準 （日本高血圧学会 2009 年 高 血 圧 治 療 ガ イ ド ラ イ ン よ り ）】  

 

有 病 者 （ 治 療 中 ）・ ・ ・ 服 薬 者  

有 病 者 （ 未 治 療 ）・ ・ ・ 収 縮 期 血 圧 ≧ 140mmHg ま た は 拡 張 期 血 圧 ≧ 90mmHg 

予 備 群 （ 正 常 高 値 血 圧 ）・ ・ ・ 130mmHg≦ 収 縮 期 血 圧 ＜ 140mmHg ま た は   

85mmHg≦ 拡 張 期 血 圧 ＜ 90mmHg 
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④ メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム  

該 当 者 は 全 体 の 17.0%、予 備 群 は 10.9%と な っ て い ま す 。性 別 で み る と 、男

性 は 該 当 者 及 び 予 備 群 が 女 性 よ り も 多 く な っ て い ま す 。性・年 齢 別 で み る と 、男

女 と も 年 齢 が 上 が る と と も に 該 当 者 の 割 合 が 増 加 し て い ま す 。  

 

メタボリックシンドローム判定（性別） 

 

 
 

メタボリックシンドローム判定（性・年齢別） 

 

   
 

 

26.8

9.3

17.0

16.6

6.5

10.9

56.6

84.2

72.1

0 20 40 60 80 100

男性

（1,603人）

女性

（2,077人）

全体

（3,680人）

該当者 予備群 非該当

15.2

28.4

27.7

28.2

15.2

19.5

16.7

15.9

69.7

52.1

55.6

55.8

0 50 100

40～49歳
（145人）

50～59歳
（169人）

60～69歳
（687人）

70～74歳
（602人）

該当者 予備群 非該当

2.6

6.7

9.1

12.5

5.3

5.0

6.6

7.2

92.1

88.2

84.3

80.3

0 50 100

40～49歳
（152人）

50～59歳
（238人）

60～69歳
（1,079人）

70～74歳
（608人）

該当者 予備群 非該当

男性  女性

（％）（％）

（％） 

【メタボリックシンドローム判定基準（2005 年日本内科学会等内科系 8 学会による診断基準より）】 

該 当 者 ・ ・ 腹 囲 が 男 性 85cm 以 上 、 女 性 90cm 以 上 で 、 ① ～ ③ の 2 項 目 以 上 に 該 当 す る 者  

予 備 群 ・ ・ 腹 囲 が 男 性 85cm 以 上 、 女 性 90cm 以 上 で 、 ① ～ ③ の 1 項 目 以 上 に 該 当 す る 者  
 

＜ ① 高 血 糖 ＞          ＜ ② 血 圧 高 値 ＞        ＜ ③ 脂 質 異 常 ＞  

空 腹 時 血 糖 値 110mg/dL 以上 

ま た は  H b A 1 c ( N G S P 値 ) ≧ 6 . 0  

ま た は  薬 剤 治 療 中  

収 縮 期 血 圧 130mmHg 以 上  

ま た は  拡張期血圧 85mmHg 以上

ま た は  薬 剤 治 療 中  

中 性 脂 肪 150mg/dL 以 上

ま た は  HDL40mg/dL 未満

ま た は  薬 剤 治 療 中  
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２．前計画の評価と課題 

健 康 せ ん な ん ２ １ （ 後 期 計 画 ） の 評 価 は 、 関 係 機 関 の 取 り 組 み や 保 健 統 計 値 、

ま た 、市 民 の 健 康 度 と し て「 泉 南 市 が ん 検 診 等 健 康 づ く り に 関 す る ア ン ケ ー ト 調

査 」 を 実 施 し 、 そ の 結 果 を も と に 、 8 つ の 分 野 「 栄 養 ・ 食 生 活 」「 運 動 ・ 身 体 活

動 」「 休 養 ・ こ こ ろ の 健 康 づ く り 」「 地 域 交 流 」「 歯 科 保 健 」「 ア ル コ ー ル 」「 た ば

こ 」「 健 康 診 査 ・ 事 後 指 導 」 ご と に 行 い ま し た 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
全 体 の 達 成 状 況  

  
達 成 状 況  該 当 項 目 数 （ 割 合 ）  

Ａ  目 標 値 に 達 し た  13 項目（ 20.0％） 

Ｂ  目 標 値 に 達 し て い な い が 改 善 傾 向 に あ る  18 項目（ 27.7％） 

Ｃ  変 わ ら な い    1 項目（1.5％） 

Ｄ  悪 化 し て い る  29 項目（ 44.6％） 

Ｅ  評 価 困 難  4 項目（6.2％） 

合  計   65 項目（100.0％） 

 
8 つ の 分 野 の 指 標・目 標 値 に つ い て 、A 目 標 値 に 達 し た・B 目 標 値 に 達 し て い

な い が 改 善 傾 向 に あ る が 47.7％ で あ っ た 一 方 で 、 悪 化 し て い る が 44.6％ で し

た 。  

  

○ 「 前 計 画 の 評 価 と 課 題 」 の 見 方  

 

目 標 値 達 成 状 況  

 前 計 画 の 健 康 指 標・目 標 値 に 対 し 、統 計 デ ー タ や ア ン ケ ー ト 調 査

を も と に 達 成 状 況 を 記 載 し て い ま す 。  

 

□ 達 成 状 況 の 見 方  A 目 標 値 に 達 し た  

         B 目 標 値 に 達 し て い な い が 改 善 傾 向 に あ る  

C  変 わ ら な い  

         D  悪 化 し て い る  

         E  評 価 困 難  
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1） 栄 養 ・ 食 生 活  

・  「 朝 食 を 摂 ら な い 人 の 減 少 」「 外 食 や 食 品 を 購 入 す る 時 に 、 栄 養 成 分 表 示 を 参    

考 に す る 人 の 増 加 」 で は 、 男 女 共 に 目 標 値 を 達 成 し て い ま す 。  

・  「 健 康 づ く り に 協 力 す る 飲 食 店 等 の 増 加 」に お い て は 、平 成 14 年 度 の 策 定 当  

初 と 比 べ て 倍 以 上 に 増 え て い ま す 。  

・  「 味 付 け を し た お か ず に 、 し ょ う ゆ 、 ソ ー ス 、 ま た は 塩 等 を か け る 人 の 減 少 」 

で は 、 年 々 悪 化 し て い る 状 況 で す 。  

  

 

＊１）栄養・食生活～８）健康診査・事後指導の平成 24 年度評価値については、平成 23 年度実績値を使用 

 

 

 

平成１４年度 平成２４年度

策定時値 中間参考値 目標値 評価値

男性　　 18.1% 13.1% 15.0%以下 11.5% A

女性　　 8.1% 10.3% 減少 6.1% A

男性　　 29.1% 29.1% 15.0%以下 33.2% D

女性　　 5.5% 5.7% 減少 10.5% A

男性　　 19.5% 20.3% 30.0%以上 27.9% B

女性　　 27.6% 29.3% 30.0%以上 27.2% D

男性　　 3.7% 5.1% 19.3% Ａ

女性　　 10.8% 14.2% 32.0% Ａ

40～64歳代

男性肥満者 22.6% 27.3% 15.0%以下 31.4% D

女性肥満者 30.5% 27.0% 15.0%以下 19.6% B

(BMI≧25.0）

　42店　 76店 増加 94店 A

〔成人〕 

個別　　 670人 612人 800人 110人 D

集団　　 263人 304人 400人 225人 D

〔母子〕

個別　　 249人 254人 350人 157人 D

集団　　 1,314人 170人 1,500人 2,206人 A

健康づくり自主グループの増加 3グループ 3グループ 6グループ 3グループ C

平成２１年度 （後期計画）
評価項目

味付けをしたおかずに、
しょうゆ、ソース、または
塩などをかける人の減少

朝食を摂らない人の減少

外食や食品を購入する時に、
栄養成分表示を参考にする人の
増加

漬け物以外の野菜を食べる人の
増加

増加

食についての健康教育や相談を
受けた人の増加

健康づくりに協力する飲食店等の増加

体重のコントロール（適正体重
の維持） をしている人の割合の
増加
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2） 運 動 ・ 身 体 活 動   

・「 運 動 習 慣 を 持 つ 人 の 増 加 」で は 、男 性 は 目 標 値 を 達 成 し ま し た が 、女 性 は 目

標 値 達 成 ま で に は い た っ て い ま せ ん 。  

・「 運 動 教 室 と 参 加 者 の 増 加 」で は 、開 催 回 数 及 び 参 加 人 数 が 大 幅 に 減 少 し て い

ま す 。  

・自 主 グ ル ー プ に つ い て は 、大 阪 府 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 の 支 援 を 受 け 、平 成

22 年 度 泉 南 市 健 康 教 育 普 及 推 進 事 業 を 実 施 し ま し た 。 そ の 中 か ら 、 ウ ォ ー キ

ン グ を 中 心 と し た 運 動 サ ポ ー タ ー グ ル ー プ 「 道 草 会 」 が 結 成 さ れ ま し た 。  

 

 

  

平成１４年度 平成２４年度

策定時値 中間参考値 目標値 評価値

男性　　 20.8% 26.3% 34.1% A

女性　　 19.6% 32.0% 28.2% D

計　　 20.0% 29.1% 35.0%以上 30.7% B

　開催回数
　（栄養含む）

　延べ人数 795人 735人 900人 443人 D

6グループ

（公民館12）
1グループ+α E

20回 D

サークル及び自主グループの増加 6グループ 増加　

運動習慣を持つ人の増加
増加

運動教室と参加者の増加
50回 40回 70回

項目
平成２１年度 （後期計画）

評価

28 29



第 2章 泉南市の現状と課題 

 

27 
 

3） 休 養 ・ こ こ ろ の 健 康 づ く り  

・「 何 と な く イ ラ イ ラ す る 人 の 減 少 」「 起 床 時 疲 れ を 感 じ る 人 の 減 少 」で は 、平

成 21 年 度 の 後 期 計 画 時 に は 、 男 女 と も 減 少 し て い ま し た が 、 最 終 評 価 で は 、

増 加 し て い ま す 。  

・ 「 些 細 な こ と が 気 に か か る 人 の 減 少 」 は 、 男 女 共 に 大 幅 に 増 加 し て い ま す 。  

・ 自 殺 対 策 講 演 会 や キ ャ ン ペ ー ン 等 を 行 い 、 「 こ こ ろ の 健 康 教 室 と 参 加 者 の 増

加 」 で は 目 標 を 達 成 し て い ま す が 、 自 殺 者 数 は 増 え て い ま す 。  

 

 

  

平成１４年度 平成２４年度

策定時値 中間参考値 目標値 評価値

男性　　 21.6% 12.5% 10.0%以下 27.9% D

女性　　 17.4% 14.9% 10.0%以下 32.8% D

男性　　 16.8% 17.5% 15.0%以下 34.4% D

女性　　 19.3% 19.5% 15.0%以下 45.0% D

男性　　 22.9% 18.2% 15.0%以下 41.3% Ｄ

女性　　 19.3% 16.3% 15.0%以下 38.3% Ｄ

男性　　 56人 60人 53人

女性　　 19人 20人 28人

　開催回数 1回
4回＋自殺対

策講演会

　延べ人数 30人 136人+60人

こころの健康教室と参加者の
増加

増加 A-

平成２１年度 （後期計画）
評価項目

何となくイライラする人の減少

些細なことが気にかかる人の
減少

起床時疲れを感じる人の減少

自殺者の減少 D減少
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４ ） 地 域 交 流   

・  「 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 参 加 す る 人 の 増 加 」 で は 、 や や 減 少 し て い ま す 。   

・  「 地 域 リ ハ 、 ふ れ あ い サ ロ ン に 参 加 す る 人 の 増 加 」 で は 、 地 域 リ ハ 事 業 が 廃 止

と な り 減 少 し ま し た 。 し か し 、 1か 所 で は 今 も 自 主 グ ル ー プ と し て 活 動 し 、 新

し い メ ン バ ー が 加 わ り 、 ボ ラ ン テ ィ ア と 参 加 者 の 枠 を 超 え て 実 施 し て い ま す 。  

・  「 仲 間 と う ま く い か な い 人 の 減 少 」で は 、男 女 と も 大 幅 に 増 加 し て い ま す 。特

に 、 50 歳 代 の 男 性 で は 46.8％ 、 40 歳 代 の 男 性 で は 29.8％  と 、 仲 間 と う

ま く い か な い と 感 じ て い る 人 が 2～ 3 人 に 1 人 い る 状 況 で す 。  

 

 

  

平成１４年度 平成２４年度

策定時値 中間参考値 目標値 評価値

257人登録 266人登録 増加 233人登録 Ｄ

地域リハ  402人 355人* -

ふれあいサロン  3,574人 6,131人 5,492人

男性　　 2.9% 1.0% 12.3% Ｄ

女性　　 2.1% 1.8% 11.5% Ｄ

項目
平成２１年度 （後期計画）

ボランティア活動に参加する人の増加

地域リハ、ふれあいサロンに参
加する人の増加

増加

仲間とうまくいかない人の減少 減少

Ｄ

評価

＊地域リハ事業の廃止、自主グループとして活動継続 
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5） 歯 科 保 健  

・  「 う 歯 の な い 幼 児 の 増 加 」 で は 、 1 歳 6 か 月 と 3 歳 6 か 月 で 目 標 値 ま で は 達

し て い な い も の の 、 徐 々 に う 歯 の な い 幼 児 が 増 加 し て い ま す 。   

・  「 幼 児 の 歯 み が き 教 室 の 参 加 者 の 増 加 」 で は 、 1 歳 7 か 月 児 と 2 歳 7 か 月

児 を 対 象 に 行 っ て い ま す が 、 伸 び 悩 ん で い ま す 。  

 

 

 

 

6） ア ル コ ー ル  

・  「 節 度 あ る 飲 酒 の 量 を 知 っ て い る 人 の 増 加 」で は 、目 標 に は 達 し て い ま せ ん が

増 加 し て い ま す 。   

・  「 休 肝 日 を 週 2 回 設 け て い な い 人 の 減 少 」 で は 、 男 性 61.7％ と 大 幅 に 増 加 し

て い ま す 。  

 

 

  

平成１４年度 平成２４年度

策定時値 中間参考値 目標値 評価値

 1歳6か月 95.4% 95.5% 98.0%以上 97.0% B

 2歳6か月 - 83.3% 増加 87.3% B

 3歳6か月 56.2% 58.7% 80.0%以上 71.7% B

88人 219人 300人以上 122人 Ｄ

15.8% 16.3% 30.0%以上 30.4% A

16.5% 14.7% 30.0%以上 28.3% B

成人の歯科健診受診者の増加
（過去1年間に受けたことのある割合）

定期的に歯石除去を受けている人の増加

う歯のない幼児の増加

幼児の歯みがき教室の参加者の増加

平成２１年度 （後期計画）
評価項目

平成１４年度 平成２４年度

策定時値 中間参考値 目標値 評価値

男性　　 16.8% 16.7% 60.5%以上 31.6% B

女性　　 11.6% 12.8% 41.8%以上 26.8% B

男性　　 20.4% 17.7% 61.7% D

女性　　 44.2% 42.9% 44.1% D

評価

節度ある飲酒の量を知っている
人の増加

休肝日を週2回設けていない人の
減少

15.0%以下

項目
平成２１年度 （後期計画）
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７ ） た ば こ  

・「 吸 っ て い る 人 で 禁 煙 に 関 心 の あ る 人 の 増 加 」で は 、目 標 値 に は 達 し て い ま せ

ん が 、 徐 々 に 増 加 し て い ま す 。  

・ 「 喫 煙 が 及 ぼ す 健 康 影 響 に つ い て の 充 分 な 知 識 を も っ て い る 人 の 増 加 」 で は 、

胃 潰 瘍 （ 22.1％ ） 、 歯 周 病 （ 22.8％ ） を 5 人 に 4 人 は 知 ら な い 状 況 で す 。  

 

 

  

平成１４年度 平成２４年度

策定時値 中間参考値 目標値 評価値

男性　　 53.6% 47.1% 10.1% A

女性　　 9.7% 14.2% 3.6% A

男性　　 50.8% 51.4% 63.4% B

女性　　 46.5% 62.5% 74.4% B

- - 実施 未実施 D

肺がん　 74.7% 74.9% 84.7% B

喘　息　 34.9% 46.9% 53.0% B

気管支炎　 43.2% 46.7% 58.3% B

心臓病　 29.2% 35.1% 40.7% B

脳卒中　 20.2% 33.4% 47.8% B

胃潰瘍　 19.3% 23.2% 22.1% D

歯周病　 9.8% 16.6% 22.8% B

妊娠への影響 50.9% 48.6% 67.9% B

30.0%以下
現在たばこを吸っている人の
減少

80.0%以上
吸っている人で禁煙に関心のあ
る人の増加

禁煙支援プログラムの提供

喫煙が及ぼす健康影響について
の充分な知識をもっている人の
増加

90.0%以上

項目
平成２１年度 （後期計画）

評価
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８ ） 健 康 診 査 ・ 事 後 指 導   

・  「 健 康 教 室 の 参 加 者 の 増 加 」 で は 、 減 少 し て い ま す 。   

・  「 健 康 診 査 受 診 率 の 増 加 」で は 、平 成 19年 度 ま で は 、基 本 健 康 診 査 の 受 診 率 で

し た が 、平 成 20年 度 以 降 は 特 定 健 診 と な り 、対 象 者 等 が 変 わ っ た た め 、比 較 す

る こ と が で き な く な り ま し た 。   

・  「 虚 血 性 心 疾 患 の 死 亡 率 の 減 少 」で は 、中 間 評 価 時 は 、85.0と 下 が っ て い た も

の の 、 最 終 評 価 時 に は 102.0と 高 く な っ て い ま す 。   

・  「 高 血 圧 の 要 医 療 者 の 割 合 の 減 少 」で 、判 定 基 準 が 変 わ っ た た め 正 確 な 比 較 と

は な り ま せ ん が 、 男 性 ・ 女 性 と も 増 加 し 、 目 標 達 成 で き て い ま せ ん 。  

  

 
＊平成 21 年度以降の健康診査受診率は、泉南市国民健康保険特定健診受診率  
  

平成１４年度 平成２４年度

策定時値 中間参考値 目標値 評価値

　開催回数 50回 40回 64回 20回 D

　延べ人数 795人 735人 1,280人 443人 D

22.7% 25.2% 30.0%以上 30.0% E

虚血性心疾患の死亡率の減少
SMR　大阪府（政令市除く）＝１00.0

男性　　 116.2 85.0 100.0以下 102.0 D

脳血管疾患の死亡率の減少
SMR　大阪府（政令市除く）＝１00.0

女性　　 131.0 90.9 100.0以下 99.7 A

男性　　 22.1% 8.9% 10.0%以下 32.8% E

女性　　 16.6% 7.0%   8.0%以下 30.6% E

- - 増加 - D

高血圧の要医療者の割合の減少

健康ボランティアの活動の増加

健康教室の参加者の増加

 
健康診査受診率の増加

項目
平成２１年度 （後期計画）

評価

第 2章 泉南市の現状と課題 

 
 

34 35



３．泉南市の健康づくりに関する現状と課題 

既 存 ・ 統 計 デ ー タ や 市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 、 グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー 等 調 査 、 庁 内 に

お け る 健 康 づ く り 計 画 関 連 事 業 調 査 等 の 結 果 を ふ ま え て 、 泉 南 市 の 健 康 づ く り に 関

す る 現 状 と 課 題 を 整 理 し ま し た 。  

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
１ ） 泉 南 市 の 地 域 特 性  

 

既  

存  

・  

統  

計  

デ  

｜  

タ  

よ  

り  

人 口 動 態  

・  高 齢 化 率 は 上 昇 傾 向 に あ り 、 平 成 22 年 10 月 1 日 現 在

で 大 阪 府 の 平 均 を 上 回 っ て い る 。  

・  出 生 数 は や や 減 少 傾 向 に あ り 、 出 生 率 も 近 年 、 下 降 傾 向 に

あ り 、 平 成 23 年 に は 全 国 ・ 大 阪 府 を 下 回 っ て い る 。  

死 亡 状 況  

・  死 因 に つ い て は「 悪 性 新 生 物 」が 最 も 多 く 、「 心 疾 患 」、「 肺

炎 」 が つ づ く （ 平 成 22 年 ）。  
・  標 準 化 死 亡 比 で 大 阪 府 の 水 準 と 比 較 す る と 、「 老 衰 」が 最 も

高 く「 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患（ COPD）」、「 く も 膜 下 出 血 」が つ

づ く （ 平 成 17 年 ～ 21 年 平 均 ）。  

平 均 寿 命  

健 康 寿 命  

・  平 均 寿 命 は 男 性 79.35 歳 、 女 性 84.37 歳 と な っ て お り 、

男 女 と も 大 阪 府 よ り も 短 く な っ て い る （ 平 成 22 年 ）。  
・  日 常 生 活 動 作 が 自 立 し て い な い 期 間 は 、 男 性 で は 全 国 、 大

阪 府 よ り も 長 く な っ て い る （ 平 成 22 年 ）。  

医 療 費  
・  疾 病 別 の 1 人 当 た り の 医 療 費 は 、 入 院 で は 「 新 生 物 」 が 最

も 高 く 、 外 来 で は 「 循 環 器 系 の 疾 患 」 が 最 も 高 く な っ て い

る 。  

特 定 健 診 ・  

が ん 検 診 結 果  

・  特 定 健 康 診 査 受 診 率 及 び 特 定 保 健 指 導 の 利 用 率 は 年 々 増 加

傾 向 に あ る 。  

・  メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 は 加 齢 と と も に 増 加 傾 向

に あ る 。  
・  高 血 圧 の 要 医 療 者 が 多 い 。  

・  が ん 検 診 及 び 特 定 健 康 診 査 の 受 診 率 が 低 い 。  

既 存 ・ 統 計   

デ ー タ  

乳 幼 児・学 齢 期 、

成 人 ア ン ケ ー ト

調 査 結 果  

グ ル ー プ  

イ ン タ ビ ュ ー 等

調 査 結 果  

庁 内 に お け る  
健 康 づ く り  

計 画 関 連 事 業 の
実 施 状 況 調 査  

１ ） 泉 南 市 の 地 域 特 性  2） 健 康 づ く り に 関 す る 現 状 と 課 題  
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２ ） 健 康 づ く り に 関 す る 現 状 と 課 題  

 

「 泉 南 市 食 に 関

す る ア ン ケ ー ト 」

お よ び  

「 泉 南 市 市 民 ア

ン ケ ー ト 」   

調 査 結 果 よ り  

資 料 編     

1 .  1）・ 2） 参 照  

・  男 女 と も  若 年 世 代 で 朝 食 欠 食 率 が 、 他 年 齢 層 よ り 高 い 。

・  男 女 と も 40 歳 以 上 で 肥 満 者 が 多 い 。  

・  起 床 時 に 疲 れ が 残 っ て い る 人 や 睡 眠 に よ る 休 養 を 十 分 に

と れ て い な い 人 等 ス ト レ ス を 感 じ て い る 人 が 多 い 。   

・  早 寝 ・ 早 起 き の 規 則 正 し い 生 活 リ ズ ム を 送 ら れ て い な い

小 ・ 中 学 生 が 多 い 。   

・  休 肝 日 を 週 2回 設 け て い な い 人 が 多 く 、 ま た 、 1回 の 飲 酒

量 が 多 い 。   

フ ォ ー カ ス  

グ ル ー プ  

イ ン タ ビ ュ ー  

結 果 よ り  

資 料 編  

1.  3） 参 照  

・  団 体 の 多 く は 自 主 的 に 活 動 、あ る い は 国 か ら の 補 助 金 等 を

活 用 し て 活 動 、 時 に は 国 の 要 請 の も と 活 動 を 行 っ て い た 。

・  団 体 の 活 動 エ リ ア は 、「 他 市 に お よ ぶ 」が 約 半 数 で あ っ た 。

・  活 動 内 容 の 広 報 や PR を 行 っ て い る 団 体 は 約 ７ 割 で あ っ

た 。   

・  団 体 と し て 活 動 を 行 う 上 で 有 意 義 で あ る こ と は「 人 と の つ

な が り を 大 切 に す る よ う に な る 」 が 最 も 多 か っ た 。   

・  各 団 体 の 共 通 す る 問 題 は 、構 成 員 が 高 齢 化 し 、世 代 交 代 を

望 む が 、そ の 人 材 が 育 成 で き ず 、地 域 活 動 の 維 持 が 危 惧 さ

れ て い る 点 で あ っ た 。ま た 、組 織 と し て 健 康 づ く り が 機 能

し 維 持 し て い る が 、効 果 や 評 価 に 関 し て は 、不 確 か な 部 分

が 多 い こ と が 挙 げ ら れ た 。   

・  健 康 づ く り 活 動 を 発 展 さ せ る た め に は 、行 政 が 情 報 発 信 者

と し て の 前 向 き な 姿 勢 を 示 し 、住 民 と 十 分 な 意 見 交 換 を 行

い 、協 働 し て 関 わ る 必 要 が あ る 。ま た 、市 の 健 康 づ く り に

お け る 目 標 を 中 長 期 的 に 設 定 し 、戦 略 を た て て 、市 民 に 計

画 を 明 確 に 示 す 必 要 が あ る と の 声 が 挙 げ ら れ た 。   

庁 内 に お け る  

健 康 づ く り 計 画

関 係 事 業 の 実 施

状 況 調 査 よ り  

資 料 編  

5.  参 照  

・  健 康 せ ん な ん ２ １ （ 第 ２ 次 計 画 ） の 分 野 別 取 り 組 み の 8分

野 に 関 し て 、庁 内 の 各 課 が 実 施 し て い る 事 業 に つ い て 調 査

を 実 施 し た 。 そ れ ぞ れ の 課 が 目 的 を も っ て 実 施 し て い る

が 、市 全 体 で み る と 、ど こ の 課 が ど の よ う な 事 業 を 実 施 し

て い る の か 把 握 で き て い な い 現 状 で あ っ た 。今 後 各 課 で 同

じ 分 野 で 取 り 組 み を 実 施 し て い る 場 合 は 情 報 交 換 を 行 い 、

連 携 し て よ り 質 の 高 い 事 業 を 効 率 的 に 実 施 し て い く 必 要

が あ る 。   
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１．計画の基本理念・基本方針 

１ ） 基 本 理 念  

 す べ て の 泉 南 市 民 が 共 に 支 え あ い 、ま ち 全 体 で 健 康 づ く り を 推 進 し 、生 涯 に わ

た っ て 健 康 な 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 取 り 組 み の 輪 を 広 げ て い く た め に 、以

下 の よ う な 基 本 理 念 を 設 定 し ま し た 。  

  

  「 す べ て の 市 民 が 共 に 支 え あ い 、 生 涯 に わ た っ て 健 康 な  

生 活 を お く れ る ま ち 」 を め ざ し ま す 。  

 
 

２ ） 基 本 方 針  

基 本 理 念 の 実 現 に 向 け 、よ り 多 く の 市 民 が 自 ら の 健 康 を 意 識 し 、生 活 習 慣 の 見

直 し や 改 善 に 取 り 組 め る よ う 関 係 機 関 と 連 携 し 、環 境 整 備 に 努 め 、健 康 づ く り を

支 援 し ま す 。  

そ こ で 泉 南 市 で は 、 以 下 の 5 つ を 基 本 方 針 と し ま し た 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

一 次 予 防 と 重 症 化 予 防  
基 本  

方 針 2 

多 様 な 実 施 主 体 と 協 働 の 健 康 づ く り  
基 本  

方 針 3 

健 康 増 進 支 援 の た め の 環 境 整 備  
基 本  

方 針 5 

分 野 別 の 健 康 づ く り と ラ イ フ ス テ ー ジ に あ わ せ た  

健 康 づ く り  

基 本  

方 針 4 

市 民 が 主 体  

 

基 本  

方 針 1 
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１ ． 市 民 が 主 体  

健 康 づ く り の 主 体 は「 市 民 」で す 。市 民 が 主 体 的 に 健 康 づ く り を 進 め ら れ る よ

う に 、 行 政 等 の 関 係 機 関 が 支 援 し ま す 。   

 

 

２ ． 一 次 予 防 と 重 症 化 予 防  

生 活 習 慣 病 を 予 防 す る た め に は 、若 い 頃 か ら 望 ま し い 生 活 習 慣 を 身 に つ け

る こ と が 大 切 で す 。健 診 等 で 病 気 を 早 期 発 見 す る だ け で な く 、生 活 習 慣 の 改 善

や 、日 常 的 な 健 康 づ く り 等 の 一 次 予 防 に 重 点 を お い た 健 康 づ く り を 推 進 し ま す 。 

ま た 、高 血 圧 や 糖 尿 病 の 合 併 症 予 防 、症 状 の 進 行 等 の 重 症 化 予 防 に 関 す る 対

策 も 推 進 し ま す 。  

 

 

３ ． 多 様 な 実 施 主 体 と 協 働 の 健 康 づ く り  

ま ち 全 体 で の 健 康 づ く り の 実 現 に は 、地 域 、各 種 団 体 、行 政 機 関 等 多 様 な 実 施

主 体 、 そ れ ぞ れ の 特 性 を 生 か し た 取 り 組 み が 必 要 と な り ま す 。  

ま た 、そ れ ら の 実 施 主 体 は 、健 康 づ く り 実 践 者 で あ る 市 民 と 協 働 で き る よ う 推

進 し ま す 。  

 
 
４ ． 分 野 別 の 健 康 づ く り と ラ イ フ ス テ ー ジ に あ わ せ た 健 康 づ く り  

 各 分 野 に 関 す る 取 り 組 み と と も に 、子 供 の 頃 か ら 健 康 づ く り に 必 要 な 知 識 や 生

活 習 慣 を 身 に つ け 、生 涯 を 通 じ て 健 康 的 に 過 ご せ る よ う 、子 供 か ら 高 齢 者 ま で 生

涯 を 通 じ 、 各 ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 健 康 づ く り を 推 進 し ま す 。  

 
 
５ ． 健 康 増 進 支 援 の た め の 環 境 整 備  

市 民 が 主 体 的 に 健 康 づ く り に 取 り 組 む た め に 、地 域 、各 種 団 体 に よ る 支 援 や 医

療 機 関 、職 域 等 の 関 係 機 関 が そ れ ぞ れ の 特 性 を 生 か し な が ら 連 携 し 、社 会 全 体 で

支 援 す る 体 制 づ く り を 進 め ま す 。  
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３ ） 重 点 的 に 取 り 組 む 内 容  

本 市 の 統 計 デ ー タ や 市 民 健 康 ア ン ケ ー ト 、 フ ォ ー カ ス グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー 、

庁 内 に お け る 健 康 づ く り 計 画 関 連 事 業 調 査 等 の 結 果 を 総 合 的 に 勘 案 し 、 特 に 重 点

的 に 取 り 組 む 内 容 を 以 下 の 2 つ に 設 定 し ま し た 。  

 
○ 高 血 圧 対 策  

高 血 圧 対 策 に お い て は 、栄 養 ・ 食 生 活（ 減 塩 、野 菜 ・ 果 物 の 摂 取 増 加 、肥 満

者 の 減 少 ）・ 運 動（ 1 日 の 歩 数 の 増 加 、運 動 習 慣 者 の 割 合 増 加 ）、飲 酒（ 多 量 飲

酒 を し て い る 者 の 減 少 ） 等 に 対 す る 対 策 が 重 要 と な り ま す 。   

そ こ で 、今 後 は 各 分 野 に お い て 、個 人 の 健 康 づ く り を 支 援 す る と と も に 、減

塩 へ の 取 り 組 み や 、 運 動 習 慣 の 定 着 化 を 推 進 し ま す 。  

さ ら に 、健 診 の 機 会 を 活 用 し 、高 血 圧 者 へ の 保 健 指 導 や 受 診 勧 奨 等 を 通 し て 、

早 期 発 見 や 早 期 治 療 を 推 進 し ま す 。  

 
○ が ん 対 策  

が ん 対 策 に お い て は 、「 喫 煙 」「 飲 酒 」「 身 体 活 動 」「 食 生 活 」「 が ん に 関 連 す

る ウ イ ル ス 」等 に 対 す る 対 策 が 重 要 と な り ま す 。ま た 、重 症 化 予 防 の 観 点 か ら

は 、「 定 期 的 な 検 診 に よ り 早 期 発 見 で き る 環 境 づ く り 」 を 推 進 す る こ と が 重 要

と な り ま す 。   

そ こ で 、今 後 は が ん の 発 症 予 防 や 重 症 化 予 防 、が ん に よ る 死 亡 率 の 減 少 を め

ざ し 、 各 種 検 診 受 診 率 の 向 上 、 受 診 し や す い 検 診 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。  

 

 

 

～  糖 尿 病 ・ メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 予 防  ～  

糖 尿 病 は 、進 行 す る と 網 膜 症・ 腎 症 ・神 経 障 害 等 の 合 併 症 を 引 き 起 こ し 、脳

血 管 疾 患 （ 脳 出 血 、 脳 梗 塞 等 ）、 虚 血 性 心 疾 患 （ 心 筋 梗 塞 、 狭 心 症 ） 等 の 発 症

を 促 進 し ま す 。  

内 臓 脂 肪 型 肥 満 に 動 脈 硬 化 の リ ス ク で あ る 、高 血 糖 、高 血 圧 、脂 質 異 常 が 重

複 し た 状 態 を「 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 」と い い 、放 置 す る と 糖 尿 病 等 の 生

活 習 慣 病 を 発 症 し 、脳 血 管 疾 患 、虚 血 性 心 疾 患 等 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 く な

り ま す 。  

そ の た め 、肥 満 を 予 防 す る た め の 健 康 的 な 生 活 習 慣 に 関 す る 知 識 の 普 及・啓

発 、健 康 診 査 ・保 健 指 導 の 充 実 等 を 図 り 、糖 尿 病 有 病 者・ 予 備 群 の 減 少 と メ タ

ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 該 当 者 ・ 予 備 群 の 減 少 に 努 め る こ と が 必 要 で す 。  
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４ ） 分 野 別 の 目 標 項 目 と 目 標 値  

１ ． 栄 養 ・ 食 生 活                 

 

２ ． 運 動 ・ 身 体 活 動         

 

３ ． 休 養 ・ こ こ ろ の 健 康 づ く り      

指  標  現 状 値  
目 標 値  

（平成 35 年度）

① 健 康 づ く り に 協 力 す る 飲 食 店 等 が 増 え る  67 店  100 店  

② 適 正 体 重 を 維 持 し て い る 人 の 割 合 が 増 え る  

（ 肥 満 者 の 減 少 ）  

40

 

64

歳  

男 性 ： 31.3% 22.0％  

女 性 ： 20.9% 15.0％  

③ 味 付 け を し た お か ず に 、し ょ う ゆ 、ソ ー ス ま た は

塩 等 を か け る 人 が 減 る  

男 性 ： 32.9％  16.5％  

女 性 ： 11.9％  6 .0％  

指  標  現 状 値  
目 標 値  

（平成 35 年度）

① 運 動 習 慣 を も つ 人 が 増 え る  
男 性 ： 47.2％  10.0％ 増  

女 性 ： 34.5％  10.0％ 増  

② 駅 や ビ ル で エ ス カ レ ー タ ー（ エ レ ベ ー タ ー ）よ り

階 段 を 多 く 利 用 す る 人 が 増 え る  
23.8％  32.8％  

③ 毎 日 60 分 以 上 、活 発 に 楽 し く 身 体 を 動 か し て い

る 子 供 が 増 え る  

小 学 生 ： 73.2％  80.0％  

中 学 生 ： 69.0％  80.0％  

指  標  現 状 値  
目 標 値  

（平成 35 年度）

① こ こ ろ の 健 康 教 室（ 精 神 疾 患 を テ ー マ と し た も の

だ け で は な い ） の 回 数 を 増 や す  

1 回  

（保健センター開催分） 
増 加  

9 回  

（ 他 課 開 催 分 ）  
増 加  

② ス ト レ ス を 感 じ て い る 人 が 減 る  55.4％  49.0％ 以 下  

③ 自 殺 者 が 減 る  
14 人 （平成 24 年） 

10 人（ 平成 25 年 9 月末） 
12 人  

④ 起 床 時 疲 れ を 感 じ る 人 が 減 る  41.3% 22.0％ 未 満  

⑤ 睡 眠 に よ る 休 養 を 十 分 に と れ て い な い 人 が 減 る  30.1％  20.0% 

⑥ 早 寝 ・ 早 起 き の 規 則 正 し い 生

活 リ ズ ム を 送 る 子 供 が 増 え る  

               

起 床 時 刻  

（ 午 前 7 時 ま で ）  

小 学 生 ： 45.2％  50.0％  

中 学 生 ： 51.6％  現 状 維 持  

就 寝 時 刻  

（ 午 後 1 2 時 以 降 ）

小 学 生 ： 3.2％  0 .0％  

中 学 生 ： 24.2％  現 状 維 持  

～ 
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４ ． 地 域 交 流              

 

５ ． 歯 と 口 腔 の 健 康          

 

６ ． ア ル コ ー ル            

 

 

 

指  標  現 状 値  
目 標 値  

（平成 35 年度）

① 自 分 と 地 域 の 人 た ち と の つ な が り が 強 い 方 だ

と 思 う 人 が 増 え る  
26.5％  増 加  

② ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 参 加 す る 人 が 増 え る  
5 グ ル ー プ  

（平成 25 年 11 月現 在  

 保健推進課関係分） 

増 加  

指  標  現 状 値  
目 標 値  

（平成 35 年度）

① 80 歳 で 20 本 以 上 の 歯 を 有 す る 人 が 増 え る  

70 歳 以 上 ： 20 本 以 上  

男 性 ： 46.7％  

女 性 ： 38.8％  

20.0％ 増  

② 幼 児 の 歯 み が き 教 室 の 参 加 者 が 増 え る  
受 診 率 ： 8.6% 

（ 平 成 24 年 度 ）  
増 加  

③ 3 歳 6 か 月 児 で う 歯 の な い 幼 児 が 増 え る  69.5％  85.0％  

④ 清 掃 補 助 用 具 を 使 用 す る 人 が 増 え る  43.3％  50.0％ 以 上  

⑤ 歯 み が き を す る 幼 児 が 増 え る  32.9％  50.0％  

指  標  現 状 値  
目 標 値  

（平成 35 年度）

① 妊 婦 の 飲 酒 が な く な る  調 査 中  0.0％  

② 休 肝 日 を 週 2 回 設 け て い る 人 が 増 え る  
男 性 ： 55.4％  増 加  

女 性 ： 86.8％  増 加  

③ 適 正 飲 酒 量 を 知 っ て い る 人 が 増 え る  

男 性 ： 58.6％  増 加  

女 性 ： 46.6％  増 加  
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７ ． た ば こ               

 

 

８ ． 健 康 診 査 と 健 康 管 理         

 

 

 

指  標  現 状 値  
目 標 値  

（平成 35 年度） 

① 妊 娠 中 の 喫 煙 が な く な る  5.0％  0 .0％  

② 喫 煙 者 が 減 る  
男 性 ： 33.8％  20.0％  

女 性 ： 9.7％  5 .0％  

③ 吸 っ て い る 人 で 禁 煙 に 関 心 の あ る 人 が  

増 え る  

男 性 ： 25.3％  増 加  

女 性 ： 30.9％  増 加  

④ 全 面 禁 煙 の 施 設 を 増 や す  現 在 27 施 設  増 加  

指  標  現 状 値  
目 標 値  

（平成 35 年度） 

① 血 糖 高 値 （ 空 腹 時 血 糖 値 ≧ 126 mg/d l、 随

時 血 糖 値 ≧ 200 mg/d l、 HbA1c（ NGSP）

≧ 6.5 %） の 者 の 割 合 が 減 る   

<服 薬 者 含 む > 

11.0% 

（ 平 成 24 年 度 ）  
現 状 維 持  

② 血 圧 高 値 （ 収 縮 期 血 圧 が 160mmHg 以 上 ま

た は 拡 張 期 血 圧 が 100mmHg 以 上 ） の 者 の

割 合 が 減 る  

<服 薬 者 含 む > 

7 .2% 

（ 平 成 24 年 度 ）  
5.0％（ 30.0％ 減 少 ）

③ 高 血 圧 の 要 医 療 者 が 減 る  
31.3% 

（ 平 成 24 年 度 ）  
26 .6％ （ 15 .0％ 減 少 ）

④ 虚 血 性 心 疾 患 の SMR が 減 る    
SMR 108.7 

（平成 17～21 年） 
減 少  

⑤ 脳 血 管 疾 患 の SMR が 減 る    
SMR 91.2 

（平成 17～21 年） 
減 少  

⑥ 健 康 教 室 に 参 加 す る 人 が 増 え る  
参 加 延 人 員 /727 人  

（ 平 成 24 年 度 ）  
増 加  
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指  標   現 状 値  
目 標 値  

（ 平 成 35 年 度 ）

⑦ メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 該 当 者 及 び 予

備 群 の 数 が 減 る  

1,025 人 （ 27.9%）

（ 平 成 24 年 度 ）  
20 .9％（ 25 .0％ 減 少 ）

⑧ 健 康 寿 命 （ 日 常 生 活 に 制 限 の な い 期 間 ） を

伸 ば す  

平 均 寿 命 （平成 22 年）

男 性 ： 79.35 歳  

女 性 ： 84.37 歳  

健 康 寿 命 （平成 22 年）

男 性 ： 77.65 歳  

女 性 ： 80.91 歳  

平 均 寿 命 の 増 加 分 を

上 回 る 健 康 寿 命 の  

増 加  

⑨ 脂 質 異 常 症（ 中 性 脂 肪 ≧ 150mg/dL ま た は

HDL＜ 40mg/dL ま た は LDL≧

120mg/dL） の 割 合 が 減 る  

<服 薬 者 含 む > 

34.8% 

（ 平 成 24 年 度 ）  
30.0％  

⑩ が ん 検 診 受 診 率 が 向 上 す る  

子 宮 頸 が ん ： 22.2％  

（ 平 成 24 年 度 ）  
35.0％  

大 腸 が ん ： 12.3％  

（ 平 成 24 年 度 ）  
30.0％  

胃 が ん ： 4.1％  

（ 平 成 24 年 度 ）  
21.5％  

肺 が ん ： 4.9％  

（ 平 成 24 年 度 ）  
28.3％  

乳 が ん ： 18.7％  

（ 平 成 24 年 度 ）  
40.0％  

⑪ 特 定 健 康 診 査 受 診 率 が 向 上 す る  
30.1％  

（ 平 成 24 年 度 ）  

60.0％  

（ 平 成 29 年 度 ）  
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５ ） 計 画 の 体 系  

ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 分 野 別 の 健 康 づ く り を 推 進 し 、泉 南 市 が 掲 げ る 基 本 理

念 の 実 現 を め ざ し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ． 栄 養 ・ 食 生 活  

① 正 し い 食 習 慣 を 身 に つ け 実 践 す る  

② 食 を 楽 し む  

③ 世 代 に 応 じ た 食 育 を 推 進 す る  

２ ． 運 動 ・ 身 体 活 動  

① 定 期 的 な 運 動 習 慣 を 身 に つ け る  

② 日 常 生 活 に お け る 歩 数 を 増 加 す る  

③ 積 極 的 に 外 出 す る  

３ ． 休 養 ・ こ こ ろ の 健 康  

づ く り  

① 自 殺 者 が 減 少 す る  

② 自 分 に あ っ た ス ト レ ス 対 処 法 を み つ け る  

③ 睡 眠 に よ る 休 養 を 十 分 に と る  

４ ． 地 域 交 流  
① 健 康 づ く り ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 の 活 性 化  

② 地 域 住 民 、 地 域 交 流 の 活 性 化  

５ ． 歯 と 口 腔 の 健 康  
① 子 供 の う 歯 が な く な る  

② 大 人 の 歯 周 病 を 予 防 す る  

６ ． ア ル コ ー ル  
① マ ナ ー を 守 っ て 楽 し く 適 正 飲 酒 す る  

② 妊 婦 や 未 成 年 の 飲 酒 を な く す  

7． た ば こ  

① 受 動 喫 煙 防 止 対 策 の 周 知  

② 妊 婦 や 未 成 年 の 喫 煙 を な く す  

③ た ば こ を 吸 っ て い る 人 の 減 少  

８ ． 健 康 診 査 と 健 康 管 理  

① が ん 検 診 の 受 診 率 向 上  

② 特 定 健 診 の 受 診 率 向 上  

③ 循 環 器 疾 患 に 関 す る 有 病 者・予 備 群 の 減 少 と 重 症

化 予 防  

 

妊 娠 期  

学 童 ・  

思 春 期  

（ 6～ 19 歳 ）

青 壮 年 期  

（ 20～ 44 歳 ）

中 年 期  

（ 45～ 64 歳 ）

高 齢 期  

（ 65 歳 以 上 ）

乳 幼 児 期  

（ ０ ～ ５ 歳 ）  

ラ イ フ ス テ ー ジ に あ わ せ た 健 康 づ く り ～ 生 涯 を 通 じ た 健 康 づ く り ～  

基 本 理 念 の 実 現  

～ 重 点 的 な 取 り 組 み ～  

○ 高 血 圧 対 策        ○ が ん 対 策  
・ 減塩への取り組み          ・ 受 診 率 の 向 上 

分 野 別 の 健 康 づ く り  

・ 運動習慣の定着化を図る          ・受診しやすい検診体制 

 

第 3章 計画の基本理念・基本方針 
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５ ） 計 画 の 体 系  

ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 分 野 別 の 健 康 づ く り を 推 進 し 、泉 南 市 が 掲 げ る 基 本 理

念 の 実 現 を め ざ し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ． 栄 養 ・ 食 生 活  

① 正 し い 食 習 慣 を 身 に つ け 実 践 す る  

② 食 を 楽 し む  

③ 世 代 に 応 じ た 食 育 を 推 進 す る  

２ ． 運 動 ・ 身 体 活 動  

① 定 期 的 な 運 動 習 慣 を 身 に つ け る  

② 日 常 生 活 に お け る 歩 数 を 増 加 す る  

③ 積 極 的 に 外 出 す る  

３ ． 休 養 ・ こ こ ろ の 健 康  

づ く り  

① 自 殺 者 が 減 少 す る  

② 自 分 に あ っ た ス ト レ ス 対 処 法 を み つ け る  

③ 睡 眠 に よ る 休 養 を 十 分 に と る  

４ ． 地 域 交 流  
① 健 康 づ く り ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 の 活 性 化  

② 地 域 住 民 、 地 域 交 流 の 活 性 化  

５ ． 歯 と 口 腔 の 健 康  
① 子 供 の う 歯 が な く な る  

② 大 人 の 歯 周 病 を 予 防 す る  

６ ． ア ル コ ー ル  
① マ ナ ー を 守 っ て 楽 し く 適 正 飲 酒 す る  

② 妊 婦 や 未 成 年 の 飲 酒 を な く す  

7． た ば こ  

① 受 動 喫 煙 防 止 対 策 の 周 知  

② 妊 婦 や 未 成 年 の 喫 煙 を な く す  

③ た ば こ を 吸 っ て い る 人 の 減 少  

８ ． 健 康 診 査 と 健 康 管 理  

① が ん 検 診 の 受 診 率 向 上  

② 特 定 健 診 の 受 診 率 向 上  

③ 循 環 器 疾 患 に 関 す る 有 病 者・予 備 群 の 減 少 と 重 症

化 予 防  

 

妊 娠 期  

学 童 ・  

思 春 期  

（ 6～ 19 歳 ）

青 壮 年 期  

（ 20～ 44 歳 ）

中 年 期  

（ 45～ 64 歳 ）

高 齢 期  

（ 65 歳 以 上 ）

乳 幼 児 期  

（ ０ ～ ５ 歳 ）  

ラ イ フ ス テ ー ジ に あ わ せ た 健 康 づ く り ～ 生 涯 を 通 じ た 健 康 づ く り ～  

基 本 理 念 の 実 現  

～ 重 点 的 な 取 り 組 み ～  

○ 高 血 圧 対 策        ○ が ん 対 策  
・ 減塩への取り組み          ・ 受 診 率 の 向 上 

分 野 別 の 健 康 づ く り  

・ 運動習慣の定着化を図る          ・受診しやすい検診体制 

 

第 3章 計画の基本理念・基本方針 

 

 
 

第 3章 計画の基本理念・基本方針 

 

43 
 

 
 
 
第４章  計画の内容
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～次のページから健康づくりの  

   計画内容についてご案内します～  

第 4章 計画の内容 
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第 4章 計画の内容 

 

44 
 

【分野別・ライフステージ別の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取り組みの柱

●運動に関する情報提供や知識の普及・啓発

●自分にあった運動習慣が身につくきっかけづくり

●こころの健康に関する情報提供や知識の普及・啓発

●気軽に相談できる体制整備

●適正飲酒量に関する情報提供や知識の普及・啓発

●妊婦及び未成年者の飲酒防止

●禁煙の推進

●受動喫煙の防止

●たばこの害に関する情報提供や知識の普及・啓発

●禁煙支援プログラムの提供

●若い世代への受診勧奨の工夫

●受診率アップの工夫

健康診査と
健康管理

●妊婦健診の定期的な
   受診

●乳幼児健診の実施

アルコール
●妊婦の飲酒防止に関
   する知識の普及啓発

たばこ

●パパママ教室におい
   て、喫煙・受動喫煙防
   止に関する知識の普
   及啓発

●子どもをたばこの害か
    ら守る等受動喫煙防
    止対策

歯と口腔の
健康

●8020運動を推進し、歯と健康に関する情報提供や
　知識の普及・啓発

●パパママ教室におい
   て、歯みがき指導や歯
   科検診の実施

地域交流
●各種団体・各地区の活動や催しを紹介し、交流の場
　や機会の提供に努め、絆を深める

●保育所・幼稚園と 連携した親子料理教室の実施
　やおやつを中心とした味覚体験イベントの実施

運動・
身体活動

●リラックス、安産を目的
   としたマタニティヨガ等
   の紹介

分
野
別
の
取
り
組
み

栄養・
食生活

●栄養・食生活に関する情報提供や知識の普及・啓発

●栄養講義の実施等、
   妊娠期における正しい
   食習慣が身につくよう
   支援 ●食生活､歯みがき､運

   動等健康づくりの基本
   となる望ましい生活習
   慣が身につくよう支援

休養・ここ
ろの健康づ

くり

●パパママ教室の実施
   等、出産育児にのぞむ
   ためのこころの準備を
   支援

●悩みやストレスを感じ
   る子どもへの相談等、
   こころの健康（メンタル
   ヘルス）対策の充実

（0～5歳）
妊娠期 乳幼児期

  る子供への相談等、

子供をたばこの害か

【分野別・ライフステージ別の取り組み】 

 

  
取り組みの柱

●運動に関する情報提供や知識の普及・啓発

●自分にあった運動習慣が身につくきっかけづくり

●こころの健康に関する情報提供や知識の普及・啓発

●気軽に相談できる体制整備

●適正飲酒量に関する情報提供や知識の普及・啓発

●妊婦と未成年の飲酒防止

●禁煙の推進

●受動喫煙の防止

●たばこの害に関する情報提供や知識の普及・啓発

●禁煙支援プログラムの提供

●若い世代への受診勧奨の工夫

●受診率アップの工夫

健康診査と
健康管理

●妊婦健診の定期的な
   受診

●乳幼児健診の実施

アルコール
●妊婦の飲酒防止に関
   する知識の普及啓発

たばこ

●パパママ教室におい
   て、喫煙・受動喫煙防
   止に関する知識の普
   及啓発

●子供をたばこの害か
   ら守る等受動喫煙防
   止対策

歯と口腔の
健康

●8020運動を推進し、歯と健康に関する情報提供や
　知識の普及・啓発

●パパママ教室におい
   て、歯みがき指導や歯
   科健診の実施

地域交流
●各種団体・各地区の活動や催しを紹介し、交流の場
　や機会の提供に努め絆を深める

●保育所・幼稚園と連携した親子料理教室の実施や
　 おやつを中心とした味覚体験イベントの実施

運動・
身体活動

●リラックス、安産を目的
   としたマタニティヨガ等
   の紹介

分
野
別
の
取
り
組
み

栄養・
食生活

●栄養・食生活に関する情報提供や知識の普及・啓発

●栄養講義の実施等、
   妊娠期における正しい
   食習慣が身につくよう
   支援 ●食生活､歯みがき､運

   動等健康づくりの基本
   となる望ましい生活習
   慣が身につくよう支援

休養・ここ
ろの健康
づくり

●パパママ教室の実施
   等、出産育児にのぞむ
   ためのこころの準備を
   支援

●悩みやストレスを感じ
   る子供への相談等、
   こころの健康（メンタル
   ヘルス）対策の充実

妊娠期
乳幼児期
(0～５歳）
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ライフステージ別の取り組み

●健診に関する情報提
   供受診しやすい環境
   整備

●禁煙に関する情報の
   提供等禁煙を希望す
   る人への支援

●思春期教育の実施
   等、自分の健康に関
   心をもつよう支援

●生活習慣病､がんに
   関する知識の普及啓
   発や情報提供
●がん検診の環境整備

●がん検診や特定健診
   の知識の普及啓発や
   受診勧奨､受診しやす
   い健診の環境整備

●加齢に伴う口腔機能
   の低下に関する知識
   やセルフケア方法等の
   普及啓発

●未成年者の飲酒防
   止・薬物乱用に関す
   る知識の普及啓発

●喫煙や多量飲酒によ
   る健康への影響に関
   する知識の普及啓発

●アルコール依存や多量
　飲酒についての相談体
　制の充実

●未成年者の喫煙・受
   動喫煙防止に関する
   知識の普及啓発

●定期検診やフッ素塗
   布、ブラッシング指導
   等、歯の健康に関する
   事業の実施

●成人歯科健診等を通じた自身の口腔内の状態を
   知る機会の提供

●ストレスやうつ病に関する正しい知識の普及啓発､
   専門医療機関や相談窓口の情報提供

●食育を通した地域との
   交流や減塩キャンペー
   ン等を通した地域との
   交流の場の提供

●公民館等と連携し、定
　年後の学べる場の提供
●ボランティア・婦人会
   地区組織の育成

●朝食の大切さや野菜
   摂取の増加、栄養成
   分表示の見方等、バ
   ランスのよい食事をと
   るための知識の普及
   啓発

●自分に合ったエネル
   ギー量･栄養バランス
   のとれた食事等､食や
   栄養に関する知識の
   普及啓発

●栄養バランスを考え、
　低栄養を予防するため
　の知識の普及啓発

●学校と連携したイベント
   等を企画し、戸外で遊
   び、身体を動かす習慣
　が身につくよう支援

●身体を動かすことを楽
　 しめる場の提供等、自
   分にあった身体活動
　等の習慣化を図れるよ
　う支援

●日常生活の中でできる
   運動の方法等、生活
   状況に合った身体活
   動を支援

●ロコモ予防体操等、身
　体状態に合った運動の
　方法や継続できる場の
　提供等の支援

●朝食摂取、共食の大
   切さ等､食に関する知
   識の普及啓発

●早寝・早起き等規則正
    しい生活習慣が身に
    つくよう支援

（6～19歳） （20～44歳） （45～64歳） （65歳以上）
学童・思春期 青壮年期 中年期 高齢期

 

ライフステージ別の取り組み

●健診に関する情報提
   供や受診しやすい環
　 境整備

●禁煙に関する情報の
   提供等禁煙を希望す
   る人への支援

●思春期教育の実施
   等、自分の健康に関
   心をもつよう支援

●生活習慣病､がんに
   関する知識の普及啓
   発や情報提供
●がん検診の環境整備

●がん検診や特定健診
   の知識の普及啓発や
   受診勧奨､受診しやす
   い健診の環境整備

●加齢に伴う口腔機能
   の低下に関する知識
   やセルフケア方法等
   の普及啓発

●未成年者の飲酒防
   止・薬物乱用に関す
   る知識の普及啓発

●喫煙や多量飲酒によ
   る健康への影響に関
   する知識の普及啓発

●アルコール依存や多
   量飲酒についての相
   談体制の充実

●未成年者の喫煙・受
   動喫煙防止に関する
   知識の普及啓発

●定期検診やフッ素塗
   布、ブラッシング指導
   等、歯の健康に関する
   事業の実施

●成人歯科健診等を通じた自身の口腔内の状態を
   知る機会の提供

●ストレスやうつ病に関する正しい知識の普及啓発､
   専門医療機関や相談窓口の情報提供

●食育を通した地域との
   交流や減塩キャンペー
   ン等を通した地域との
   交流の場の提供

●公民館等と連携し、定
　 年後の学べる場の提供
●ボランティア・婦人会地
   区組織の育成

●朝食の大切さや野菜
   摂取の増加、栄養成
   分表示の見方等、バ
   ランスのよい食事をと
   るための知識の普及
   啓発

●自分に合ったエネル
   ギー量･栄養バランス
   のとれた食事等､食や
   栄養に関する知識の
   普及啓発

●栄養バランスを考え、
　 低栄養を予防するた
   めの知識の普及啓発

●学校と連携したイベント
   等を企画し、戸外で遊
   び、身体を動かす習慣
　 が身につくよう支援

●身体を動かすことを楽
　 しめる場の提供等、自
   分にあった身体活動
　 等の習慣化を図れるよ
　 う支援

●日常生活の中でできる
   運動の方法等、生活
   状況に合った身体活
   動を支援

●ロコモ予防体操等、身
　体状態に合った運動の
　方法や継続できる場の
　提供等の支援

●朝食摂取、共食の大
   切さ等､食に関する知
   識の普及啓発

●早寝・早起き等規則
　 正しい生活習慣が身
   につくよう支援

学童・思春期
(6～19歳）

青壮年期
（20～44歳）

中年期
（45～64歳）

高齢期
（65歳以上）
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１．栄養・食生活 

栄 養・食 生 活 は 、生 活 習 慣 病 の 予 防 の ほ か 、社 会 生 活 機 能 の 維 持 及 び 向 上 並 び

に 生 活 の 質 の 観 点 か ら 重 要 で す 。 自 分 の 適 正 体 重 や 1 日 に 必 要 な 野 菜 摂 取 量 等

栄 養 に 関 す る 知 識 を も ち 、正 し い 食 習 慣 を 身 に つ け る こ と が 大 切 で あ る こ と か ら 、

栄 養 ・ 食 生 活 に 関 す る 知 識 の 普 及 ・ 啓 発 を 行 い ま す 。  

 

 

 

目 標  
取 り 組 み 方 策  

市 民  

① 正 し い 食 習 慣 を 身 に つ け 実 践 す る  

 健 康 を 保 つ た め 、バ ラ ン ス の 良 い 食 生 活 を

心 が け ま し ょ う  

 油 の 多 い 食 品 を ひ か え ま し ょ う  

 塩 分 を ひ か え 、 う す 味 を 心 が け ま し ょ う

 新 鮮 な 野 菜 や 果 実 を 十 分 と り ま し ょ う  

 主 食 、 主 菜 、 副 菜 を 3 つ そ ろ え て 食 べ ま

し ょ う  

 健 康 づ く り 協 力 店 で の 外 食 や 栄 養 成 分 表

示 を 確 認 し 、 食 品 を 選 び ま し ょ う  

 地 産 地 消 （ 地 域 で 生 産 し た 旬 の 野 菜 ） の

食 物 を 選 び ま し ょ う  

 規 則 正 し い 食 事 を し ま し ょ う  

 欠 食 を な く し 、 3 食 規 則 正 し く と り ま し

ょ う  

 夜 食 、 間 食 は と り す ぎ な い よ う に し ま し

ょ う  

 適 正 体 重 を 保 つ た め の 食 事 を 心 が け ま し

ょ う  

 自 分 の 適 正 体 重 を 理 解 し 、 定 期 的 に 体 重

測 定 を 実 施 し ま し ょ う  

 適 正 体 重 を コ ン ト ロ ー ル で き る 食 事 量 を

理 解 し 、 実 践 し ま し ょ う  

 食 の 健 康 教 室 等 の 研 修 会 に 積 極 的 に 参 加

し 、食 品 や 栄 養（ う す 味 の 料 理 法 や 生 活 習

慣 病 予 防 の 食 事 ） に つ い て 学 び ま し ょ う  

52 53



第 4章 計画の内容 

 

47 
 

 

 

  

取 り 組 み 方 策  

関 係 機 関 ・ 団 体  行 政  

地 域 を 拠 点 に 活 動 す る 団 体  

食 生 活 改 善 推 進 員  

 バ ラ ン ス 食 の 普 及 と 食 の ボ ラ ン テ ィ ア

活 動 を 継 続 し て 実 施 し ま す  

 高 齢 者 に 対 し て バ ラ ン ス 食 に つ い て 普

及 ・ 啓 発 を し ま す  

 

保 育 所 や 学 校 等 の 教 育 機 関  

 食 に 関 す る 全 体 計 画 を 策 定 し 、栄 養 教 諭

等 と 連 携 し 、計 画 的 に 食 育 指 導 を 実 施 し

ま す  

 子 供 や 保 護 者 に 対 し て 正 し い 食 生 活 に

つ い て 普 及 ・ 啓 発 を し ま す  

 栄 養 ・ 食 生 活 に 関 す る 知 識 の 普 及 ・ 啓 発 を

行 い ま す  

 栄 養 相 談 や 健 康 教 室 を 開 催 し 、 バ ラ ン ス

の 良 い 食 事 の 摂 取 や 正 し い 食 習 慣 に 伴 う

体 重 の コ ン ト ロ ー ル の 必 要 性 に つ い て 普

及 ・ 啓 発 を 行 い ま す  

 パ パ マ マ 教 室 、 乳 幼 児 健 診 等 で 、 妊 娠 中

や 幼 少 期 か ら の 正 し い 食 習 慣 を 身 に つ け

る 必 要 性 の 普 及 ・ 啓 発 を し ま す  

 食 生 活 改 善 推 進 員 等 に 関 す る ボ ラ ン テ ィ

ア 団 体 の 育 成 を 継 続 し 、連 携 し て 啓 発 事 業

を 推 進 し ま す  

 適 切 な 食 を 提 供 す る た め の 環 境 整 備 を 実

施 し ま す  

 「 う ち の お 店 も 健 康 づ く り 応 援 団 の 店 」

を 増 や し 、 健 康 づ く り を 応 援 す る 店 に つ

い て の 情 報 を 提 供 し ま す  

 保 育 所 や 幼 稚 園 ・ 学 校 等 の 教 育 機 関 、 家

庭・地 域 が 一 体 と な っ た 食 の 取 り 組 み を 推

進 し ま す  

52 53



第 4章 計画の内容 

 

48 
 

 

  

主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 と は ？  

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

目 標  
取 り 組 み 方 策  

市 民  

② 食 を 楽 し む  

 家 族 や 仲 間 と 楽 し く 食 事 を し ま し ょ う  

 家 族 で 食 事（ 共 食 ）を す る よ う 努 め ま し ょ

う  

 食 事 を よ く か み 、ゆ っ く り 味 わ い ま し ょ う

 親 子 で ク ッ キ ン グ を す る 機 会 を も う け ま

し ょ う  

 地 場 産 物 を 活 用 し た 、郷 土 料 理 を 食 べ ま し

ょ う  

③ 世 代 に 応 じ た 食 育 を 推 進 す る  

 泉 南 市 食 育 推 進 計 画 に 基 づ き 、地 域・行 政

が 一 体 と な っ て 、効 果 的・総 合 的 な 食 育 を

推 進 し ま し ょ う  

副 菜 と は 、 野 菜 、 い

も 、 き の こ 、 海 そ う

等 を 主 材 料 と す る 料

理 の こ と 。  

主 食 と は 、 ご は ん 、

パ ン 、麺 類 等 を 主 材

料 と す る 料 理 の こ

と 。  

主 菜 と は 、 魚 、 肉 、 卵 、

大 豆 や 大 豆 製 品 等 を 主 材

料 と す る 料 理 の こ と 。   料 と す る 料 理 の こ と 。   
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主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 を そ ろ え て  

バ ラ ン ス 良 く 食 べ ま し ょ う 。  

  

取 り 組 み 方 策  

関 係 機 関 ・ 団 体  行 政  

地 域 を 拠 点 に 活 動 す る 団 体  

食 生 活 改 善 推 進 員  

 食 の 楽 し さ に つ い て 、地 域 で の 活 動 を 通

じ て 普 及 し ま す  

 関 係 機 関 と 連 携 し 、食 の 楽 し さ に つ い て 啓

発 し ま す  

 食 中 毒 や 食 品 の 放 射 性 物 質 等 の 食 の 安

全 ・ 安 心 に つ い て 普 及 ・ 啓 発 を し ま す  

 泉 南 市 食 育 推 進 計 画 に 基 づ き 、 地 域 ・ 行 政 が 一 体 と な っ て 、 効 果 的 ・ 総 合 的 な 食 育 を

推 進 し ま す  

☆ 乳 幼 児 健 診 時 の 栄 養 指 導 ☆  
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主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 を そ ろ え て  

バ ラ ン ス 良 く 食 べ ま し ょ う 。  

  

取 り 組 み 方 策  

関 係 機 関 ・ 団 体  行 政  

地 域 を 拠 点 に 活 動 す る 団 体  

食 生 活 改 善 推 進 員  

 食 の 楽 し さ に つ い て 、地 域 で の 活 動 を 通

じ て 普 及 し ま す  

 関 係 機 関 と 連 携 し 、食 の 楽 し さ に つ い て 啓

発 し ま す  

 食 中 毒 や 食 品 の 放 射 性 物 質 等 の 食 の 安

全 ・ 安 心 に つ い て 普 及 ・ 啓 発 を し ま す  

 泉 南 市 食 育 推 進 計 画 に 基 づ き 、 地 域 ・ 行 政 が 一 体 と な っ て 、 効 果 的 ・ 総 合 的 な 食 育 を

推 進 し ま す  

☆ 乳 幼 児 健 診 時 の 栄 養 指 導 ☆  
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【ライフステージ別の行動目標】 

取 り 組 み の 柱  

栄 養 ・ 食 生 活 に 関 す る 情 報 提 供 や 知 識 の 普 及 ・ 啓 発  

  

ラ イ フ  

ス テ ー ジ  
行 動 目 標  

全 て の 年 代  
● 栄 養 に 関 す る 知 識 を も ち 、 正 し い 食 習 慣 を 身 に つ け ま し ょ  

 う  

妊 娠 期  

● 妊 娠 期（ 妊 産 婦 の 食 生 活 指 針 ）に お け る 正 し い 食 習 慣 を 身 に

つ け ま し ょ う  

● 食 事 を 抜 い た り 、 特 定 の 食 品 に 偏 ら な い よ う に し ま し ょ う  

乳 幼 児 期  

（ 0～ 5 歳 ）  

● 「 寝 る 」「 遊 ぶ 」「 食 べ る 」 の 生 活 リ ズ ム を 大 切 に し 、 お な

か が す く リ ズ ム を つ く り ま し ょ う  

● 家 族 そ ろ っ て 食 べ ま し ょ う  

学 童 ・ 思 春 期  

（ 6～ 19 歳 ）  

● 親 子 で 「 早 寝 ・ 早 起 き ・ 朝 ご は ん 」 を 心 が け 、 生 活 リ ズ ム を

整 え ま し ょ う  

● 食 事 づ く り や 共 食 を 通 じ 、 楽 し い 食 卓 に し ま し ょ う  

● 食 事 の 際 、 あ い さ つ を し ま し ょ う  

青 壮 年 期  

（ 20～ 39 歳 ）  

● 朝 食 を と り ま し ょ う  

● 野 菜 を た っ ぷ り と り ま し ょ う  

● 買 い 物 や 外 食 の 際 に は 、 栄 養 成 分 表 示 を み て 選 び ま し ょ う  

● 無 理 な ダ イ エ ッ ト は ひ か え ま し ょ う  

中 年 期  

（ 40～ 64 歳 ）  

● 自 分 の 適 正 体 重 を 知 り 、 維 持 し ま し ょ う  

● 栄 養 バ ラ ン ス と 量 を 考 え て 食 べ ま し ょ う  

● 夜 食 は と り す ぎ な い よ う に し ま し ょ う  

高 齢 期  

（ 65 歳 以 上 ）  

● 栄 養 バ ラ ン ス を 考 え 、 低 栄 養 を 予 防 し ま し ょ う  

● 飲 み こ み 困 難 や む せ を 予 防 し 、 口 腔 の 機 能 を 高 め ま し ょ う  

※ 泉 南 市 お 役 立 ち 情 報 ※  

● 妊 娠 届 出 時 に 妊 娠 期 の 食 生 活 に つ い て の 情 報 提 供 を 行 っ て い ま す 。  

● 食 生 活 改 善 推 進 員 の 養 成 講 座 を 実 施 し て い ま す 。  

● 離 乳 食 講 習 会 ・ は じ め て の マ マ サ ロ ン （ 栄 養 相 談 ）・ 乳 幼 児 健 診 ・  

パ パ マ マ 教 室 等 を 保 健 セ ン タ ー （ 482 ｰ 7615） で 実 施 し て い ま す 。  

栄 養 相 談 を 希 望 す る 人 に 、 栄 養 士 が 応 じ て い ま す （ 予 約 制 ）。  

詳 し く は 毎 月 の 広 報 せ ん な ん や ホ ー ム ペ ー ジ を ご 確 認 く だ さ い 。  
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指  標  現 状 値  
目 標 値  

（ 平 成 35 年 度 ）

 

① 健 康 づ く り に 協 力 す る 飲 食 店 等 が 増 え る  

 

67 店  100 店  

② 適 正 体 重 を 維 持 し て い る 人 の 割 合 が 増 え る  

（ 肥 満 者 の 減 少 ）  

40
～

64
歳 

男 性 ： 31.3% 22.0％  

女 性 ： 20.9％  15.0％  

③ 味 付 け を し た お か ず に 、し ょ う ゆ 、ソ ー ス ま

た は 塩 等 を か け る 人 が 減 る  

男 性 ： 32.9％  16.5％  

女 性 ： 11.9％  6.0％  

【取り組みの達成指標】

☆ 離 乳 食 講 習 会 ☆  
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２．運動・身体活動 

運 動・身 体 活 動 は 、生 活 習 慣 病 の 予 防 の ほ か 、社 会 生 活 機 能 の 維 持 及 び 向 上 並

び に 生 活 の 質 の 観 点 か ら 重 要 で す 。日 常 的 に 身 体 を 動 か す こ と の 重 要 性 や そ の 効

果 を 認 識 し て も ら う た め 、運 動・身 体 活 動 に 関 す る 知 識 の 普 及・啓 発 を 行 い ま す 。  

高 齢 者 に お い て は 、歩 行 等 の 日 常 生 活 で の 身 体 活 動 は 、寝 た き り の リ ス ク を 減

少 さ せ 、心 身 の 老 化 を 予 防 す る 効 果 が あ り 、歩 行 機 能 の 維 持 向 上 は 健 康 寿 命 を 延

伸 す る た め に 重 要 で す 。  

目 標  
取 り 組 み 方 策  

市 民  

①  定 期 的 な 運 動 習 慣 を 身 に つ け る  

 運動の効果や必要性について理解しましょう

 自 分 に あ っ た 楽 し め る 運 動 を み つ け て 、定

期 的 に 運 動 し ま し ょ う  

 1 日 30 分 以 上 の 軽 く 汗 を か く 運 動 を 週 2

日 以 上 、 1 年 以 上 続 け ま し ょ う  

 教 室 等 で 励 ま し あ え る 仲 間 を つ く り 、一 緒

に 楽 し く 運 動 し ま し ょ う  

 テ レ ビ ゲ ー ム は ひ か え 、戸 外 で 身 体 を 使 っ

た 遊 び を し 、 生 活 リ ズ ム を 整 え ま し ょ う  

 ス ポ ー ツ 行 事 や 地 域 で の イ ベ ン ト に 積 極

的 に 参 加 し ま し ょ う  

 家 事 に 積 極 的 に 取 り 組 み 、こ ま め に 身 体 を

動 か し ま し ょ う  

② 日 常 生 活 に お け る 歩 数 を 増 加 す る  

 あ と 10 分 （ 約 1,000 歩 ） 多 め に 歩 き ま

し ょ う  

 駅 や ビ ル で は 、エ ス カ レ ー タ ー よ り 階 段 等

を 利 用 し ま し ょ う  

 近 い と こ ろ へ は 車 の 代 わ り に 、自 転 車 を 利

用 し た り 、 歩 い た り し ま し ょ う       

 歩 数 計 を 活 用 し ま し ょ う  

③ 積 極 的 に 外 出 す る  

 高 齢 者 は 、意 識 的 に 身 体 を 動 か し 、閉 じ こ

も り に よ る 体 力 低 下 を 防 ぎ ま し ょ う  

 地 域 活 動 や 趣 味 活 動 、ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 等

に 積 極 的 に 参 加 し て 、さ ら に 外 出 の 機 会 を

増 や し ま し ょ う  
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～  ロ コ モ テ ィ ブ シ ン ド ロ ー ム （ ロ コ モ 、 運 動 器 症 候 群 ） と は ？  ～  

運 動 器 の 障 害 （ 変 形 性 関 節 症 や 脊 柱 管 狭 窄 症 、 筋 力 低 下 等 ） に よ っ て 、 「 要 介 護 に
な る 」 リ ス ク の 高 い 状 態 に な る こ と で す 。   

ロ コ モ テ ィ ブ シ ン ド ロ ー ム は 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム や 認 知 症 と 並 び 「 寝 た き
り や 要 介 護 状 態 」 の 要 因 の ひ と つ に な っ て い ま す 。 自 分 の 状 態 を よ く 知 っ て 、 日 頃 か
ら 運 動 の 実 践 や 食 生 活 の 改 善 を 心 が け 、 予 防 に 努 め ま し ょ う 。   

  取 り 組 み 方 策  

関 係 機 関 ・ 団 体  行 政  

地 域 を 拠 点 に 活 動 す る 団 体  

 健 康 講 座 等 の イ ベ ン ト に 参 加

し 、 行 政 と 協 働 で 健 康 づ く り を

盛 り 上 げ ま す  

 

保 育 所 や 学 校 等 の 教 育 機 関  

 運 動 を す る こ と は 、 生 活 習 慣 病

の 予 防 に 効 果 が あ る こ と 等 を 、

保 健 だ よ り 等 を 活 用 し 積 極 的 に

周 知 し ま す  

 子 供 の ク ラ ブ 活 動 （ 運 動 ） へ の

参 加 を 推 進 し ま す  

 運 動 ・ 身 体 活 動 に 関 す る 知 識 の 普 及 ・ 啓 発 を し ま

す  

 健 康 教 室 や 健 康 相 談 等 を 通 じ て 身 体 を 動 か す こ と

の 大 切 さ 、 楽 し さ を 普 及 ・ 啓 発 し ま す  

 ア ク テ ィ ブ ガ イ ド （ 健 康 づ く り の た め の 身 体 活 動

指 針 ） を 活 用 し 、 普 及 ・ 啓 発 を し ま す  

 運 動 に 関 す る ボ ラ ン テ ィ ア リ ー ダ ー 養 成 及 び 自 主

グ ル ー プ の 育 成 に 努 め ま す  

 教 室 を 開 催 し 、 運 動 習 慣 の き っ か け づ く り を 提 供

し ま す  

 楽 し い 運 動 メ ニ ュ ー （ ロ コ モ テ ィ ブ シ ン ド ロ ー ム

予 防 体 操 等 ） や ウ ォ ー キ ン グ マ ッ プ の 紹 介 を し ま

す  

 運 動 に 取 り 組 む 自 主 グ ル ー プ の 実 態 把 握 に 努 め 、

情 報 提 供 し ま す  

 安 心 ・ 安 全 に 運 動 が で き る 環 境 づ く り  

 公 園 で の ス ポ ー ツ 、 歩 道 で の ウ ォ ー キ ン グ 等 、 身

近 で 身 体 を 動 か せ る 場 所 の 整 備 に 努 め ま す  

 保 育 所 や 幼 稚 園 ・ 学 校 等 の 教 育 施 設 が 一 体 と な っ

た 運 動 の 取 り 組 み を 推 進 し ま す  

 庁 内 で 連 携 し 、 類 似 し た 取 り 組 み を 共 同 で 開 催 で

き る よ う に 検 討 し ま す  

地 域 を 拠 点 に 活 動 す る 団 体  

 地 域 行 事 に は 、 家 族 や 近 所 の 高

齢 者 を 誘 っ て 参 加 し ま す  

 

保 育 所 や 学 校 等 の 教 育 機 関  

 地 域 や 学 校 行 事 で 、 高 齢 者 等 の

社 会 参 加 や 趣 味 活 動 を 行 い ま す  

 高 齢 者 の 閉 じ こ も り 予 防 等 を 目 的 に 簡 単 な 体 操 、

指 体 操 等 の 脳 力 ト レ ー ニ ン グ を 実 施 し 、 介 護 予 防

教 室 を 開 催 し ま す  

 介 護 が 必 要 と な る 危 険 性 の 高 い 「 ロ コ モ テ ィ ブ シ

ン ド ロ ー ム 」 に つ い て 周 知 し 、 そ の 予 防 運 動 の 普

及 に 努 め ま す  
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【ライフステージ別の行動目標】 

取 り 組 み の 柱  

・ 運 動 に 関 す る 情 報 提 供 や 知 識 の 普 及 ・ 啓 発  

・ 自 分 に あ っ た 運 動 習 慣 が 身 に つ く き っ か け づ く り  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラ イ フ  

ス テ ー ジ  
行 動 目 標  

全 て の 年 代  ● 自 分 に あ っ た 運 動 習 慣 を 身 に つ け ま し ょ う  

妊 娠 期  ● 主 治 医 と 相 談 し て 、 適 度 な 運 動 を し ま し ょ う  

乳 幼 児 期  

（ 0～ 5 歳 ）  

● 親 子 で ス キ ン シ ッ プ を 図 り ま し ょ う  

● 戸 外 で 遊 び ま し ょ う  

学 童 ・ 思 春 期  

（ 6～ 19 歳 ）  

● 身 体 を 動 か す 習 慣 を つ け ま し ょ う  

● 戸 外 で 遊 ん だ り 、 運 動 を し ま し ょ う  

青 壮 年 期  

（ 20～ 39 歳 ）  

● 身 体 を 動 か す 習 慣 を つ け ま し ょ う  

● 駅 や ビ ル で は で き る だ け 階 段 を 利 用 し ま し ょ う  

中 年 期  

（ 40～ 64 歳 ）  

● ウ ォ ー キ ン グ 等 、気 軽 に 取 り 組 め る 身 体 活 動 を 増 や し ま し ょ う

● 駅 や ビ ル で は で き る だ け 階 段 を 利 用 し ま し ょ う  

高 齢 期  

（ 65 歳 以 上 ）  

● 座 っ て い る 時 間 を 少 な く し 、積 極 的 に 外 出 す る よ う に し ま し

ょ う  

● 介 護 予 防 の た め の 筋 力 ア ッ プ に 取 り 組 み ま し ょ う  

※ 泉 南 市 お 役 立 ち 情 報 ※  

● 運 動 に 関 す る 健 康 教 室 を 開 催 し て い ま す 。  

詳 し く は 保 健 セ ン タ ー （ 482-7615） へ お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

毎 月 の 広 報 せ ん な ん や ホ ー ム ペ ー ジ を ご 確 認 く だ さ い 。  

● 保 健 セ ン タ ー で は 市 内 の ウ ォ ー キ ン グ マ ッ プ を 配 布 し 、 ウ ォ ー キ ン グ コ ー

ス 等 の 情 報 提 供 を 行 っ て い ま す 。  
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知 っ て い ま す か ?ア ク テ ィ ブ ガ イ ド （ 健 康 づ く り の た め の 身 体 活 動 指 針 ）  

「 ＋ 10」 を 合 言 葉 に 今 よ り 10 分 多 く 身 体 を 動 か す こ と を 目 標 と し た 指 針 で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            資 料：厚 生 労 働 省「 平 成 2 5 年 ア ク テ ィ ブ ガ イ ド（ 健 康 づ く り の た め の 身 体 活 動 指 針 ）」 

指  標  現 状 値  
目 標 値  

（ 平 成 35 年 度 ）

① 運 動 習 慣 を も つ 人 が 増 え る  

男 性 ： 47.2％  10.0％ 増  

女 性 ： 34.5％  10.0％ 増  

 

② 駅 や ビ ル で エ ス カ レ ー タ ー（ エ レ ベ ー タ

ー ）よ り 階 段 を 多 く 利 用 す る 人 が 増 え る

 

23.8％  32.8％  

 

③ 毎 日 60 分 以 上 、活 発 に 楽 し く 身 体 を 動

か し て い る 子 供 が 増 え る  

 

小 学 生 ： 73.2％  80.0％  

中 学 生 ： 69.0％  80.0％  

【取り組みの達成指標】
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３．休養・こころの健康づくり 

人 が 健 康 で 生 き 生 き と し た 生 活 を 送 る た め に は 、こ こ ろ の 健 康 づ く り が 大 切 で

す 。こ こ ろ の 健 康 に は 、個 人 の 資 質 や 能 力 以 外 に 、身 体 状 況 、社 会 経 済 状 況 、住

居 や 職 場 の 環 境 、対 人 関 係 等 、多 く の 要 因（ ス ト レ ス ）が 影 響 し て お り 、中 で も

身 体 の 状 態 と 心 は 相 互 に 強 く 関 係 し て い ま す 。  

こ こ ろ の 健 康 を 保 つ た め に は 、日 常 生 活 に お い て 、自 分 に あ っ た ス ト レ ス 対 処

法 を み つ け る こ と が 重 要 で す 。ま た 、心 身 の 健 康 を 保 つ た め に は 、十 分 な 睡 眠 ・

休 養 を と り ス ト レ ス と 上 手 く 付 き 合 い 、 早 期 に 解 消 す る こ と が 必 要 で す 。   

 

 

目 標  
取 り 組 み 方 策  

市 民  

① 自 殺 者 が 減 少 す る  

 こ こ ろ の 不 調 を 感 じ た ら 専 門 機 関 に 相 談 し

ま し ょ う  

 家 族 等 、身 近 な 人 の 自 殺 の サ イ ン に 気 づ き 、

見 守 り や 適 切 な 支 援 機 関 に つ な ぎ ま し ょ う

 ゲ ー ト キ ー パ ー 養 成 研 修 に 積 極 的 に 参 加 し

ま し ょ う  

② 自 分 に あ っ た ス ト レ ス 対 処 法 を

み つ け る  

 家 族 団 ら ん の 時 間 を も ち ま し ょ う  

 楽 し め る 趣 味 を も ち ま し ょ う  

 過 労 に 気 を つ け ま し ょ う  

③ 睡 眠 に よ る 休 養 を 十 分 に と る  

 家 族 ぐ る み で 、 生 活 リ ズ ム を 整 え ま し ょ う

 就 寝 前 の 電 子 機 器 の 使 用 や カ フ ェ イ ン の 飲

用 を ひ か え る 等 で 、 質 の 高 い 睡 眠 の 確 保 に

努 め ま し ょ う  
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ゲ ー ト キ ー パ ー と は ？  

「 ゲ ー ト キ ー パ ー 」 と は 、 自 殺 の 危 険 を 示 す サ イ ン に 気 づ き 、 適 切 な 対 応 （ 悩 ん で

い る 人 に 気 づ き 、 声 を か け 、 話 を 聴 い て 、 必 要 な 支 援 に つ な げ 、 見 守 る ） を 図 る こ と

が で き る 人 の こ と で す 。自 殺 対 策 で は 、悩 ん で い る 人 に 寄 り 添 い 、関 わ り を 通 し て「 孤

立 ・ 孤 独 」を 防 ぎ 、支 援 す る こ と が 重 要 で す 。1 人 で も 多 く の 人 が ゲ ー ト キ ー パ ー と し

て の 意 識 を も ち 、 専 門 性 の 有 無 に か か わ ら ず 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で で き る こ と か ら 進 ん

で 行 動 を 起 こ し て い く こ と が 自 殺 対 策 に つ な が り ま す 。  

 

取 り 組 み 方 策  

関 係 機 関 ・ 団 体  行 政  

は ぁ と の 会  地 区 福 祉 委 員  

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー  

 こ こ ろ の 不 調 に つ い て 学 習 し 、 身 近 な

人 の 自 殺 の サ イ ン に 気 づ き 、 相 談 や 支

援 を 行 い ま す  

 心 の 不 調 や 心 配 事 ・ 悩 み を 相 談 で き る 機 関

が あ る こ と を 広 く 周 知 し ま す  

 こ こ ろ の 専 門 医 療 機 関 に 関 す る 情 報 提 供 を

行 い ま す  

 心 の 不 調 に 自 ら 気 づ く こ と が で き る よ う 、

チ ェ ッ ク リ ス ト の 配 布 等 を 行 い ま す  

 ゲ ー ト キ ー パ ー の 養 成 を 行 い ま す  

 自 殺 対 策 等 に つ い て 関 係 機 関 会 議 を 行 い 、

対 策 を 考 え ま す  

 市 役 所 内 の 各 課 窓 口 担 当 職 員 の 研 修 を 行 い

ま す  

地 域 を 拠 点 に 活 動 す る 団 体  

 地 域 で の 子 育 中 の 親 や 独 居 の 高 齢 者 等

に 相 談 や 交 流 支 援 等 を 行 い ま す  

 心 や 子 育 て の 不 安 に 関 す る 相 談 窓 口 の 周 知

を 図 り ま す  

 心 や 子 育 て の 不 安 を 解 消 で き る よ う な 相

談 ・ 教 育 の 機 会 を 提 供 し ま す  

 母 親 同 士 が 気 軽 に 集 ま り 交 流 で き る 機 会 を

設 け ま す  

 生 涯 学 習 の 視 点 で さ ま ざ ま な 講 座 等 を 展 開

し 、 趣 味 が 広 が り 地 域 の つ な が り が も て る

よ う な 機 会 を 提 供 し ま す  

保 育 所 や 学 校 等 の 教 育 機 関  

 生 活 リ ズ ム の 大 切 さ に つ い て 学 ぶ 機 会

を も ち ま す  

 乳 児 期 か ら 生 活 リ ズ ム や 早 寝 早 起 き が 大 切

で あ る こ と を 普 及 ・ 啓 発 し ま す  

 質 の 良 い 睡 眠 に つ い て の 情 報 ・ 知 識 に つ い

て 、 啓 発 や 講 座 を 開 催 し ま す  
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【ライフステージ別の行動目標】  

取 り 組 み の 柱  

・ こ こ ろ の 健 康 に 関 す る 情 報 提 供 や 知 識 の 普 及 ・ 啓 発  

・ 気 軽 に 相 談 で き る 体 制 整 備  

 

  

ラ イ フ  

ス テ ー ジ  
行 動 目 標  

全 て の 年 代  
● 趣 味 や ス ポ ー ツ 等 、 自 分 に あ っ た ス ト レ ス 対 処 法 を み つ け ま

し ょ う  

妊 娠 期  
● マ タ ニ テ ィ ブ ル ー や 産 後 う つ に つ い て 知 識 を も ち ま し ょ う  

● 妊 婦 の 時 期 か ら 仲 間 づ く り を し ま し ょ う  

乳 幼 児 期  

（ 0～ 5 歳 ）  

● 子 育 て の 悩 み は 一 人 で 抱 え 込 ま ず 、 相 談 し ま し ょ う  

● 仲 間 を つ く り 、 子 育 て を 楽 し み ま し ょ う  

● 生 活 リ ズ ム を つ け ま し ょ う  

学 童 ・ 思 春 期  

（ 6～ 19 歳 ）  

● 早 寝 早 起 き を し ま し ょ う  

● 困 っ た 時 は 誰 か に 相 談 し ま し ょ う  

● 子 供 の 様 子 に つ い て 目 を 配 り ま し ょ う  

青 壮 年 期  

（ 20～ 39 歳 ）  

● 質 の 良 い 睡 眠 を と る よ う 意 識 し ま し ょ う  

● 過 労 に 気 を つ け 、 休 養 を 心 が け ま し ょ う  

● 不 安 や 悩 み が あ れ ば 1 人 で 抱 え 込 ま ず 誰 か に 相 談 し ま し ょ う

中 年 期  

（ 40～ 64 歳 ）  

● ス ト レ ス と 上 手 く 付 き 合 い ま し ょ う  

● 質 の 良 い 睡 眠 を と る よ う 意 識 し ま し ょ う  

● 過 労 に 気 を つ け 、 休 養 を 心 が け ま し ょ う  

● 不 安 や 悩 み が あ れ ば 1 人 で 抱 え 込 ま ず 誰 か に 相 談 し ま し ょ う

高 齢 期  

（ 65 歳 以 上 ）  

● 趣 味 や 生 き が い を も ち ま し ょ う  

● 身 近 な 地 域 活 動 等 に 参 加 し 、 仲 間 づ く り を し ま し ょ う  

※ 泉 南 市 お 役 立 ち 情 報 ※  

● は じ め て の ま ま サ ロ ン ・ 健 康 相 談 等 を 保 健 セ ン タ ー（ 482-7615）で 実 施

し て い ま す 。  

詳 し く は 毎 月 の 広 報 せ ん な ん や ホ ー ム ペ ー ジ を ご 確 認 く だ さ い 。  
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指  標  現 状 値  
目 標 値  

（ 平 成 35 年 度 ）

① こ こ ろ の 健 康 教 室（ 精 神 疾 患 を テ ー マ と し た

も の だ け で は な い ） の 回 数 を 増 や す  

1 回  

（保健センター開催分） 
増 加  

9 回  

（ 他 課 開 催 分 ）  
増 加  

② ス ト レ ス を 感 じ て い る 人 が 減 る  55.4％  49.0％ 以 下  

③ 自 殺 者 が 減 る  
14 人 （平成 24 年） 

10 人（ 平成 25 年 9 月末） 
12 人  

④ 起 床 時 疲 れ を 感 じ る 人 が 減 る  41.3% 22.0％ 未 満  

⑤ 睡 眠 に よ る 休 養 を 十 分 に と れ て い な い 人 が

減 る  
30.1％  20.0% 

⑥ 早 寝 ・ 早 起 き の 規 則 正 し い

生 活 リ ズ ム を 送 る 子 供 が 増

え る  

              

起 床 時 刻  

（ 午 前 7 時 ま で ）  

小 学 生 ： 45.2％  50.0％  

中 学 生 ： 51.6％  現 状 維 持  

就 寝 時 刻  

（ 午 後 1 2 時 以 降 ）

小 学 生 ： 3.2％  0.0％  

中 学 生 ： 24.2％  現 状 維 持  

【取り組みの達成指標】

☆ は じ め て の マ マ サ ロ ン ☆
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指  標  現 状 値  
目 標 値  
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増 加  

9 回  
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４．地域交流 

地 域 交 流 は 、人 と の つ な が り や 絆 を 深 め る こ と か ら 、共 に 支 え あ い 助 け あ う 仲

間 づ く り に は 必 要 不 可 欠 で す 。自 分 の 健 康 の た め に 楽 し く 参 加 し 、世 代 を 越 え た

仲 間 と 活 動 を 行 う 中 で 、地 域 の 健 康 づ く り へ と つ な が る よ う 、ま た 、活 動 が 継 続

で き る よ う 、 支 援 を 行 っ て い き ま す 。  

 

  

目 標  
取 り 組 み 方 策  

市 民  

① 健 康 づ く り ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 の 活 性 化  

 自 分 の 健 康 の た め に 活 動 を 行 う こ と で 、  

地 域 の 健 康 づ く り に つ な げ て い き ま し ょ

う  

 健 康 づ く り ボ ラ ン テ ィ ア に 楽 し く 参 加 す

る こ と で 、人 と の つ な が り 、絆 を 深 め て い

き ま し ょ う  

 健 康 づ く り ボ ラ ン テ ィ ア に 興 味 が あ る 人

に は 、 参 加 を 進 め ま し ょ う  

 自 分 に あ っ た 団 体 を み つ け 、仲 間 づ く り を

し ま し ょ う  

② 地 域 住 民 、 地 域 交 流 の 活 性 化  

 あ い さ つ を 行 い 、近 所 づ き あ い を 大 切 に し

ま し ょ う  

 地 域 の 行 事 に 楽 し く 参 加 し 、共 に 支 え 合 い

助 け あ う 関 係 を 築 き ま し ょ う  

 地 域 の 祭 り や 盆 踊 り 等 の 行 事 を 大 切 に し

ま し ょ う  
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取 り 組 み 方 策  

関 係 機 関 ・ 団 体  行 政  

 地 域 の 行 事 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 等 、参 加

者 が 楽 し く 続 け ら れ る よ う 工 夫 し ま す  

 各 関 係 機 関 や 団 体 と の 交 流 を 推 進 し ま

す  

 さ ま ざ ま な 世 代 の 交 流 を 行 い ま す  

 地 域 に お け る 各 家 庭 の 味 噌 汁 の 塩 分 濃

度 を 測 定 し 、 健 康 づ く り ・ 仲 間 づ く り を

し ま す  

 地 域 で の 「 WAO 体 操 」 を 広 げ 、 交 流 を

深 め ま す  

 健 康 づ く り ボ ラ ン テ ィ ア の 活 躍 の 場 の 提 供

を 行 い ま す  

 健 康 づ く り ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 や 楽 し さ

を 、 広 報 等 で 宣 伝 し ま す  

 ソ ー シ ャ ル キ ャ ピ タ ル の 重 要 性 に つ い て 、

普 及 ・ 啓 発 を 行 い ま す  

 「 こ ん に ち は 赤 ち ゃ ん 訪 問 」 で 地 域 の 支 援

が あ る こ と を お 知 ら せ し ま す  

 地 域 で の 育 児 相 談 や 遊 び の サ ロ ン を 開 催 し

ま す  

 地 域 で の 親 子 の た め に 食 育 を 行 い 、 仲 間 づ

く り を し ま す  

 他 課 と 情 報 交 換 や 連 携 し 、 地 域 交 流 の ネ ッ

ト ワ ー ク を 広 げ ま す  

 地 域 の 良 さ を PR し 、 地 域 の 活 性 化 を 図 り

ま す  

 健 康 づ く り 養 成 講 座 を 開 催 し ま す  

 公 民 館 祭 り 等 を 開 催 し 、 地 域 住 民 の つ な が

り を 深 め ま す  
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【ライフステージ別の行動目標】  

取 り 組 み の 柱  

・ 各 種 団 体 ・ 各 地 区 の 活 動 や 催 し を 紹 介 し 、 交 流 の 場 や 機 会 の 提 供 に 努 め 、

絆 を 深 め る  

 

 

 

 

 

ラ イ フ  

ス テ ー ジ  
行 動 目 標  

全 て の 年 代  ● 交 流 の 場 に 参 加 し 、 絆 を 深 め 仲 間 づ く り を し ま し ょ う  

妊 娠 期  ● パ パ マ マ 教 室 や 妊 婦 健 診 で 、 友 達 を つ く り ま し ょ う  

乳 幼 児 期  

（ 0～ 5 歳 ）  

● 親 子 と も に 、 あ い さ つ を し ま し ょ う  

● 近 所 づ き あ い を し ま し ょ う  

● 親 子 と も に 遊 び の 教 室 や 育 児 相 談 を 利 用 し ま し ょ う  

学 童 ・ 思 春 期  

（ 6～ 19 歳 ）  
● 子 供 会 や 学 校 の ク ラ ブ に 参 加 し 、 お 友 達 を 増 や し ま し ょ う  

青 壮 年 期  

（ 20～ 39 歳 ）  

● 地 域 の 活 動 や 行 事 等 に 、 楽 し く 参 加 し て い き ま し ょ う  

● 近 所 づ き あ い を 行 い 、 世 代 間 で 交 流 し ま し ょ う  

中 年 期  

（ 40～ 64 歳 ）  

● 近 所 づ き あ い を 行 い 、 人 と の 絆 や 地 域 の 交 流 を 深 め ま し ょ う  

● 自 分 に あ っ た 趣 味 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を み つ け 、 仲 間 の 輪 を

広 げ ま し ょ う  

高 齢 期  

（ 65 歳 以 上 ）  

● 老 人 ク ラ ブ や 趣 味 を 通 じ て 社 会 活 動 等 に 参 加 し 、 仲 間 づ く り

を し ま し ょ う  

● 地 域 の た め に 生 き が い の あ る 活 動 を し ま し ょ う  

● 世 代 間 の 交 流 を 深 め 、 お 互 い 助 け あ っ て い き ま し ょ う  

※ 泉 南 市 お 役 立 ち 情 報 ※  

● 健 康 づ く り ボ ラ ン テ ィ ア の 養 成 講 座 を 2 年 に １ 回 実 施 し て い ま す 。 詳 し く

は 、 保 健 セ ン タ ー （ 482-7615） へ お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

● 「 こ ん に ち は 赤 ち ゃ ん 訪 問 」 に て 、 地 域 の 子 育 て 情 報 （ 地 域 サ ロ ン ・ 遊 び

場 情 報 ・ 予 防 接 種 の 勧 め 方 等 ） を 紹 介 し て い ま す 。 詳 し く は 、 保 健 セ ン タ

ー ま で ご 連 絡 く だ さ い 。  
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ソ ー シ ャ ル キ ャ ピ タ ル と は ？  

 ソ ー シ ャ ル キ ャ ピ タ ル と は 、 日 本 語 で は 「 社 会 関 係 資 本 」 と 訳 し ま す が 、 実 際 に は

「 人 と 人 と の 絆 」 と い う 意 味 に 近 い 言 葉 と な っ て い ま す 。 具 体 的 に は 、 人 々 が も つ 信

頼 関 係 や ネ ッ ト ワ ー ク（ つ き あ い・交 流 ）、社 会 活 動 へ の 参 加 の こ と で 、「 お 互 い 様 」「 持

ち つ 持 た れ つ 」「 ご 近 所 の 底 力 」 の よ う な 考 え 方 が 含 ま れ ま す 。  

 住 民 の 信 頼 感 が 高 い 地 域 に 居 住 し て い る 個 人 の も つ 健 康 感 が 高 か っ た り 、 一 般 的 信

頼 感 や 規 範 が 豊 か な 地 域 ほ ど 死 亡 率 が 低 い 等 、 ソ ー シ ャ ル キ ャ ピ タ ル の 豊 か さ が 健 康

状 態 に 影 響 を 及 ぼ す と い う 報 告 も 近 年 さ れ て い ま す 。 厚 生 労 働 省 で は 、 ソ ー シ ャ ル キ

ャ ピ タ ル （ 近 所 づ き あ い や ネ ッ ト ワ ー ク ） の 再 構 築 を 、 今 後 の 日 本 の 健 康 づ く り の 手

段 の 一 つ に し よ う と 考 え て い ま す 。  

 
資 料：「 こ れ か ら の 公 衆 衛 生 学 」南 江 堂  P247 よ り  

 
「 WAO 体 操 」 と は ？ 

泉 南 市 福 祉 キ ャ ン ペ ー ン の キ ャ ッ チ フ レ ー ズ  

「 Ｗ Ａ Ｏ （ 輪 を ） ! Ｓ Ｅ Ｎ Ｎ Ａ Ｎ 」 は 、  

私 た ち 一 人 ひ と り が 手 を 取 り 合 い 、  

輪 に な っ て 、 認 知 症 に な っ て も 安 心  

し て 暮 ら せ る 街 に し て い こ う と い う  

想 い が 込 め ら れ て い ま す 。  

そ こ で 、 泉 南 市 オ リ ジ ナ ル の 介 護 予 防 体 操 を 作 ろ う ！  

と い う こ と で 生 ま れ た 体 操 が Ｗ Ａ Ｏ 体 操 で す 。  

泉 南 市 歌 に 合 わ せ て 、 頭 か ら つ ま 先 ま で 動 か せ る  

万 能 な さ わ や か 体 操 に な っ て い ま す 。  

泉 南 市 で は 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 等 の 介 護 予 防 事 業 で  

Ｗ Ａ Ｏ 体 操 を 広 め る 活 動 を 行 っ て い ま す 。  

詳 し い 体 操 の 様 子 は 右 記 の QR コ ー ド を 読 み 取 り ご 覧 く だ さ い 。  

指  標  現 状 値  
目 標 値  

（ 平 成 35 年 度 ）

① 自 分 と 地 域 の 人 た ち と の つ な が り が 強 い 方

だ と 思 う 人 が 増 え る  
26.5％  増 加  

② ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 参 加 す る 人 が 増 え る  

5 グ ル ー プ  

（平成 25 年 11 月現 在  

 保健推進課関係分） 

増 加  

【取り組みの達成指標】
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５．歯と口腔の健康 

歯 や 口 腔 の 健 康 は 豊 か な 食 生 活 を 営 む た め だ け で な く 、疾 病 の 予 防 に も つ な が

り 、 生 活 の 質 の 向 上 に 大 き く 影 響 す る も の で す 。  

そ の た め に は 、子 供 の 頃 か ら 歯 と 歯 ぐ き の 健 康 を 守 る こ と 、よ く か む・歯 み が

き 習 慣 を 身 に つ け る・歯 を 丈 夫 に 保 つ 等 、口 腔 機 能 を 向 上 さ せ る こ と が 必 要 で す 。 

ま た 、「 80 歳 に な っ て も 自 分 の 歯 を 20 本 以 上 保 と う 」 と い う 8020 運 動 の

達 成 に 向 け て 、 歯 の 損 失 の 原 因 と な る 「 う 歯 （ む し 歯 ）」 や 「 歯 周 病 」 を 予 防 す

る こ と が 重 要 で あ り 、歯 間 ブ ラ シ 等 清 掃 補 助 具 の 活 用・か か り つ け 医 を も つ・定

期 健 診 を 受 け る 等 、 日 頃 か ら の 口 腔 ケ ア を 心 が け る こ と が 必 要 で す 。  

目 標  
取 り 組 み 方 策  

市 民  

① 子 供 の う 歯 が な く な る  

 歯 を 大 切 に す る と い う 意 識 を も ち ま し ょ う  

 子 供 の 歯 の 健 康 や 習 慣 が 、大 人 の 歯 へ 影 響 す る こ と を 意

識 し ま し ょ う  

 乳 幼 児 健 診 や フ ッ 素 塗 布 、歯 み が き 教 室 等 、歯 の 健 康 に

関 す る 事 業 を 積 極 的 に 利 用 し ま し ょ う  

 か か り つ け 歯 科 医 を も ち 、定 期 的 な 受 診 や フ ッ 素 塗 布 を

行 い ま し ょ う  

 う 歯 予 防 の 視 点 か ら 食 事 は し っ か り か む こ と を 意 識 し

ま し ょ う  

 セ ル フ ケ ア 能 力 を 高 め ま し ょ う  

 乳 児 期 か ら の 歯 み が き 習 慣 を 身 に つ け ま し ょ う  

 保 護 者 は 、 内 容 や 量 を 考 え た お や つ を 提 供 し ま し ょ う  

 仕 上 げ 磨 き を し ま し ょ う  

② 大 人 の 歯 周 病 を 予 防 す る  

 歯 を 大 切 に す る と い う 意 識 を も ち ま し ょ う  

 歯 の 健 康 は 生 活 習 慣 病 に も 関 連 し て い る こ と を 意 識 し

ま し ょ う  

 う 歯 予 防 の 視 点 か ら 食 事 は し っ か り か む こ と を 意 識 し

ま し ょ う  

 セ ル フ ケ ア 能 力 を 高 め ま し ょ う  

 歯 間 ブ ラ シ 等 清 掃 補 助 具 を 活 用 し 、歯 の 清 潔 と 健 康 を 保

ち ま し ょ う  

 正 し い 方 法 で 歯 を み が き ま し ょ う  

 仕 事 中 の 昼 休 み や 外 出 先 で も 、歯 み が き を 行 い ま し ょ う

 自 分 の 口 腔 内 の 状 態 を 知 っ て お き ま し ょ う  

 か か り つ け 歯 科 医 を も ち 、定 期 的 な 受 診・歯 石 除 去 等 を

受 け ま し ょ う  
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取 り 組 み 方 策  

関 係 機 関 ・ 団 体  行 政  

歯 科 医 師 等 職 能 集 団  

保 育 所 や 学 校 等 の 教 育 機 関  

 歯 を 大 切 に す る と い う 意 識 を も ち ま す  

 歯 を 大 切 に す る た め の 、学 び の 機 会 や

普 及 ・ 啓 発 ・ イ ベ ン ト 等 を 実 施 し ま す

 セ ル フ ケ ア 能 力 を 高 め ま す  

 か か り つ け 医 制 度 を 推 奨 し 、 定 期 的 な

受 診 や 子 供 に は フ ッ 素 塗 布 、 大 人 に は

歯 石 除 去 等 歯 の ケ ア に つ い て 啓 発 ・ 実

施 し ま す  

 学 校 内 で も 、 食 後 に 歯 み が き を 行 う よ

う 啓 発 し 、 実 施 で き る よ う 環 境 を 整 え

ま す  

 歯 の 大 切 さ に つ い て 普 及 ・ 啓 発 を し ま す  

 妊 娠 届 時 の リ ー フ レ ッ ト 配 布 や 乳 幼 児 健

診 等 で の 集 団 指 導 等 、 ラ イ フ ス テ ー ジ に

応 じ て 歯 の 健 康 に 関 す る 情 報 提 供 や 知 識

の 普 及 を 行 い ま す  

 乳 幼 児 健 診 や 成 人 歯 科 健 診 等 で 、 自 分 の

口 腔 内 の 状 態 を 知 る 機 会 を 提 供 し ま す  

 歯 の 健 康 は 身 体 の 健 康 に 影 響 し て い る こ

と を 啓 発 し 、 さ ま ざ ま な 視 点 で 歯 の 健 康

に 関 心 を も っ て も ら う よ う 啓 発 し ま す  

 「 8020 運 動 」「 6024 運 動 」「 カ ミ ン グ

30」に つ い て 普 及 ・ 啓 発 し 周 知 を 図 り ま

す  

 セ ル フ ケ ア 能 力 を 高 め ま す  

 歯 み が き 教 室 等 、 健 康 な 歯 を 保 つ 技 術 を

身 に つ け る 機 会 を 提 供 し ま す  

 歯 み が き 教 室 等 で の 手 づ く り お や つ の 提

供 を 通 し て 、 歯 の 健 康 に 影 響 の 少 な い お

や つ に つ い て の 情 報 提 供 を し ま す  

 歯 周 病 予 防 の た め の パ ン フ レ ッ ト 等 を 配

布 し ま す  

 健 康 な 歯 を 保 つ た め の 支 援 を 行 い ま す  

 乳 幼 児 期 の フ ッ 素 塗 布 を 推 奨 し ま す  

 乳 幼 児 健 診 等 で 、 歯 科 医 師 や 歯 科 衛 生 士

に う 歯 等 歯 の 健 康 に つ い て 相 談 で き る 機

会 を 提 供 し ま す  

☆ 歯 み が き 教 室 ☆  
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【ライフステージ別の行動目標】  

取 り 組 み の 柱  

・ 8020 運 動 等 を 推 進 し 、 歯 と 健 康 に 関 す る 情 報 提 供 や 知 識 の 普 及 ・ 啓 発  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラ イ フ  

ス テ ー ジ  
行 動 目 標  

全 て の 年 代  
● 正 し い 歯 み が き の 方 法 を 身 に つ け る と と も に 、 し っ か り 噛 ん で

食 る こ と を 習 慣 づ け ま し ょ う   

妊 娠 期  ● 歯 の 健 康 を 意 識 し ま し ょ う  

乳 幼 児 期  

（ 0～ 5 歳 ）  

● 歯 み が き 習 慣 を つ け ま し ょ う  

● 定 期 検 診 や フ ッ 素 塗 布 等 を 行 い ま し ょ う  

● 大 人 が 子 供 の 歯 を 守 り ま し ょ う  

● 歯 を 大 切 に す る 意 識 づ け を し ま し ょ う  

学 童 ・ 思 春 期  

（ 6～ 19 歳 ）  

● 定 期 検 診 や フ ッ 素 塗 布 等 を 行 い ま し ょ う  

● ジ ュ ー ス 等 嗜 好 品 の と り 方 も 意 識 し ま し ょ う  

● 歯 の 健 康 に つ い て 正 し く 理 解 し ま し ょ う  

青 壮 年 期  

（ 20～ 39 歳 ）  

● か か り つ け 歯 科 医 を も ち 、 定 期 検 診 や 歯 石 除 去 を 行 い ま し ょ う

● 歯 間 ブ ラ シ 等 清 掃 補 助 用 具 を 利 用 し ま し ょ う  

● 歯 の 健 康 に つ い て 正 し く 理 解 し ま し ょ う  

中 年 期  

（ 40～ 64 歳 ）  

● か か り つ け 歯 科 医 を も ち 、 定 期 検 診 や 歯 石 除 去 を 行 い ま し ょ う

● 歯 間 ブ ラ シ 等 清 掃 補 助 用 具 を 利 用 し ま し ょ う  

● 歯 の 健 康 は 、 糖 尿 病 等 生 活 習 慣 病 に も 関 係 し て い る こ と を 知 り

ま し ょ う  

● 歯 周 病 予 防 を 意 識 し ま し ょ う  

高 齢 期  

（ 65 歳 以 上 ）  

● か か り つ け 歯 科 医 を も ち 、 定 期 検 診 や 歯 石 除 去 、 義 歯 の 点 検 を

行 い ま し ょ う  

※ 泉 南 市 お 役 立 ち 情 報 ※  

● 幼 児 の 歯 科 健 診 は 対 象 の ご 家 庭 に 通 知 し て い ま す 。  

● 歯 み が き 教 室 、 成 人 歯 科 健 診 等 を 保 健 セ ン タ ー （ 482 ｰ 7615） で 実 施 し

て い ま す 。詳 し く は 毎 月 の 広 報 せ ん な ん や ホ ー ム ペ ー ジ を ご 確 認 く だ さ い 。
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進 め ま し ょ う ！ 「 ８ ０ ２ ０ 」「 ６ ０ ２ ４ 」 運 動  

「 8020 運 動 」 は 、 80 歳 に な っ て も 20 本 の 歯 を 保 と う と い う 目 的 で つ く ら れ

ま し た 。私 た ち の 口 の 中 に は 28 本 の 歯 が あ り ま す 。80 歳 に な っ て も 20 本 の 歯 が

残 っ て い れ ば 、 な ん で も 食 べ る こ と が で き ま す 。 さ ら に 「 6０ 2４ 運 動 」 は 同 じ く 、

60 歳 ま で 24 本 の 自 分 の 歯 を 残 そ う と い う 目 標 で す 。 一 般 に 年 齢 を 重 ね る と 歯 は

自 然 に 抜 け る も の と 思 わ れ て い ま す が 、 日 々 の 手 入 れ 次 第 で 長 持 ち を さ せ る こ と が

で き ま す 。 そ の た め に 歯 科 の か か り つ け 医 を も っ て 定 期 的 に 検 診 を 受 け ま し ょ う 。  

 

 

は じ め ま し ょ う ！ 「 噛 ミ ン グ ３ ０ （ カ ミ ン グ サ ン マ ル ）」 運 動  

 「 噛 ミ ン グ ３ ０ 運 動 」 は 食 事 の 際 に 一 口 ３ ０ 回 以 上 か む こ と を 目 安 と し 、 よ り 健 康

な 生 活 を め ざ す と い う 観 点 か ら 推 進 さ れ て い る 運 動 で す 。 食 育 の 観 点 か ら も 子 供 の う

ち か ら よ く か ん で 、 食 事 を す る 習 慣 を 身 に つ け る こ と が 必 要 と さ れ て い ま す 。  

指  標  現 状 値  
目 標 値  

（ 平 成 35 年 度 ）

① 80 歳 で 20 本 以 上 の 歯 を 有 す る 人 が 増 え る

70 歳以上：20 本以上 

男 性 ： 46.7％  

女 性 ： 38.8％  

20.0％ 増  

② 幼 児 の 歯 み が き 教 室 の 参 加 者 が 増 え る  
受 診 率 ： 8.6% 

（ 平 成 24 年 度 ）  
増 加  

③ 3 歳 6 か 月 児 で う 歯 の な い 幼 児 が 増 え る  69.5％  85.0％  

④ 清 掃 補 助 用 具 を 使 用 す る 人 が 増 え る  43.3％  50.0％ 以 上  

⑤ 歯 み が き を す る 幼 児 が 増 え る  32.9％  50.0％  

【取り組みの達成指標】
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６．アルコール 

適 度 な 飲 酒 は ス ト レ ス を や わ ら げ 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 円 滑 に す る 等 の 効 用

が あ り ま す が 、飲 み す ぎ る と 、が ん 、高 血 圧 、脂 質 異 常 症 等 の 生 活 習 慣 病 の リ ス

ク を 高 め る も と に も な り ま す 。  

中 で も 、未 成 年 の 飲 酒 は 法 律 で 禁 じ ら れ て お り 、成 長 段 階 の 心 身 に 大 き く 影 響

を 与 え ま す 。ま た 、妊 娠 中 の 飲 酒 は 妊 娠 合 併 症 の リ ス ク を 高 め る だ け で な く 、胎

児 に も 悪 影 響 を 引 き 起 こ す と 言 わ れ て い ま す 。未 成 年 及 び 妊 婦 の 飲 酒 が 健 康 へ 及

ぼ す 悪 影 響 に つ い て 啓 発 し 、 禁 酒 を 促 す 必 要 が あ り ま す 。  

 

目 標  
取 り 組 み 方 策  

市 民  

① マ ナ ー を 守 っ て 楽 し く 適 正 飲 酒 す る

 ア ル コ ー ル が 健 康 に 及 ぼ す 影 響 を 知 り ま

し ょ う  

 適 正 飲 酒 （ 1 日 平 均 純 ア ル コ ー ル で 約

20g 程 度 ） を 心 が け ま し ょ う  

 休 肝 日 を 設 け ま し ょ う  

 飲 酒 の マ ナ ー を 身 に つ け ま し ょ う  

 飲 酒 運 転 は 絶 対 に や め ま し ょ う  

 自 分 の ペ ー ス で 飲 酒 し 、 一 気 飲 み や 他 人

へ の 飲 酒 の 強 要 は や め ま し ょ う  

② 妊 婦 や 未 成 年 の 飲 酒 を な く す  

 妊 娠 中 や 授 乳 中 は 飲 酒 を や め ま し ょ う  

 未 成 年 の 飲 酒 は 、法 律 で 認 め ら れ て い な い

こ と を 認 識 し ま し ょ う  

 家 庭 で 子 供 が 飲 酒 し な い よ う 注 意 し ま し

ょ う  

 大 人 は 絶 対 に 未 成 年 に 飲 酒 さ せ な い よ う

に し ま し ょ う  

 未 成 年 者 は 、誰 か ら 飲 酒 を 勧 め ら れ て も き

っ ぱ り と 断 り ま し ょ う  
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取 り 組 み 方 策  

関 係 機 関 ・ 団 体  行 政  

 職 場 の 飲 み 会 等 の 機 会 で は 、飲 酒 マ ナ ー

を 守 り ま す  

 職 場 の 衛 生 管 理 者 や 医 療 保 険 者 は 、健 診

結 果 等 よ り 多 量 飲 酒 者 の 指 導 に あ た り 、

必 要 に 応 じ て 受 診 勧 奨 し ま す  

 適 正 飲 酒 や 飲 酒 マ ナ ー に つ い て 情 報 提 供

や 啓 発 を 行 い ま す  

 ア ル コ ー ル 治 療 専 門 の 医 療 機 関 等 の 情 報

を 提 供 し ま す  

 多 量 飲 酒 等 、ア ル コ ー ル に 関 し た 相 談 窓 口

機 関 の 情 報 提 供 を 行 い ま す  

 ア ル コ ー ル が 健 康 に 及 ぼ す 害 に つ い て 啓

発 し 、 知 識 の 普 及 に 努 め ま す  

 多 量 飲 酒 に つ い て セ ル フ チ ェ ッ ク で き る

よ う 情 報 提 供 し ま す  

商 工 会  販 売 者  飲 食 店  

 未 成 年 者 へ の ア ル コ ー ル の 提 供・販 売 を

し ま せ ん  

 

保 育 所 や 学 校 等 の 教 育 機 関  

 飲 酒 の 健 康 へ の 影 響 に つ い て の 正 し い

知 識 を 教 育 し ま す  

 妊 婦 に は 飲 酒 の リ ス ク 等 の 情 報 提 供 を 行

い 、 飲 酒 者 に は 禁 酒 を 指 導 し ま す  

 未 成 年 者 飲 酒 防 止 に 関 し て の リ ー フ レ ッ

ト 等 を 設 置 ・ 配 布 し ま す  

 子 供 の 誤 飲 防 止 の た め 、酒 類 の 適 切 な 管 理

に つ い て 注 意 を 促 し ま す  

ア ル コ ー ル の 飲 み す ぎ に 注 意 、

マ ナ ー を 守 っ て 楽 し く 適 正 飲 酒

を 心 が け ま し ょ う 。  
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【ライフステージ別の行動目標】 

取 り 組 み の 柱  

・ 適 正 飲 酒 量 に 関 す る 情 報 提 供 や 知 識 の 普 及 ・ 啓 発  

・ 妊 婦 と 未 成 年 の 飲 酒 防 止  

 

 

 

 

ラ イ フ  

ス テ ー ジ  
行 動 目 標  

全 て の 年 代  ● 飲 酒 に 関 す る 正 し い 知 識 を 身 に つ け 、 実 践 し ま し ょ う  

妊 娠 期  ● 妊 娠 中 の 飲 酒 は や め ま し ょ う  

乳 幼 児 期  

（ 0～ 5 歳 ）  

● 授 乳 中 の 飲 酒 は や め ま し ょ う  

● ア ル コ ー ル の 誤 飲 事 故 に 気 を つ け ま し ょ う  

学 童 ・ 思 春 期  

（ 6～ 19 歳 ）  

● ア ル コ ー ル は 絶 対 口 に し な い よ う に し ま し ょ う  

● ア ル コ ー ル が 健 康 に 及 ぼ す 害 を 知 り ま し ょ う  

● ア ル コ ー ル を 勧 め ら れ て も き っ ぱ り と 断 り ま し ょ う  

青 壮 年 期  

（ 20～ 39 歳 ）  

● 自 分 の ア ル コ ー ル に 対 す る 体 質 を 知 り ま し ょ う  

● 適 正 飲 酒 を 心 が け ま し ょ う  

● 休 肝 日 を 設 け ま し ょ う  

中 年 期  

（ 40～ 64 歳 ）  

● 飲 酒 マ ナ ー を 守 り ま し ょ う  

● 休 肝 日 を 設 け ま し ょ う  

● 適 正 飲 酒 を 心 が け ま し ょ う  

高 齢 期  

（ 65 歳 以 上 ）  

● 飲 酒 マ ナ ー を 守 り ま し ょ う  

● 休 肝 日 を 設 け ま し ょ う  

● 適 正 飲 酒 を 心 が け ま し ょ う  

※ 泉 南 市 お 役 立 ち 情 報 ※  

● 健 診 結 果 等 に つ い て の ご 心 配 は 健 康 相 談 を ご 利 用 く だ さ い 。 保 健 セ ン タ ー

（ 482 ｰ 7615） で 実 施 し て い ま す 。 詳 し く は 毎 月 の 広 報 せ ん な ん や ホ ー

ム ペ ー ジ を ご 確 認 く だ さ い 。  

● 適 正 飲 酒 等 に つ い て 、 保 健 セ ン タ ー で 情 報 提 供 を 行 な っ て い ま す 。  
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適 正 飲 酒 量 を ご 存 じ で す か ？  

厚 生 労 働 省 が 推 進 す る 「 健 康 日 本  21（ 第 2 次 ）」 で は 、「 節 度 あ る 適 度 な 飲 酒 」（ 適

正 飲 酒 ） は 、 1 日 平 均 純 ア ル コ ー ル で 約  20g 程 度 で あ る と さ れ て い ま す 。  

酒 類 の 換 算 の 目 安 は 次 の よ う に な り ま す 。  

清 酒 1 合 （ 180ml）  

 

 

 

 
 
  
              資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 平 成 24 年  国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 結 果 」  

指  標  現 状 値  
目 標 値  

（ 平 成 35 年 度 ）

① 妊 婦 の 飲 酒 が な く な る  調 査 中  0.0％  

② 休 肝 日 を 週 2 回 設 け て い る 人 が 増 え る

男 性 ： 55.4％  増 加  

女 性 ： 86.8％  増 加  

③ 適 正 飲 酒 量 を 知 っ て い る 人 が 増 え る  

男 性 ： 58.6％  増 加  

女 性 ： 46.6％  増 加  

【取り組みの達成指標】

ビール

（約500ml）

中瓶１本

焼酎

（135ml）

20度

焼酎

（110ml）

25度

焼酎

（80ml）

30度

チュウハイ

（350ml）

7度

ウイスキー
ダブル

（60ml）

1杯

ワイン

（240ml）

2杯
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７．たばこ 

た ば こ は 、 が ん や 心 疾 患 、 脳 血 管 疾 患 等 と 関 連 が あ り ま す 。 妊 娠 中 の 喫 煙 は 、

流 産 や 低 出 生 体 重 児 の 出 産 、早 産 に も つ な が り ま す 。特 に 妊 婦 に 関 し て は 、禁 煙

や 受 動 喫 煙 防 止 の 普 及・啓 発 を 図 っ て い く こ と が 大 切 で す 。そ し て 、生 ま れ て き

た 子 供 が 将 来 た ば こ を 吸 わ な い よ う に 、親 の 支 援 と 子 供 の 支 援 の 両 立 を 図 っ て い

く こ と が 必 要 で す 。ま た 、た ば こ を 吸 っ て い る 人 の 減 少 の た め に 、禁 煙 を 希 望 す

る 人 が 、 継 続 的 に 禁 煙 が で き る よ う 、 専 門 医 療 機 関 へ つ な ぐ 支 援 を 行 い ま す 。  

 

  

目 標  
取 り 組 み 方 策  

市 民  

① 受 動 喫 煙 防 止 対 策 の 周 知  

 受 動 喫 煙 防 止 対 策 を 知 り 、 た ば こ の 害 か ら

自 分 の 身 を 守 り ま し ょ う  

 受 動 喫 煙 防 止 対 策 を 知 ら な い 人 へ 伝 え 、 広

め ま し ょ う  

 喫 煙 者 は 、 指 定 さ れ た 場 所 で マ ナ ー を 守 っ

て 吸 い ま し ょ う  

② 妊 婦 や 未 成 年 の 喫 煙 を な く す  

 妊 娠 ・ 授 乳 中 は 禁 煙 し 、 子 供 を た ば こ の 害

か ら 守 り ま し ょ う  

 た ば こ の 害 に つ い て 知 り ま し ょ う  

③ た ば こ を 吸 っ て い る 人 の 減 少  

（ た ば こ を や め た い 人 の 喫 煙 率 の 低 下 ）

 禁 煙 教 育 等 の 講 演 会 に 積 極 的 に 参 加 し ま し

ょ う  

 禁 煙 サ ポ ー ト を 受 け ま し ょ う  
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～  慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患 （ COPD） と は ？  ～  

 人 間 の 体 に と っ て 有 害 な 粒 子 や ガ ス を 吸 い 込 ん で し ま う こ と で 、 肺 や 気 管 支 が 炎

症 を 起 こ し 、 そ れ が も と に な っ て 呼 吸 が 上 手 く で き な く な る 症 状 が 現 れ る 病 気 を 、

「 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患 (COPD)」 と 言 い ま す 。  

 以 前 は 、 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患 を 引 き 起 こ す 原 因 疾 患 と し て 「 肺 気 腫 」 と 「 慢 性 気 管

支 炎 」 に 厳 密 に 分 類 さ れ て い ま し た 。 し か し 現 在 で は 、 両 者 と も 喫 煙 が 原 因 で あ る

場 合 が ほ と ん ど で 、 ま た 両 疾 患 が 合 併 す る こ と が 多 い こ と か ら 、 こ の 二 つ の 疾 患 に

よ る 閉 塞 性 肺 疾 患 を 合 わ せ て 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患 （ COPD） と 呼 ぶ よ う に な り ま し た 。

取 り 組 み 方 策  

関 係 機 関 ・ 団 体  行 政  

事 業 者  

 受 動 喫 煙 防 止 に つ い て 宣 伝 し ま す  

 COPD に つ い て 知 識 の 普 及 に 努 め ま す

 未 成 年 の た ば こ の 害 に つ い て 表 示 し ま

す  

 

施 設 ・ 飲 食 店 等  

 分 煙 ・ 禁 煙 等 の 表 示 を 明 確 に し 、 わ か

り や す く 表 示 し ま す  

 妊 婦 や 子 供 に 配 慮 し 、 分 煙 や 禁 煙 対 策

に 協 力 し ま す  

 建 物 内 禁 煙 を 実 施 し ま す  

 

保 育 所 や 学 校 等 の 教 育 機 関  

 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 で は 、 た ば こ の 害 や

受 動 喫 煙 防 止 対 策 に つ い て 教 育 し ま す

 

 受 動 喫 煙 防 止 対 策 の 知 識 の 普 及・啓 発 を 行 い

ま す  

 た ば こ の 害 、 特 に COPD に つ い て 市 民 に 普

及 ・ 啓 発 し ま す  

 

 妊 娠 届 出 時 に 喫 煙 妊 婦 に 禁 煙 指 導 を 行 い ま

す  

 喫 煙 が 胎 児 へ 及 ぼ す 影 響 を 普 及・啓 発 し ま す

 パ パ マ マ 教 室 、乳 幼 児 健 診 、訪 問 時 等 必 要 に

応 じ て 、親 へ 子 供 が た ば こ を 吸 わ な い よ う 啓

発 し ま す  

 思 春 期 教 育 に て 、禁 煙 の 必 要 性 を 啓 発 し ま す

 禁 煙 を 希 望 す る 人 に 禁 煙 指 導 が で き る 医 療

機 関 の 情 報 提 供 を 行 い ま す  

 禁 煙 場 所 を 増 や し ま す  

 禁 煙 し た 時 の 利 点 に つ い て 啓 発 し ま す  

 た ば こ の 害 に つ い て 、健 康 教 育 を 実 施 し ま す

 「 う ち の お 店 も 健 康 づ く り 応 援 団 の 店 」の 禁

煙 対 策 に 協 力 す る 店 を 増 や し ま す  
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【ライフステージ別の行動目標】  

取 り 組 み の 柱  

・ 禁 煙 の 推 進  

・ 受 動 喫 煙 の 防 止  

・ た ば こ の 害 に 関 す る 情 報 提 供 や 知 識 の 普 及 ・ 啓 発  

・ 禁 煙 支 援 プ ロ グ ラ ム の 提 供  

 

 

 

 

 

 

 

 

ラ イ フ  

ス テ ー ジ  
行 動 目 標  

全 て の 年 代  ● た ば こ の 害 や 受 動 喫 煙 の 害 を 知 り 、禁 煙・分 煙 に 協 力 し ま し ょ う

妊 娠 期  

● 妊 娠 中 は 禁 煙 し 、 お 腹 の 子 供 を た ば こ の 害 か ら 守 り ま し ょ う  

● 受 動 喫 煙 防 止 対 策 を 知 り ま し ょ う  

● 周 囲 の 人 に 、妊 婦 が た ば こ の 煙 を 吸 わ な い よ う 分 煙・禁 煙 に 協 力

し て も ら い ま し ょ う  

乳 幼 児 期  

（ 0～ 5 歳 ）  
● 子 供 を た ば こ の 害 か ら 守 り ま し ょ う  

学 童 ・ 思 春 期  

（ 6～ 19 歳 ）  

● た ば こ の 害 や 受 動 喫 煙 の 害 を 知 り 、「 た ば こ は 吸 わ な い 」強 い 意

志 を も ち ま し ょ う  

青 壮 年 期  

（ 20～ 39 歳 ）  

● た ば こ の 害 や 受 動 喫 煙 の 害 に つ い て 知 識 を 得 ま し ょ う  

● 禁 煙 を 希 望 す る 人 は 、 専 門 医 療 機 関 で 治 療 を 受 け ま し ょ う  

● た ば こ を 吸 う 人 は 、 マ ナ ー を 守 り 、 分 煙 し ま し ょ う  

中 年 期  

（ 40～ 64 歳 ）  

● た ば こ の 害 や 受 動 喫 煙 の 害 、 特 に COPD に つ い て 知 識 を 得 ま し

ょ う  

● 禁 煙 し た い 人 は 、 専 門 医 療 機 関 で 治 療 を 受 け ま し ょ う  

高 齢 期  

（ 65 歳 以 上 ）  

● た ば こ の 害 や 受 動 喫 煙 の 害 、 特 に COPD に つ い て 知 識 を 得 ま し

ょ う  

● 喫 煙 者 は 禁 煙 に チ ャ レ ン ジ し ま し ょ う  

※ 泉 南 市 お 役 立 ち 情 報 ※  

● 禁 煙 を 希 望 す る 人 は 、 専 門 医 療 機 関 に つ い て 情 報 提 供 を 行 っ て い ま す 。  

詳 し く は 、 保 健 セ ン タ ー （ 482-7615） へ お 問 合 せ く だ さ い 。  

● COPD 等 た ば こ の 害 や 、 受 動 喫 煙 防 止 に つ い て 保 健 セ ン タ ー で 情 報 提 供 を

行 っ て い ま す 。  
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指  標  現 状 値  
目 標 値  

（ 平 成 35 年 度 ）  

① 妊 娠 中 の 喫 煙 が な く な る  5.0％  0.0％  

② 喫 煙 者 が 減 る  

男 性 ： 33.8％  20.0％  

女 性 ： 9.7％  5.0％  

③ 吸 っ て い る 人 で 禁 煙 に 関 心 の あ る 人

が 増 え る  

男 性 ： 25.3％  増 加  

女 性 ： 30.9％  増 加  

④ 全 面 禁 煙 の 施 設 を 増 や す  現 在 27 施 設  増 加  

【取り組みの達成指標】

た ば こ の 害 や 受 動 喫 煙 の  

害 に つ い て 知 識 を 得 ま し ょ う 。

健 康 の た め 禁 煙 し ま し ょ う ！  
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８．健康診査と健康管理 

が ん や 循 環 器 ・ 脳 血 管 疾 患 は 、 日 本 の 主 要 な 死 亡 原 因 で あ り 、 泉 南 市 で も 50

歳 代 以 上 の 死 因 の 上 位 と な っ て い ま す 。  

し か し 泉 南 市 は 、が ん 検 診 受 診 率 が 大 阪 府 下 で も 低 く 、ま た 循 環 器・脳 血 管 疾

患 を 招 く 高 血 圧 の 方 が 多 い 現 状 が あ り ま す 。  

平 均 寿 命 の 延 伸 と 、そ れ を 上 回 る 健 康 寿 命 の 延 伸 に む け て 、早 期 発 見・治 療 の

た め の 受 診 率 の 向 上 や 、健 康 に 関 す る 情 報 の 発 信 や 知 識 の 普 及・啓 発 、生 活 習 慣

改 善 に 向 け た 相 談 ・ 支 援 体 制 づ く り が 重 要 で す 。  

 

 

目 標  
取 り 組 み 方 策  

市 民  

① が ん 検 診 の 受 診 率 向 上  

 定 期 的 に が ん 検 診 を 受 け 、 が ん の 早 期 発 見 ・

早 期 治 療 を 心 が け ま し ょ う  

 検 診 結 果 で 要 精 密 検 査 の 場 合 は 、速 や か に 専

門 医 を 受 診 し ま し ょ う  

 近 所 の 人 や 友 人 と 誘 い 合 い 、が ん 検 診 を 受 け

ま し ょ う  

② 特 定 健 診 受 診 率 の 向 上  

 特 定 健 診 を 受 診 し ま し ょ う  

 近 所 の 人 や 友 人 と 誘 い 合 い 、健 診 を 受 け ま し

ょ う  

 必 要 に 応 じ て 保 健 指 導 や 治 療 を 受 け る よ う

に し ま し ょ う  

③ 循 環 器 疾 患 に 関 す る 有 病 者 ・ 予 備 群

の 減 少 と 重 症 化 予 防  

 生 活 習 慣 病 予 防 の 正 し い 知 識 を 得 ま し ょ う  

 健 診 結 果 か ら 自 分 の 健 康 状 態 を 知 り 、正 し い

生 活 習 慣 を 心 が け ま し ょ う（ 特 に 高 血 圧 ・ 脂

質 異 常 症 ・ 糖 尿 病 ）  

 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム に つ い て 理 解 し

ま し ょ う  

 適 正 体 重 を め ざ し 、 維 持 し ま し ょ う  

 治 療 が 必 要 な 場 合 は 、 受 診 を し ま し ょ う  

 医 師 と 相 談 し な が ら 、自 分 の 治 療 内 容 を 理 解

し ま し ょ う  
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乳 ・ 子 宮 が ん 検 診  

乳 ・ 子 宮 が ん の 早 期 発 見 、 早 期 治 療 を 目 的  

に 、 保 健 セ ン タ ー で は 検 診 車 に よ る 乳 ・ 子 宮  

が ん 検 診 を 実 施 し て い ま す 。 今 後 は さ ら に ポ  

ス タ ー や リ ー フ レ ッ ト 等 を 活 用 し て 、 検 診 に  

関 す る 情 報 や 知 識 の 普 及 ・ 啓 発 を 積 極 的 に 行  

い 、 検 診 を 受 け や す い 環 境 整 備 に も 努 め ま す 。  

  

取 り 組 み 方 策  

関 係 機 関 ・ 団 体  行 政  

医 療 機 関  

 定 期 検 診 の 必 要 性 を 普 及 ・ 啓 発 し ま す  

 検 査 方 法 に つ い て 、わ か り や す く 説 明 し

ま す  

医 師 会  

 市 と 連 携 し 、受 診 率 の 向 上 、精 度 管 理 を

行 い ま す  

地 区 組 織 の 団 体  

 が ん 検 診 の 必 要 性 を 広 め ま す  

 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 の 重 要 性 を 広 め ま す  

 専 門 知 識 を 用 い て わ か り や す く 説 明 し ま す

 特 に 若 い 世 代 へ の 受 診 勧 奨 を 工 夫 し ま す  

 が ん 検 診 を 受 け や す い 環 境 整 備 に 努 め ま す

 精 密 検 査 が 必 要 な 場 合 は 、 専 門 医 療 機 関 の

紹 介 を 行 い ま す  

 医 師 会 と 連 携 し 、 受 診 率 向 上 ・ 精 度 管 理 を

行 い ま す  

医 療 機 関  

 定 期 健 診 の 必 要 性 を 伝 え て い き ま す  

 健 診 結 果 に つ い て 、わ か り や す く 説 明 し

ま す  

地 区 組 織 の 団 体  

 健 診 の 必 要 性 を 広 め ま す  

 が ん 検 診 の セ ッ ト 検 診 等 、 健 診 を 受 け や す

い 環 境 整 備 に 努 め ま す  

 必 要 な 場 合 は 、 健 康 教 室 や 健 康 相 談 を 案 内

し ま す  

 専 門 知 識 を 用 い て わ か り や す く 説 明 し ま す

医 療 機 関  

 生 活 習 慣 病 や 治 療 内 容 等 、わ か り や す く

説 明 し ま す  

 生 活 習 慣 病 予 防 の 正 し い 知 識 の 普 及 ・ 啓 発

を 行 い ま す  

 生 活 習 慣 病 予 防 に つ い て 、 健 康 教 室 や 相 談

等 利 用 し や す い サ ー ビ ス を 提 供 し ま す  

 保 健 所 と 協 力 し 、 広 域 で 減 塩 キ ャ ン ペ ー ン

等 を 推 進 し ま す  

 未 受 診 の 場 合 は 、 受 診 勧 奨 を 行 い ま す  
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【ライフステージ別の行動目標】 

取 り 組 み の 柱  

・ 若 い 世 代 へ の 受 診 勧 奨 の 工 夫  

・ 受 診 率 ア ッ プ の 工 夫  

 

 

 

 

 

ラ イ フ  

ス テ ー ジ  
行 動 目 標  

全 て の 年 代  ● 自 分 の 健 康 に 関 心 を も ち 、 各 種 健 (検 )診 等 を 受 診 し ま し ょ う  

妊 娠 期  ● 妊 婦 健 診 を 受 け 、 お 腹 の 子 供 と 自 分 の 健 康 管 理 を 行 い ま し ょ う

乳 幼 児 期  

（ 0～ 5 歳 ）  
● 乳 幼 児 健 診 を 受 け ま し ょ う  

学 童 ・ 思 春 期  

（ 6～ 19 歳 ）  
● 自 分 の 健 康 に 関 心 を も ち ま し ょ う  

青 壮 年 期  

（ 20～ 39 歳 ）  
● 健 診 を 受 け 、 自 分 の 健 康 管 理 に 努 め ま し ょ う  

中 年 期  

（ 40～ 64 歳 ）  

● が ん 検 診 を 受 け ま し ょ う  

● 精 密 検 査 が 必 要 な 場 合 は 、 必 ず 専 門 医 療 機 関 を 受 診 し ま し ょ う

● 年 に 1 回 、 特 定 健 診 を 受 け ま し ょ う  

治 療 が 必 要 な 場 合 は 、 医 療 機 関 を 受 診 し ま し ょ う  

高 齢 期  

（ 65 歳 以 上 ）  

● 定 期 的 に が ん 検 診 ・ 特 定 健 診 を 受 け 、 治 療 が 必 要 な 場 合 は 医 療

機 関 を 受 診 し ま し ょ う  

※ 泉 南 市 お 役 立 ち 情 報 ※  

● 各 種 が ん 検 診 （ 胃 が ん ・ 大 腸 が ん ・ 肺 が ん ・ 乳 が ん ・ 子 宮 が ん 検 診 ） を 実

施 し て い ま す 。詳 し く は 、「 泉 南 市 立 保 健 セ ン タ ー だ よ り 」・広 報 せ ん な ん ・

ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。  

お 問 合 せ は 、 保 健 セ ン タ ー （ 482-7615） ま で ご 連 絡 く だ さ い 。  

● 医 師 ・ 栄 養 士 に よ る 、 健 康 相 談 を 実 施 し て い ま す 。 予 約 制 で す の で 、 保 健

セ ン タ ー ま で ご 連 絡 く だ さ い 。  

● 妊 娠 届 出 時 に 、 妊 婦 健 診 の 受 診 券 を お 渡 し し て い ま す 。 詳 し く は 、 保 健 セ

ン タ ー ま で ご 連 絡 く だ さ い 。  
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【取り組みの達成指標】 

 

  

指  標  現 状 値  
目 標 値  

（平成 35 年度） 

① 血 糖 高 値 （ 空 腹 時 血 糖 値 ≧ 126 mg/dl、

随 時 血 糖 値 ≧ 200 mg/dl、 HbA1c

（ NGSP） ≧ 6.5 %） の 者 の 割 合 が 減 る

<服 薬 者 含 む > 

11.0% 

（ 平 成 24 年 度 ）  
現 状 維 持  

② 血 圧 高 値（ 収 縮 期 血 圧 が 160mmHg 以 上

ま た は 拡 張 期 血 圧 が 100mmHg 以 上 ）の

者 の 割 合 が 減 る  

<服 薬 者 含 む > 

7.2% 

（ 平 成 24 年 度 ）  
5.0％ （30.0％減少）

③ 高 血 圧 の 要 医 療 者 が 減 る  
31.3% 

（ 平 成 24 年 度 ）  
26.6％ （15.0％減少）

④ 虚 血 性 心 疾 患 の SMR が 減 る    
SMR 108.7 

（平成 17～21 年） 
減 少  

⑤ 脳 血 管 疾 患 の SMR が 減 る    
SMR 91.2 

（平成 17～21 年） 
減 少  

⑥ 健 康 教 室 に 参 加 す る 人 が 増 え る  
参 加 延 人 員 /727 人

（ 平 成 24 年 度 ）  
増 加  

⑦ メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 該 当 者 及 び

予 備 群 の 数 が 減 る  

1,025 人 （27.9%）

（ 平 成 24 年 度 ）  
20.9％ （２5.0％減少）

⑧ 健 康 寿 命 （ 日 常 生 活 に 制 限 の な い 期 間 ）

を 伸 ば す  

平 均 寿 命

（平成 22 年） 

男 性 ： 79.35 歳  

女 性 ： 84.37 歳  

健 康 寿 命

（平成 22 年） 

男 性 ： 77.65 歳  

女 性 ： 80.91 歳  

平 均 寿 命 の 増 加 分

を 上 回 る 健 康 寿 命

の 増 加  

84 85



第 4章 計画の内容 

 

80 
 

  

指  標   現 状 値  
目 標 値  

（ 平 成 35 年 度 ）

⑨ 脂 質 異 常 症 （ 中 性 脂 肪 ≧ 150mg/dL ま

た は  HDL＜ 40mg/dL ま た は LDL≧

120mg/dL） の 割 合 が 減 る  

<服 薬 者 含 む > 

34.8% 

（ 平 成 24 年 度 ）  
30.0％  

⑩ が ん 検 診 受 診 率 が 向 上 す る  

子 宮 頸 が ん ： 22.2％

（ 平 成 24 年 度 ）  
35.0％  

大 腸 が ん ： 12.3％  

（ 平 成 24 年 度 ）  
30.0％  

胃 が ん ： 4.1％  

（ 平 成 24 年 度 ）  
21.5％  

肺 が ん ： 4.9％  

（ 平 成 24 年 度 ）  
28.3％  

乳 が ん ： 18.7％  

（ 平 成 24 年 度 ）  
40.0％  

⑪ 特 定 健 康 診 査 受 診 率 が 向 上 す る  
30.1％  

（ 平 成 24 年 度 ）  

60.0％  

（ 平 成 29 年 度 ）  
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１．食育の基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

『 食 』は 、心 身 の 健 康 を 維 持 し 、私 た ち の 生 活 の 基 本 と な り 、日 常 生 活 の あ ら

ゆ る 場 面 に お い て 、重 要 な 役 割 を 担 っ て い ま す 。ま た 、命 を つ な ぐ も の だ け で は

な く 、人 生 に お け る 楽 し み や 喜 び 、人 と 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 等 さ ま ざ ま な

場 面 で 、 人 生 を 豊 か に す る 重 要 な 意 味 を も っ て い ま す 。   

し か し 近 年 、食 を 取 り 巻 く 環 境 は 大 き く 変 化 し 、核 家 族 化 や ラ イ フ ス タ イ ル の

変 化 に 伴 う 、家 族 と 食 卓 を 囲 む 機 会 の 減 少 、食 生 活 の 乱 れ や 偏 り 等 に よ る 生 活 習

慣 病 の 増 加 、 食 の 安 全 ・ 安 心 等 、 さ ま ざ ま な 問 題 が 生 じ て い ま す 。   

こ れ ら の 状 況 か ら 、 国 で は 平 成  17 年 に 食 育 基 本 法 を 制 定 し ま し た 。 そ の 前

文 に お い て 食 育 を「 生 き る 上 で の 基 本 で あ っ て 、知 育 、徳 育 及 び 体 育 の 基 礎 と な

る べ き も の 」 と し 、 ま た 「『 食 』 に 関 す る 知 識 と 『 食 』 を 選 択 す る 力 を 習 得 し 、

健 全 な 食 生 活 を 実 践 す る こ と が で き る 人 間 を 育 て る こ と 」 と し て い ま す 。  

さ ら に 平 成 18 年 3 月 に は「 食 育 推 進 基 本 計 画 」を 策 定 し 、国 民 運 動 と し て の

取 り 組 み を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し て い く こ と と し て い ま す 。  

そ こ で 、泉 南 市 に お い て も 食 育 基 本 法 に 基 づ き「 食 育 推 進 計 画 」を 策 定 し 、体

系 的 に 食 育 を 推 進 し ま す 。   

  

食 育 と は ・ ・ ・  

○ 生 き る 上 で の 基 本 で あ っ て 、 知 育 、 徳 育 及 び 体 育 の 基 礎 と

な る べ き も の  

○ 『 食 』 に 関 す る 知 識 と 『 食 』 を 選 択 す る 力 を 習 得 し 、 健 全

な 食 生 活 を 実 践 す る こ と が で き る 人 間 を 育 て る こ と  
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２．泉南市における食育推進のポイント 

食 育 の 推 進 に あ た っ て は ､家 庭 や 保 育 所 ､幼 稚 園 ､小 中 学 校 ､関 係 団 体 ､ボ ラ ン テ

ィ ア 、地 域 保 健 や 職 域 保 健 の 担 当 者 等 、あ ら ゆ る 関 係 者 が 連 携 し 協 力 し て 推 進 し

て い く こ と が 大 切 で す 。市 の 関 係 各 課 が 協 力 し て 食 育 に 取 り 組 む 体 制 を 整 備 す る

と と も に 、関 係 機 関 や 市 民 組 織 、ボ ラ ン テ ィ ア 等 と の 連 携 を 深 め 食 育 推 進 体 制 の

充 実 を 図 り ま す 。そ こ で 、食 育 を み ん な で 効 果 的 に 推 進 す る た め 、以 下 の 目 標 を

掲 げ て 、 関 係 者 が 共 通 の 目 標 と し て 取 り 組 む こ と と し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

計 画 の 推 進 に あ た っ て は 、市 民 ・ 家 庭 、行 政 、地 域 の ボ ラ ン テ ィ ア 、保 育 所 ・

幼 稚 園 ・ 学 校 、保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 関 係 者 、農 林 漁 業 者 ・ 商 工 会 等 が 連 携 を 図 り 協

働 し て 推 進 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食 育 推 進 体 制 を 整 備 し 、市 民 一 人 ひ と り が 食 を 通 じ て

正 し い 知 識 と 行 動 力 を 身 に つ け 実 践 で き る ま ち  

泉 南 市 に お け る 食 育 の 推 進  

泉 南 市 食 育 推 進 協 議 会  

泉 南 市 食 育 推 進  
関 係 団 体  

地   域  

連     携  

庁 内 で の 担 当 者 会 議  

行 政  

保 健 所  

保 育 ・ 教 育  

関 係 者  

学 識 経 験 者  

保 健 ・ 医 療 ・  

福 祉 関 係 機 関  
市 民 団 体  

Ｎ Ｐ Ｏ  

商 工 会  

農 林 漁 業 関 係  

企 業 ・ 団 体  
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食 育 推 進 体 制 の 整 備  

（ １ ） 食 生 活 に 関 す る 市 民 の 実 態 把 握  

 食 に 関 す る 諸 課 題 に は 、従 来 か ら 各 学 校・幼 稚 園・保 育 所 等 そ れ ぞ れ の 機 関 で

取 り 組 ん で き ま し た が 、全 市 的 な 取 り 組 み と は な っ て い ま せ ん 。食 育 に つ い て は 、

あ ら ゆ る ラ イ フ ス テ ー ジ に お い て 総 合 的 な 施 策 と し て 実 施 す る こ と が 必 要 な こ

と か ら 、 各 ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 食 生 活 上 の 課 題 を 把 握 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 そ の た め 、市 民 対 象 に 食 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し 、そ こ か ら 得 ら れ た

現 状・課 題 に 対 し 、全 市 的 な 体 制 の も と 、総 合 的 か つ 計 画 的 に 食 育 の 推 進 が 図 ら

れ る よ う 努 め ま す 。  

 

（ ２ ） 泉 南 市 食 育 推 進 協 議 会 の 設 置  

食 育 に つ い て 市 民 一 体 と な っ た 取 り 組 み を 推 進 す る た め 、情 報 交 換 と 連 携 の 促

進 を 図 る こ と が 必 要 で す 。そ の た め 、広 く 市 民 各 層 の 意 見 を 施 策 に 反 映 さ せ る 場

と し て 、 庁 内 の 担 当 者 会 議 、 さ ら に は 泉 南 市 食 育 推 進 協 議 会 の 設 置 に 努 め ま す 。 

 ま た 、こ の 協 議 会 に お い て 、食 育 の 推 進 に 携 わ る 団 体 、機 関 の 連 携 を 深 め 、食

育 を 市 民 運 動 と し て 推 進 し ま す 。  

 

（ ３ ） 地 域 に お け る 食 育 推 進 の た め の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り  

 食 育 を 市 民 運 動 と し て 推 進 す る た め に は 、身 近 な 市 町 村 、地 域 に お け る 食 育 の

推 進 役 が 必 要 で す 。地 域 に お け る 関 係 団 体・機 関 等 の ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し 、地

域 の 食 育 の 推 進 拠 点 を 定 め 、多 種 多 様 な 主 体 か ら 食 を 学 ぶ 機 会 が 提 供 さ れ る 体 制

を 整 備 し て い き ま す 。  

 

（ ４ ） 大 学 、 医 療 機 関 、 研 究 機 関 等 と の 連 携  

 食 の 安 全 や 健 康 づ く り 等 に つ い て 、専 門 的 知 識 や ノ ウ ハ ウ を 蓄 積 し て い る 大 学

等 の 専 門 機 関 と 連 携 し 、適 切 な 情 報 を 市 民 と 共 有 し 、食 育 の リ ー ダ ー と し て 地 域

活 動 を 行 う 体 制 を 整 備 し ま す 。  

 

（ ５ ） 積 極 的 な 情 報 提 供 、 意 見 交 換  

 ホ ー ム ペ ー ジ や メ ー ル マ ガ ジ ン 等 の 活 用 に よ り 、食 に つ い て の 情 報 提 供 を 図 る

ほ か 、食 に つ い て 身 近 に 考 え る 機 会 の 確 保 や 、食 に 対 す る 理 解 を 深 め る こ と が で

き る よ う 、 情 報 及 び 意 見 交 換 の 機 会 を 提 供 し ま す 。  
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３．食育に関する現状と課題 

1） 食 育 の 認 知 と 食 育 へ の 関 心 の 状 況  

「 食 育 」と い う 言 葉 を 知 っ て い る 人（「 言 葉 も 意 味 も 知 っ て い た 」も し く は「 言

葉 は 知 っ て い る が 、意 味 は 知 ら な か っ た 」と 回 答 し た 人 ）は  80.1％ と な っ て い

ま す 。 ま た 、 全 国 と 比 較 す る と 、「 言 葉 も 意 味 も 知 っ て い た 」 に つ い て は 、 大 阪

府 と 比 較 す る と 低 く 、「 食 育 」 の 認 知 状 況 が 低 い こ と が う か が え ま す 。  

さ ら に 、食 育 に 関 心 が あ る 人 は 、大 阪 府 よ り も 低 く な っ て い ま す 。望 ま し い 食

生 活 を 実 践 す る た め に も す べ て の 年 代 で 食 育 を 理 解 し 関 心 を も つ 人 を 増 や す た

め の 働 き か け が 必 要 で す 。  

 

食育の認知状況の比較  
 

 

資 料 ：「 泉 南 市 市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 （ 平 成 25 年 ）」  
大 阪 府 「「 食 育 」 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 （ 平 成 22 年 ）」  

内 閣 府 「 食 育 に 関 す る 意 識 調 査 （ 平 成 24 年 ）」  
 

 
食育に対する関心の状況の比較  

 

 
資 料 ：「 泉 南 市 市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 （ 平 成 25 年 ）」  

大 阪 府 「「 食 育 」 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 （ 平 成 22 年 ）」  
内 閣 府 「 食 育 に 関 す る 意 識 調 査 （ 平 成 24 年 ）」  

45.8 

65.7 

45.1 

34.3 

29.0 

31.8 

19.8 

5.1 

23.1 

0 20 40 60 80 100

泉 南 市

大 阪 府

全 国

意味も言葉も知っていた

言葉は知っていたが、意味は

知らなかった

言葉も意味も知らなかった

28.3

49.8

34.9

46.7

39.0

39.4

11.5

6.0 

15.1

5.6

1.6 

9.5

7.8

3.0 

1.2

0 20 40 60 80 100

泉 南 市

大 阪 府

全 国

関心がある

どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない

関心がない

わからない

（％）

（％）
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2） 朝 食 の 喫 食 状 況  

 

小 学 生 ・ 中 学 生  

朝 食 の 喫 食 状 況 で は 全 国 と 比 較 し て 、 泉 南 市 の 小 学 校 5 年 生 及 び 中 学 校 2 年

生 の 男 女 共 に 、 朝 食 を 「 毎 日 食 べ る 」 子 供 の 割 合 が 低 く 、「 1 週 間 の う ち 食 べ な

い こ と の 方 が 多 い 」及 び「 ほ と ん ど 食 べ な い 」と 回 答 し た 者 の 割 合 が 高 く な っ て

い ま す 。  

 

資 料 ：「 泉 南 市 食 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 （ 平 成 25 年 ）」  
独 立 行 政 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー      

「 児 童 生 徒 の 食 生 活 実 態 調 査 （ 平 成 22 年 ）」  

20 歳 以 上 市 民  

全 国 と 泉 南 市 の 性 ・ 年 齢 別 の 朝 食 欠 食 率 の 比 較 で は 、 男 性 で は 40 歳 代 及 び

60 歳 代 、 女 性 で は 50 歳 代 及 び 60 歳 代 以 外 の 年 代 で 全 国 と 比 較 し 、 朝 食 の 欠

食 率 が 高 く な っ て い ま す 。  

 
 

資 料 ：「 泉 南 市 市 民 ア ン ケ ー ト 調 査 （ 平 成 25 年 ）」  
内 閣 府 「 食 育 に 関 す る 意 識 調 査 （ 平 成 24 年 ）」  

87.3

68.0

85.9

76.4

91.1

85.2

89.9

85.1

10.1

19.6

9.2

11.8

7.1

11.5

6.8

11.4

0.7

6.6

1.2

4.5
0.6

2.2
1.4

2.3

1.9

5.7

3.8

7.3

1.2

1.1

1.8

1.2

0 20 40 60 80 100

全国中学2年生女子

泉南市中学2年生女子

全国中学2年生男子

泉南市中学2年生男子

全国小学5年生女子

泉南市小学5年生女子

全国小学5年生男子

泉南市小学5年生男子

毎日食べる 1週間のうち食べることのほうが多い

1週間のうち食べないことのほうが多い ほとんど食べない

27.3 

15.9 16.7 16.0 

5.8 5.4 

18.4 

11.1 
7.7 

4.9 
3.6 3.0 

15.7
12.8

20.6

8.9 8.0

3.8

14.0

6.5
3.4

5.3
3.7

1.5
0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

男性 女性

泉南市

全国

（％）

（％） 

92 93



第 5章 食育推進計画 

 
 

87 
 

3） 家 庭 で の 共 食 状 況  

 

保 育 所 ・ 幼 稚 園 ・ 小 学 校 ・ 中 学 校  

男 性 は 20 歳 代 及 び 30 歳 代 、 女 性 は 20 歳 代 に お い て 、 朝 食 を 家 族 と 一 緒 に

「 ほ と ん ど 毎 日 食 べ る 」 割 合 が 他 の 年 代 と 比 較 し 、 最 も 低 く な っ て い ま す 。  

 
資料：「泉南市市民アンケート調査（平成 25 年）」 

78.9

79.3

70.1

43.6

8.4

11.3

12.1

14.1

8.2

8.1

9.9

14.9

4.5

1.3

7.9

27.4

0 20 40 60 80 100

保育所(園)

幼稚園

小学校

中学校
ほぼ毎日家族のだれかと食べる

1週間のうち家族のだれかと食べ

る日の方が多い

1週間のうち家族のだれかと食べ

ない日の方が多い

家族と一緒には食べない

48.0
35.0 

65.0 
56.3 

26.6 
18.2 

10.2 
10.2 

47.1 
67.3 

62.5 
34.4 

38.8 
48.0 

30.1 

4.5
4.1 

3.4 
4.7 

7.6 
3.4 
6.1 

4.4 
5.5 

4.8 
6.3 

5.9 
2.7 

1.4 

10.3
12.7 

8.3 
9.2 

10.9 
16.7 

23.7 
10.2 

10.1 
5.5 

8.9 
11.5 

12.9 
13.3 

6.8 

5.6
10.8 

6.7 
5.9 

10.9 
10.6 

18.6 
18.4 

5.5 
7.3 

4.8 
5.2 

7.1 
4.0 

6.8 

31.6
37.4 

20.0 
25.2 

46.9 
46.9 
44.1 

55.1 
32.9 

14.2 
19.0 

42.6 
35.3 

32.0 
54.8 

0 20 40 60 80 100

全体

男性全体

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

女性全体

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

男
性

女
性

ほとんど毎日食べる 週に4～5日食べる 週に2～3日食べる

週に1日程度食べる ほとんど食べない

男性  

女性  

（％）

（％）

家 庭 で の 共 食 状 況 （ 朝 食 ） で は 保 育 所 (園 )・ 幼 稚 園 で は 朝 食 を 「 ほ ぼ 毎 日 家 族

の だ れ か と 食 べ る 」 と 回 答 し た 子 供 の 割 合 が 高 い 一 方 で 、「 1 週 間 の う ち 家 族 の

だ れ か と 食 べ な い 日 の 方 が 多 い 」と 回 答 し た 子 供 の 割 合 は 中 学 生 で 最 も 高 く な っ

て い ま す 。   

 
資料：「泉南市食に関するアンケート調査（平成 25 年）」 

20 歳 以 上 市 民  
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4） 食 品 の 安 全 性 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 の 所 有 状 況  

食 品 の 安 全 性 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 に つ い て 、知 識 が あ る と 思 う 人 の 割 合 は 泉

南 市 で は 72.2％（「 十 分 に あ る と 思 う 」11.1％ 、「 あ る 程 度 あ る と 思 う 」61.1％

の 合 計 ）で あ り 、全 国 66.1％（「 十 分 に あ る と 思 う 」13.8％ 、「 あ る 程 度 あ る と

思 う 」 52.3％ の 合 計 ） と 比 べ て 高 く な っ て い ま す 。  

 

 
資料：泉南市データは「泉南市市民アンケート調査（平成 25 年）」 

全国データは内閣府「食育に関する意識調査（平成 24 年）」 
   

5） 地 域 の 郷 土 料 理 を 食 べ た り 、 地 場 産 物 の 活 用 状 況  

地 域 の 郷 土 料 理 を 食 べ た り 、地 場 産 物 を 活 用 し て い る 人 の 割 合 は 、男 性 よ り も

女 性 で 高 く 、 全 体 で は 37.2％ と な っ て い ま す 。  

 

 
資料：「泉南市市民アンケート調査（平成 25 年）」 

 

11.1

13.8

61.1

52.3

22.8

29.2

4.8

4.6

0 20 40 60 80 100

泉南市

全国

十分にあると思う

ある程度あると思う

あまりないと思う

まったくないと思う

37.2

30.5 

42.5 

62.8

69.5 

57.5 

0 20 40 60 80 100

全体

男性

女性

はい

いいえ

（％）

（％）
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6） 食 べ 方 へ の 関 心 度 の 状 況  

あ な た は 、噛 み 方 、味 わ い 方 と い っ た 食 べ 方 に 関 心 が あ り ま す か と の 問 い に

つ い て 、「 関 心 が あ る 」 と 答 え た 者 の 割 合 は 、 泉 南 市 71.4％ （「 関 心 が あ る 」

23.8％ 、「 ど ち ら か と い え ば 関 心 が あ る 」47.6％ の 合 計 ）で あ り 、全 国 73.1％

（「 関 心 が あ る 」 37.5％ 、「 ど ち ら か と い え ば 関 心 が あ る 」 35.6％ の 合 計 ） と

比 べ て わ ず か に 低 く な っ て い ま す 。  

 
資料：泉南市データは「泉南市市民アンケート調査（平成 25 年）」 

全国データは内閣府「食育に関する意識調査（平成 24 年）」 
 

7） 主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 を そ ろ え て 食 べ る 頻 度 の 状 況  

あ な た は 、 主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 を 3 つ そ ろ え て 食 べ る こ と が 1 日 に 2 回 以 上

あ る の は 、週 に 何 日 あ り ま す か と の 問 い に つ い て 、泉 南 市 で は「 ほ と ん ど 毎 日 」

と 答 え た 者 の 割 合 が  40.7％ 、「 週 に 4～ 5 日 」と 答 え た 者 の 割 合 が 24.0％ で

し た 。一 方 、全 国 で は「 ほ と ん ど 毎 日 」が 63.3％ 、「 週 に 4～ 5 日 」が 21.1％

で あ り 、泉 南 市 は 全 国 と 比 べ て「 ほ と ん ど 毎 日 」3 つ そ ろ え て 食 べ る 日 が 少 な

く な っ て い ま す 。  

 
資料：泉南市データは「泉南市市民アンケート調査（平成 25 年）」 

全国データは内閣府「食育に関する意識調査（平成 24 年）」 

 

23.8

37.5

47.6

35.6

20.1

18.8

5.9

7.8

2.6

0.3

0 20 40 60 80 100

泉南市

全国

関心がある

どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない

関心がない

わからない

40.7

63.3

24.0

21.1

23.2

11.3

12.0

4.3

0 20 40 60 80 100

泉南市

全国

ほとんど毎日

週に4～5日
週に2～3日
ほとんどない

（％）

（％）
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「食」をめぐる泉南市における現状と課題 

食 育 に 関 心 が あ る 人 は 、泉 南 市 で 75.0％（「 関 心 が あ る 」28.3％ 、「 ど ち ら

か と い え ば 関 心 が あ る 」 46.7％ の 合 計 ） と な っ て お り 、 大 阪 府 よ り も 低 く な っ

て い ま す 。 ま た 、 朝 食 の 欠 食 に 関 し て は 、 小 学 生 及 び 中 学 生 の 男 女 、 20 代 か ら

30 代 の 男 女 が 全 国 と 比 較 し 、 高 く な っ て い ま す 。  

泉 南 市 で は 従 来 か ら 各 学 校・幼 稚 園・保 育 所 等 そ れ ぞ れ の 機 関 で 取 り 組 ん で き

ま し た が 、今 後 、よ り 一 層 若 年 者 を 対 象 に 、食 育 に 関 す る 関 心 を 高 め 、朝 食 欠 食

を な く す 意 識 を 高 め る 取 り 組 み が 必 要 で す 。ま た 、各 ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ て バ

ラ ン ス の と れ た 食 事 を と る こ と や 栄 養 摂 取 に つ い て の 意 識 づ く り を 進 め る と と も

に 、あ ら ゆ る 場 面 に お い て 食 育 に 関 す る 正 し い 情 報 提 供 に 努 め る こ と が 必 要 で す 。 

  

主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 を 3 つ そ ろ え て 食 べ る こ と が 1 日 に 2 回 以 上 あ る 人 は 、 泉

南 市 で「 ほ と ん ど 毎 日 」と 答 え た 者 が  40.7％ と な っ て お り 、 全 国 と 比 較 し 、 低

く な っ て い ま す 。 食 事 の 内 容 に つ い て は 、 主 食 、 主 菜 、 副 菜 と い う 料 理 の 分 類 を

基 本 と す る こ と に よ り 、多 様 な 食 品 を 組 み 合 わ せ 、必 要 な 栄 養 素 を バ ラ ン ス よ く

と る こ と が で き ま す 。 厚 生 労 働 省 が 5 年 ご と に 策 定 す る 「 日 本 人 の 食 事 摂 取 基

準 」で は 、国 民 健 康・栄 養 調 査 等 の 調 査 結 果 を ふ ま え 、分 析 し た 結 果 か ら エ ネ ル

ギ ー 及 び 各 栄 養 素 の 摂 取 量 の 基 準 が 示 さ れ て お り 、健 康 の 維 持・増 進 と 欠 乏 症 予

防 の た め の 基 準 や 、過 剰 摂 取 に よ る 健 康 障 害 を 未 然 に 防 ぐ こ と を 目 的 と し た 基 準 、

生 活 習 慣 病 の 一 次 予 防 を 目 的 と し た 基 準 値 等 が 設 定 さ れ て い ま す 。健 康 増 進 、疾

病 予 防 の た め に は 、各 種 栄 養 素 に つ い て 過 不 足 の な い 適 量 を バ ラ ン ス よ く と る 必

要 が あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「日本人の食事摂取基準（2010）日本人の食事摂取基準について」 

日 本 人 の 食 事 摂 取 基 準 と は ？  

○ 日 本 人 の 食 事 摂 取 基 準 は 、 健 康 な 個 人 ま た は 集 団 を 対 象 と し て 、 国 民

の 健 康 の 維 持 ・ 増 進 、 生 活 習 慣 病 の 予 防 を 目 的 と し 、 エ ネ ル ギ ー 及 び

各 栄 養 素 の 摂 取 量 の 基 準 を 示 す も の で あ る 。   

 
○ 保 健 所 、 保 健 セ ン タ ー 、 民 間 健 康 増 進 施 設 等 に お い て 、 生 活 習 慣 病 予

防 の た め に 実 施 さ れ る 栄 養 指 導 、 学 校 や 事 業 所 等 の 給 食 管 理 に あ た っ

て 、 最 も 基 礎 と な る 科 学 デ ー タ で あ る 。   
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４．食育の達成指標 

 

  

分 野  指  標  現 状 値  
目 標 値  

（ 平 成 35 年 ）

食 

育 

食 育 の 認 知 度 の 向 上  80.1％  95.0％ 以 上  

食 育 に 関 心 を も っ て い る 人 が 増 え る  75.0％  95.0％ 以 上  

朝 食 を 欠 食 す る 人 が 減 る  

小 学 生  2.2％  0 .0％  

中 学 生  5.8％  0 .0％  

20 歳 代  

男 性  
27.3％  15.0％ 以 下  

30 歳 代  

男 性  
18.4％  15.0％ 以 下  

食 事 を 家 族 と 一 緒 に す る（ 共 食 す る ）人

が 増 え る  

小 学 生  82.3％  増 加  

中 学 生  57.7％  増 加  

20 歳以 上  52.5％  増 加  

食 品 の 安 全 性 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 を も っ て い る 人

が 増 え る  
72.2％  90.0％  

地 域 の 郷 土 料 理 を 食 べ た り 、 地 場 産 物 を 活 用 し て い

る 人 が 増 え る  
37.2％  50.0％ 以 上  

よ く 噛 ん で 味 わ っ て 食 べ る 等 の 食 べ 方 に 関 心 の あ る

人 が 増 え る  
71.4％  80.0％  

主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 を 3 つ そ ろ え て 食 べ る 人 が 増 え る 64.7％  80.0％  
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早寝・早起き・朝ごはん 

子供たちが健やかに成長していくためには、適切な運動、調和のとれた食事、

十分な休養・睡眠が大切です。しかし近年では、「よく身体を動かし、よく食

べ、よく眠る」という成長期の子供にとって当たり前で必要不可欠な基本的生

活習慣が大きく乱れています。  

 こうした基本的生活習慣の乱れが、学習意欲や体力、気力の低下の要因の一

つとして指摘されています。  

 そのため、「早寝・早起き・朝ごはん」国民運動の推進が文部科学省を中心

として展開されています。   
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５．食育に関する取り組み 

１ ） 食 育 推 進 施 策 の 方 向  

食 育 推 進 に あ た っ て は 、各 世 代 、各 時 期 の 食 生 活 等 の 特 性 、傾 向 、食 を め ぐ る

現 状 と 課 題 等 を ふ ま え 、各 分 野 別 施 策 に 取 り 組 む ほ か 、市 民 の ラ イ フ ス テ ー ジ に

応 じ た 取 り 組 み を 進 め る こ と が 重 要 で す 。  

そ こ で 、 次 の 6 つ の 視 点 を 大 切 に し 、 食 育 を 推 進 し ま す 。  

 

１  食 に 関 心 を も っ て 家 庭 で の 食 事 の 大 切 に し 、 正 し い 食 習 慣 を 身 に つ け る  

●  家 族 そ ろ っ て 食 事 す る 習 慣 を つ け る   

●  食 事 の マ ナ ー を 身 に つ け る  

●  「 い た だ き ま す 」、「 ご ち そ う さ ま 」 の あ い さ つ を か か さ ず 、 食 べ 物 に 感 謝 す

る 気 持 ち を 育 む  

 

 

２  食 を 楽 し み 、 選 択 す る 力 を つ け る  

●  食 を 楽 し む   

●  食 材 本 来 の 味 を 知 り 、 味 覚 を 育 て る  

●  食 べ 物 と 心 や 身 体 の 関 係 を 知 る  

●  栄 養 バ ラ ン ス 、 安 全 な 食 べ 物 、 食 品 衛 生 の 知 識 を 身 に つ け る  

●  食 品 の 表 示 を 理 解 し 、 食 の 情 報 を 見 分 け る 知 識 を 身 に つ け る  

 

 

３  体 験 を 通 じ た 食 育 の 推 進  

●  水 産 業 と の 現 場 が 近 い 利 点 を 生 か し 、 食 べ 物 の 生 産 に 関 わ る 体 験 を 増 や す  

●  自 分 で 食 事 を つ く る 体 験 を 増 や す   

●  自 分 で 献 立 を 考 え る   

●  自 ら 農 業 に 触 れ 、 体 験 す る 機 会 を 増 や す  

 

           

 

 

 

 

 

 

 

冬 休 み 親 子 ク ッ キ ン グ 教 室            男 性 ク ッ キ ン グ 教 室  
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４  食 育 を 進 め る 人 材 の 育 成 、 活 用  

●  栄 養 教 諭 、 栄 養 職 員 を 中 核 に し た 学 校 園 に お け る 食 育 の 推 進  

●  食 育 推 進 リ ー ダ ー の 養 成  

●  食 生 活 改 善 推 進 協 議 会 を 中 核 と し た 食 育 の 推 進 に 関 わ る ボ ラ ン テ ィ ア の 資 質

向 上 及 び 活 動 支 援  

●  新 た な 食 文 化 伝 承 の 担 い 手 の 育 成 （ 食 品 関 連 事 業 者 等 と の 連 携 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄 養 教 諭 に よ る 食 育 授 業    

       

 

 

 

 

 

 

 

 

保 育 所 ・ 幼 稚 園 で の 食 育 活 動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉 南 市 食 生 活 改 善 推 進 員 に よ る 食 育 活 動    食 品 関 連 事 業 者 に よ る 体 験 学 習  
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５  地 域 特 性 を 生 か し た 取 り 組 み  

●  食 環 境 に つ い て 考 え 、 食 べ 物 の 大 切 さ 、 自 然 の 恵 み に 感 謝 す る   

●  行 事 食 、 保 存 食 、 郷 土 料 理 、 泉 州 地 域 の 食 文 化 の 継 承  

●  地 産 地 消 の 推 進  

 

 

 

 

 

 

 

 

          菜 園 活 動               芋 掘 り  

 

 

 

 

 

 

 

 

だ い こ ん の 収 穫  

 

６  積 極 的 な 情 報 提 供 、 意 見 交 換  

●  「 毎 年 6 月 は 食 育 月 間 、 毎 月 19 日 は 食 育 の 日 」 の 啓 発 、 定 着  

●  学 校 園 で の 給 食 試 食 会 の 実 施  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉 南 市 食 生 活 改 善 推 進 員 に よ る         保 育 所 で の 給 食 試 食 会  

ス ー パ ー で の 食 育 PR 活 動         
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  ご存じですか？なにわの伝統野菜  

大阪は  江戸時代「天下の台所」と呼ばれたように、古くから食文化が栄え、

その食文化を支える大阪独特の野菜が多数ありました。しかし、戦後、農産物

の生産性を上げるための品種改良や農地の宅地化、食生活の洋風化が進み、地

域独特の歴史や伝統を有する品種が次々に店頭から消えていきました。  

 近年、こうした伝統ある野菜を見直そうという機運が高まり昔ながらの野菜

を再び味わってもらえるよう、大阪府では関係機関と協力し、各地域の農業者

が守ってきた「なにわの伝統野菜」の発掘と復活に取り組んできました。  

＜「なにわの伝統野菜」の基準＞  

(1)  概ね 100 年前から大阪府内で栽培されてきた野菜  

(2) 苗、種子等の来歴が明らかで、大阪独自の品目、品種であり、栽培に供する

苗、種子等の確保が可能な野菜 

(3)  府内で生産されている野菜  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

泉南市は、甘みがとても強く形が

扁平で特徴的な泉州黄たまねぎの

発祥の地とされています。  
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思春期 

高齢期 

６．行動目標（ライフステージ別の取り組み） 

市 民 の 食 育 に 対 す る 関 心 を 高 め る た め 、分 野 別 の 食 育 の 取 り 組 み を 進 め る と と

も に 、具 体 的 な 実 践 に 向 け て ラ イ フ ス テ ー ジ 別 の 現 状・課 題 に 対 応 し た 食 育 の 取

り 組 み を 展 開 し て い き ま す 。  

 

 

 

 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 ・     
  
 
 
 
 
  
   
 
 
 
 

各ライフステージに応じた食育の推進へ 

 

  

学童期 

 
 

次 世 代 へ  

 

 資 料 ： 内 閣 府 食 育 ガ イ ド よ り  

乳幼児期 

食 べ る 意 欲 の  

基 礎 を つ く り 、  

食 の 体 験 を 広 げ る

食 の 体 験 を 深 め 、
自 分 ら し い 

食 生 活 を 実 践 す る 

 

食 を 通 じ た 豊 か な 生

活 の 実 現 、 次 世 代 へ

食 文 化 や 食 に 関 す る

知 識 ・ 経 験 を 伝 え る  

中年期 
青壮年期

（胎児期） 

妊娠期 

 健 全 な 食 生 活 を  

実 践 し 、 次 世 代 へ

伝 え る  
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正 し い 食 習 慣 を 身 に つ け 、 新 し い 命 を 育 み ま し ょ う   

 

【 妊 娠 期 の 食 生 活 上 の 現 状 と 課 題 】  

 妊 娠 期 は 、胎 盤 を 通 じ て 、胎 児 に エ ネ ル ギ ー や 栄 養 素 を 与 え て い る た め 、お 母

さ ん の 健 康 は 、 胎 児 の 成 長 に と っ て 大 切 な 時 期 で す 。   

ま た 、妊 娠 を き っ か け に 、食 の 大 切 さ に 気 づ き 、食 生 活 の 内 容 を 見 直 し 、子 育

て に お け る 食 習 慣 の 基 盤 を つ く り 始 め る こ と が 大 切 で す 。さ ら に 栄 養 バ ラ ン ス の

良 い 食 事 を と る こ と で 、母 乳 の 分 泌 が 良 く な り 、産 後 の 体 力 回 復 に も つ な が り ま

す 。  

 

【 行 動 目 標 】  

●  妊 娠 期 （ 妊 産 婦 の 食 生 活 指 針 ） に お け る 正 し い 食 習 慣 を 身 に つ け 、 実 践 し ま

し ょ う 。   

●  食 事 を 抜 い た り 、 特 定 の 食 品 に 偏 ら な い よ う に し ま し ょ う 。  

●  妊 娠 高 血 圧 症 候 群 ・ 貧 血 ・ 便 秘 等 の 予 防 の た め 、 う す 味 で バ ラ ン ス の と れ た

食 事 を 心 が け ま し ょ う 。    

 

【 行 政 の 取 り 組 み 内 容 】  

・ パ パ マ マ 教 室 ・ 妊 娠 届 出 時 の 情 報 提 供  

・ 栄 養 相 談 の 普 及 ・ 啓 発 、 学 校 を 通 じ た 食 の 普 及 ・ 啓 発  

 

  ～ 妊 産 婦 の 食 生 活 指 針 ～  

妊 産 婦 の 食 生 活 指 針 は 平 成 18 年 に 厚 生 労 働 省 よ り 作 成 さ れ ま し た 。  

１ ． 妊 娠 期  

資料：厚生労働省「妊産婦の食生活指針」ホームページ」  
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生 活 リ ズ ム を 大 切 に し 、 食 べ る 意 欲 を 育 み ま し ょ う  

 

【 乳 幼 期 の 食 生 活 上 の 現 状 と 課 題 】  

 乳 幼 児 期 は 、身 体 が 発 育 し 、味 覚 を は じ め と す る 感 覚 機 能 、咀 し ゃ く 機 能 等 の

発 達 が 著 し い 時 期 で す 。安 心 感・基 本 的 信 頼 感 を 育 み 、生 活 リ ズ ム が 形 成 さ れ る

こ の 時 期 は 、 保 護 者 や 周 り の 大 人 の あ た た か く 豊 か な 関 わ り が 大 切 で す 。   

幼 児 期 に は 、食 べ る 楽 し さ と 食 べ 物 の お い し さ を 知 り 、生 活 リ ズ ム の 基 礎 を 身

に つ け る と と も に 、食 へ の 興 味 や 関 心 が も て る よ う に 、食 の 体 験 を 広 げ て い く こ

と が 大 切 で す 。   

 

【 行 動 目 標 】  

乳 児 期  

●  離 乳 食 を 通 し て 少 し ず つ 食 べ 物 に 親 し み な が ら 、 か む こ と 、 飲 み 込 む こ と を

体 験 さ せ て い き ま し ょ う 。   

●  う す 味 を 心 が け 、 食 材 本 来 の 味 を 伝 え ま し ょ う 。   

●  お い し く 食 べ た 満 足 感 に 共 感 し な が ら 、 食 べ る 意 欲 を 育 み ま し ょ う 。   

●  い ろ い ろ な 食 べ 物 を “ 見 る ”“ 触 る ”“ 味 わ う ” 体 験 を 通 し て 、 自 分 で 進 ん で

食 べ よ う と す る 力 を 育 ん で い き ま し ょ う 。   

 

幼 児 期  

●  十 分 に 遊 び 、 食 事 を 規 則 正 し く と る こ と で 、 お な か が す く リ ズ ム を つ く り ま

し ょ う 。   

●  い ろ い ろ な 食 材 を 使 っ た 献 立 を 心 が け 、 好 き な も の を 増 や し 、 偏 食 に な ら な

い よ う に し ま し ょ う 。   

●  家 族 や 先 生 、 友 達 と 一 緒 に 楽 し く 食 べ 、 感 謝 の 気 持 ち や マ ナ ー を 身 に つ け ま

し ょ う 。   

●  調 理 や 栽 培 ・ 収 穫 に 関 わ る こ と を 通 し て 、 身 近 な 食 材 に 触 れ た り 、 行 事 食 や

郷 土 料 理 を 通 し て 食 文 化 に 触 れ た り す る こ と に よ り 、 食 べ 物 へ の 関 心 を 広 げ

て い き ま し ょ う 。   

 

【 行 政 の 取 り 組 み 内 容 】  

・ 食 の 普 及 ・ 啓 発 ・ 離 乳 食 講 習 会  

・ 個 別 の 栄 養 相 談 や 健 診 時 の 乳 幼 児 集 団 へ の 栄 養 講 話  

・ 歯 み が き 教 室 ・ 出 前 講 座  

 

 

２ ．乳 幼 児 期（ 0～ 5 歳 ）
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「 早 寝 ・ 早 起 き ・ 朝 ご は ん 」 を 心 が け 、 健 全 な 生 活 リ ズ ム を 身 に つ け ま し ょ う  

 

【 学 童 期 の 食 生 活 上 の 現 状 と 課 題 】  

 学 童 期 は 心 身 の 発 達 が 著 し く 、乳 歯 か ら 永 久 歯 へ と は え か わ り 、骨 や 筋 肉 も 発

達 す る 時 期 で す 。 ま た 、 さ ま ざ ま な 学 習 を 通 し て 、 食 へ の 興 味 や 関 心 が 深 ま り 、

自 分 が 理 解 し た こ と を 積 極 的 に 試 し て み よ う と す る 力 が 育 っ て い き ま す 。  

食 生 活 の 基 礎 が 完 成 す る こ の 時 期 は 、食 を 通 じ た 家 族 や 友 達 と の 関 わ り 、地 域

や 暮 ら し の つ な が り の な か で 、食 に 関 す る 知 識 や 望 ま し い 食 習 慣 を 身 に つ け 、食

を 楽 し む 心 を 育 て て い く こ と が 大 切 で す 。   

 

 

【 行 動 目 標 】  

●  親 子 で 「 早 寝 ・ 早 起 き ・ 朝 ご は ん 」 を 実 践 し 、 1 日 3 回 の 食 事 と 間 食 の リ ズ

ム を 身 に つ け ま し ょ う 。   

●  家 族 で 食 卓 を 囲 ん で 楽 し く 食 べ る こ と で 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と っ た り 、

マ ナ ー を 身 に つ け た り し ま し ょ う 。   

●  家 族 と 一 緒 に 買 い 物 や 食 事 づ く り を 楽 し み ま し ょ う 。   

●  食 事 の 際 、 あ い さ つ を し ま し ょ う 。  

●  給 食 を 通 じ て 、 望 ま し い 食 事 の 量 や バ ラ ン ス 、 マ ナ ー を 身 に つ け ま し ょ う 。   

 

【 行 政 の 取 り 組 み 内 容 】  

・ 公 民 館 の ク ッ キ ン グ  

・ 学 校 を 通 じ た 食 の 普 及 ・ 啓 発  

  

３ ．学 童 期（ 6～ 12 歳 ） 
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健 全 な 食 生 活 を 実 践 し 、 自 ら の 健 康 に 主 体 的 に か か わ り ま し ょ う  

 

【 思 春 期 の 食 生 活 上 の 現 状 と 課 題 】  

思 春 期 は 成 長 期 の 最 終 段 階 で 、身 体 的 、精 神 的 変 化 が 著 し く 、性 差 や 個 人 差 も

大 き い 時 期 で す 。夜 遅 く ま で 勉 強 し た り 、テ レ ビ や ゲ ー ム に 夢 中 に な っ て 就 寝 時  

間 が 遅 く な る 等 、生 活 リ ズ ム が 乱 れ が ち で す 。ま た 、肥 満 や や せ と い っ た 将 来 の

健 康 に 影 響 を 及 ぼ す よ う な 健 康 課 題 も み ら れ ま す 。  

家 庭 か ら の 自 立 を ひ か え た こ の 時 期 は 、望 ま し い 食 生 活 を 自 ら 実 践 す る 力 を 身

に つ け る こ と が 大 切 で す 。   

 

 

【 行 動 目 標 】  

●  親 子 で 「 早 寝 ・ 早 起 き ・ 朝 ご は ん 」 を 実 践 し 、 1 日 3 回 の 食 事 と 間 食 の リ ズ

ム を 身 に つ け ま し ょ う 。   

●  家 族 や 仲 間 と 食 卓 を 囲 ん で 楽 し く 食 べ る こ と で 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り 、

食 事 の マ ナ ー を 身 に つ け ま し ょ う 。  

●  自 分 の 身 体 の 成 長 や 体 調 の 変 化 に 関 心 を も ち 、 自 己 管 理 す る 力 を 育 み ま し ょ

う 。    

●  欠 食 や 肥 満 、 極 端 な や せ 志 向 は 将 来 の 健 康 を 損 な う こ と を 理 解 し ま し ょ う 。  

●  自 分 の 望 ま し い 食 事 量 を 理 解 し 、 健 全 な 食 生 活 を 実 践 し ま し ょ う 。  

●  食 事 の 際 、 あ い さ つ を し ま し ょ う 。  

●  食 の 文 化 や 伝 統 を 学 び 、 大 切 に し ま し ょ う 。   

●  家 族 や 仲 間 と 調 理 等 の 体 験 を 通 し て 、 食 事 を つ く る 力 を 身 に つ け ま し ょ う 。   

 

【 行 政 の 取 り 組 み 内 容 】  

・ 学 校 を 通 じ た 食 の 普 及 ・ 啓 発  

  

４ ．思 春 期（ 13～ 19 歳 ）
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自 己 管 理 を す る 力 を 身 に つ け 、 次 世 代 を 育 成 し ま し ょ う   

 

【 青 年 期 の 食 生 活 上 の 現 状 と 課 題 】  

  青 年 期 は 気 力・体 力 と も に 充 実 し た 働 き 盛 り の 世 代 で 、就 職 や 結 婚 、出 産 、子

育 て 等 に よ り 生 活 が 大 き く 変 化 す る 時 期 で す 。将 来 に 向 け た 生 活 習 慣 病 予 防 の た  

め に も 、適 正 体 重 の 維 持 や 食 事 量 の 管 理 等 の 知 識 を 蓄 え 実 践 す る こ と が 大 切 で す 。  

ま た 、次 世 代 の 育 成 を 担 う 大 切 な 時 期 で も あ り ま す 。自 己 管 理 は も ち ろ ん の こ と 、

子 供 た ち が 健 全 な 生 活 習 慣 を 実 践 で き る よ う 育 て る こ と も 重 要 と な り ま す 。   

 

 

【 行 動 目 標 】  

●  朝 食 を 欠 か さ ず 、 野 菜 を た っ ぷ り と る 食 事 を 実 践 し ま し ょ う 。  

●  無 理 な ダ イ エ ッ ト は ひ か え 、 適 正 な 食 事 量 や 栄 養 バ ラ ン ス の 知 識 を 習 得 し 、

実 践 し ま し ょ う 。   

●  「 食 」 の 安 全 や 食 品 衛 生 に 関 す る 知 識 を も ち 、 買 い 物 や 外 食 の 際 に は 、 栄 養

成 分 表 示 を み て 選 び ま し ょ う 。   

●  望 ま し い 生 活 習 慣 や 食 習 慣 を 実 践 し 、 生 活 と 食 事 の リ ズ ム を 適 正 に 保 ち ま し

ょ う 。   

●  家 庭 で の 子 供 の 食 育 に つ い て 重 要 な 役 割 が あ る こ と を 認 識 し 、 食 に 対 す る 理

解 を 深 め ま し ょ う 。   

●  食 に 関 わ る イ ベ ン ト 等 に 参 加 し 、 地 域 の 食 材 や 食 文 化 を 理 解 し ま し ょ う 。   

●  子 供 の 孤 食 等 に 配 慮 し 、 家 族 団 ら ん を 通 し て 、 食 べ る 楽 し さ を 実 感 し ま し ょ

う 。   

 

【 行 政 の 取 り 組 み 内 容 】  

・ 栄 養 相 談 の 普 及 ・ 啓 発  

  

５ ． 青 年 期 （ 20～ 29 歳 ）
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食 と 生 活 習 慣 病 と の 関 連 を 意 識 し 、 予 防 す る と と も に 次 世 代 を 育 成 し ま し ょ う  

 

【 壮 年 期 の 食 生 活 上 の 現 状 と 課 題 】  

壮 年 期 は 内 臓 脂 肪 症 候 群（ メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム ）へ の 対 策 等 、生 活 習 慣

病 予 防 の 観 点 か ら も 、健 康 的 な 食 習 慣 の 実 践 が 望 ま れ る 時 期 で す 。健 康 診 査 を 積

極 的 に 利 用 し 、生 活 習 慣 、運 動 習 慣 、食 習 慣 を 見 直 し 、自 ら の 健 康 管 理 に 努 め る

こ と が 重 要 で す 。こ れ ま で 身 に つ け て き た「 食 」に 関 す る 知 識 や 技 術 を 活 用 し な

が ら 、健 康 的 な 食 生 活 を 実 践 す る こ と が 大 切 で す 。ま た 、家 庭 や 地 域 に お け る 食

育 の 担 い 手 と し て も 、食 文 化 の 継 承 や 健 全 な 次 世 代 を 育 て る 役 割 を 期 待 さ れ ま す 。  

 

 

【 行 動 目 標 】  

●  朝 食 を 欠 か さ ず 、 野 菜 を た っ ぷ り と る 食 事 を 実 践 し ま し ょ う 。  

●  無 理 な ダ イ エ ッ ト は ひ か え 、 適 正 な 食 事 量 や 栄 養 バ ラ ン ス の 知 識 を 習 得 し 、

実 践 し ま し ょ う 。   

●  「 食 」 の 安 全 や 食 品 衛 生 に 関 す る 知 識 を も ち 、 買 い 物 や 外 食 の 際 に は 、 栄 養

成 分 表 示 を み て 選 び ま し ょ う 。  

●  1 日 3 回 の 食 事 と 十 分 な 睡 眠 を と り 、 規 則 正 し い 生 活 リ ズ ム を つ く り ま し ょ

う 。   

●  家 族 や 自 分 の 食 生 活 を 振 り 返 り 、 望 ま し い 食 習 慣 の 維 持 ・ 改 善 に 努 め る こ と

に よ り 、 生 活 習 慣 病 を 予 防 し ま し ょ う 。   

●  「 食 」 に 関 す る 知 識 や 経 験 を も と に 、 行 事 食 や 郷 土 料 理 を 地 域 ・ 家 庭 や 子 供

に 伝 え ま し ょ う 。   

●  「 食 」 に 関 す る 正 し い 情 報 を 選 択 し 、 判 断 す る 力 を 身 に つ け ま し ょ う 。   

 

【 行 政 の 取 り 組 み 内 容 】  

・ 栄 養 相 談 ・ 健 診 の 機 会 等 で の 情 報 提 供 や 食 の 普 及 ・ 啓 発  

・ 疾 病 予 防 や 健 康 保 持 、 増 進 の た め の 健 康 教 室   

・ 食 の ボ ラ ン テ ィ ア 養 成  

  

６ ．壮 年 期（ 30～ 44 歳 ）
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健 全 な 食 生 活 を 実 践 し 、 次 世 代 に 食 文 化 を 伝 え ま し ょ う  

 

【 中 年 期 の 食 生 活 上 の 現 状 と 課 題 】  

 個 人 差 は あ る も の の 、身 体 的 機 能 が 少 し ず つ 低 下 す る 中 で 、地 域 や 職 場 等 で の

責 任 や 役 割 が 重 く な る こ と か ら 、心 身 の ス ト レ ス も 増 加 し 、生 活 習 慣 病 等 が 発 症

し や す い 時 期 で も あ り ま す 。壮 年 期 と 同 様 に 、自 分 の 状 態 に 合 わ せ た 生 活 習 慣 や

食 習 慣 を 身 に つ け 、自 ら の 健 康 管 理 に 努 め る こ と が 大 切 で す 。ま た 、さ ま ざ ま な

経 験 の 中 で 身 に つ け て き た 生 活 習 慣 や 食 習 慣 、食 文 化 等 の 知 識 や 体 験 を 、家 庭 や

地 域 、 学 校 等 で 、 次 の 世 代 に 伝 え て い く 役 割 を 担 う 立 場 と し て 期 待 さ れ ま す 。  

 

 

【 行 動 目 標 】   

●  自 分 の 適 正 体 重 を 知 り 、 維 持 し ま し ょ う 。  

●  適 正 な 食 事 量 や 栄 養 バ ラ ン ス の 知 識 を 習 得 し 、 実 践 し ま し ょ う 。   

●  間 食 は ひ か え 、 夜 食 は と り す ぎ な い よ う に し ま し ょ う 。  

●  自 分 の 状 態 に 合 わ せ た 生 活 習 慣 や 食 習 慣 を 身 に つ け 、 自 ら の 健 康 管 理 に 努 め

ま し ょ う 。  

●  「 食 」 に 関 す る 知 識 や 経 験 を も と に 、 行 事 食 や 郷 土 料 理 を 地 域 ・ 家 庭 や 子 供

に 伝 え ま し ょ う 。   

●  家 族 や 友 人 と 一 緒 に 食 事 を し て 、 食 べ る 楽 し さ を 実 感 し ま し ょ う 。   

 

【 行 政 の 取 り 組 み 内 容 】  

・ 栄 養 相 談 ・ 健 診 の 機 会 等 で の 情 報 提 供 や 食 の 普 及 ・ 啓 発  

・ 疾 病 予 防 や 健 康 保 持 、 増 進 の た め の 健 康 教 室   

・ 食 の ボ ラ ン テ ィ ア 養 成  

 

  

７ ．中 年 期（ 45～ 64 歳 ）
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健 全 な 食 習 慣 を 維 持 す る と と も に 、 次 世 代 に 食 文 化 を 伝 え ま し ょ う  

 

【 高 齢 期 の 食 生 活 上 の 現 状 と 課 題 】  

 定 年 に よ る 退 職 等 生 活 環 境 の 変 化 や 、加 齢 に 伴 う 身 体 の 変 化・体 力 の 低 下 が み

ら れ る 時 期 で す 。介 護 予 防 の 観 点 か ら も 、栄 養 バ ラ ン ス の と れ た 食 事 と 、咀 し ゃ

く ・ 嚥 下 す る 力 を 維 持 し 、 自 分 に あ っ た 食 生 活 を 実 践 す る こ と が 大 切 で す 。   

ま た 、 仲 間 や 家 族 と の 食 事 の 機 会 を 多 く も つ 等 、「 食 」 を 通 じ た 交 流 の 場 を 保

つ こ と が 、閉 じ こ も り の 予 防 に な る と と も に 、次 世 代 に 食 文 化 や 食 に 関 す る 知 恵

を 伝 え る こ と に つ な が り ま す 。   

 

 

【 行 動 目 標 】  

●  身 体 の 変 化 に 対 応 し た 食 生 活 と 健 康 に つ い て 考 え 、 自 分 に あ っ た 食 生 活 を 実

践 し ま し ょ う 。   

●  栄 養 の バ ラ ン ス を 考 え 、 低 栄 養 を 予 防 し ま し ょ う 。   

●  家 族 や 友 人 と 一 緒 に 食 事 を し て 、 食 べ る 楽 し さ を 実 感 し ま し ょ う 。   

●  家 庭 料 理 や 行 事 食 、 郷 土 料 理 等 の 知 識 と 技 術 を 子 供 や 孫 に 伝 え ま し ょ う 。   

●  「 食 」 の 安 全 や 食 品 衛 生 に 関 す る 知 識 を も ち ま し ょ う 。   

●  料 理 の つ く り す ぎ や 食 べ 残 し を 減 ら す 等 、 環 境 に 配 慮 し た 食 生 活 を 実 践 し ま

し ょ う 。   

●  飲 み こ み 困 難 や む せ を 予 防 し 、 口 腔 の 機 能 を 高 め ま し ょ う 。  

 

【 行 政 の 取 り 組 み 内 容 】  

・ 栄 養 相 談 ・ 健 診 の 機 会 等 で の 情 報 提 供 や 食 の 普 及 ・ 啓 発  

・ 疾 病 予 防 や 健 康 保 持 、 増 進 の た め の 健 康 教 室  

 

 
  

８ ． 高 齢 期 （ 65 歳 以 上 ）  
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１．計画の推進体制 

計 画 の 円 滑 な 推 進 の た め 、市 民 を 主 体 と し て 行 政 や 関 係 団 体・機 関 が 連 携・協

働 し 、そ れ ぞ れ の 役 割 を 認 識 し た う え で 、健 康 づ く り に 関 す る 取 り 組 み を 進 め る

こ と が 必 要 で す 。   

「 泉 南 市 民 健 康 づ く り 推 進 協 議 会 」 に お い て 、 庁 内 の 関 係 各 課 や 各 分 野 で の 連

携 ・ 協 働 を 図 り 、 健 康 づ く り に 関 連 す る 施 策 ・ 事 業 を 効 果 的 に 推 進 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
泉南市民健康づくり推進協議会 

ソ ー シ ャ ル キ ャ ピ タ ル を  

活 用 し 、 協 働 で  

市 民 の 健 康 づ く り を 推 進  

保 育 ・ 教 育  

関 係 者  

学 識 経 験 者  

保 健 ・ 医 療 ・  

福 祉 関 係 機 関  
市 民 団 体  

Ｎ Ｐ Ｏ  

商 工 会  
行 政  

保 健 所  

農 林 漁 業 関 係  

企 業 ・ 団 体  
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２．計画の進行管理  

本 計 画 を 効 果 的・計 画 的 に 推 進 し て い く た め に 、問 題 解 決 を シ ス テ ム 化 す る

PDCA サ イ ク ル を 導 入 し 、 中 間 年 及 び 改 定 年 度 に お け る 総 合 的 な 見 直 し だ け

で な く 、定 期 的 に 泉 南 市 民 健 康 づ く り 推 進 協 議 会 等 で 、関 係 部 署 の 取 り 組 み 状

況 や 目 標 達 成 状 況 を 把 握 し 、 検 証 ・ 評 価 を 行 い ま す 。  

 

  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 

P lan   計 画 の 策 定 ・ 改 定  

泉 南 市 健 康 増 進 計 画 の 策 定 ・ 改 定  

分 野 別 の 健 康 指 標 ・ 目 標 値 及 び 取 り 組 み 内 容 の 決 定  

D o   計 画 の 実 行  

泉 南 市 健 康 増 進 計 画 に 基 づ く 取 り 組 み の 実 施  

 

C heck  

泉 南 市 民 健 康 づ く り 推 進 協 議 会 や 庁 内 連 絡 会 に よ る  

取 り 組 み 状 況 や 目 標 の 達 成 状 況 の 評 価  

 

A ct ion  計 画 の 見 直 し  

分 野 別 の 健 康 指 標・目 標 値 の 達 成 状 況 の 確 認（ 中 間 評 価・改 定 ）  

泉 南 市 健 康 増 進 計 画 の 見 直 し と 新 た な 目 標 値 の 検 討

計
画
の
実
行 
Ｃ

計
画
の
見
直
し 

Ａ

泉 南 市 民 健 康  
づ く り 推 進 協 議 会

平 成 29 年 度 / 

中 間 評 価  

 
平 成 34 年 度 / 

最 終 評 価  

計
画
策
定
・
改
定

Ｐ

計
画
の
実
行 

Ｄ

毎 年 度 

計 画 の 評 価  
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１ ． ア ン ケ ー ト 調 査 概 要                                    
 

1）「 泉 南 市 食 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」 調 査  

① 調 査 の 目 的  

「 健 康 せ ん な ん 21（ 第 2 次 ）計 画 」策 定 の た め の 基 礎 調 査 と し て 、 大 阪 府

泉 南 市 に 所 在 す る 全 保 育 所 (園 )、 幼 稚 園 、 小 学 校 、 中 学 校 に 在 籍 し て い る 子

ど も を 対 象 に 、 食 に 関 す る 意 識 や 行 動 な ど を 把 握 す る こ と を 目 的 に 実 施 し ま

し た 。  

 
② 調 査 対 象 及 び 調 査 方 法  

■調 査 対 象 者 ：大 阪 府 泉 南 市 に 所 在 す る 全 保 育 所 (園 )、幼 稚 園 、小 学 校 、中 学  

校 に 在 籍 し て い る 全 て の 子 供 8 , 0 1 4 名 を 対 象 と し ま し た 。 

■ 調 査 方 法 ：ア ン ケ ー ト は 0～ 5 歳 児 及 び 小 学 校 1、2 年 生 は 保 護 者 に 回 答  

し て も ら い 、 小 学 校 3 年 生 か ら 中 学 校 3 年 生 ま で は 、 子 供 自 

身が回答しました。  

■ 調 査 期 間 ：平 成  25 年  8 月  5 日 （  月  ） ～  8 月 19 日 （  月  ）  

 
③ 回 収 状 況  

 
④ 調 査 内 容  

  

回 収 数  回 収 率  有 効 回 答 者 数  有 効 回 答 率  

7,318 名  91.3％  7,144 名  97.6% 

 牛 乳 ・ 小 魚 ・ 海 藻 の 摂 取 状 況  

 油 も の ・ 味 が 濃 い も の の 摂 取 状 況  

 玩 味 状 況  

 食 事 の 挨 拶 状 況  

 身 体 活 動 ・ ゲ ー ム 実 施 状 況  

 起 床 ・ 就 寝 時 刻 に つ い て  

 起 床 時 の 気 分 に つ い て  

 歯 み が き の 実 施 状 況  
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⑤ 調 査 結 果 の 概 要  

・  小 中 学 生 で 不 規 則 な 生 活 習 慣 に 起 因 す る 朝 食 欠 食 が あ る （ 欠 食 率 は 全   

国 平 均 を 上 回 っ て い る ） 。  

・  早 寝・早 起 き の 規 則 正 し い 生 活 リ ズ ム を 送 れ て い な い 小・中 学 生 が 多 い 。  

・  年 齢 が 上 が る に つ れ 外 遊 び が 減 少 し 、 1 日 の ゲ ー ム 実 施 時 間 が 長 く な っ  

  て い る 。  

 

2）「 泉 南 市 市 民 ア ン ケ ー ト 」 調 査  

① 調 査 の 目 的  

「 健 康 せ ん な ん 21（ 第 2 次 ）計 画 」策 定 の た め の 基 礎 調 査 と し て 、20 歳

以 上 の 市 民 を 対 象 に 、食 習 慣 や 生 活 習 慣 な ど を 把 握 す る こ と を 目 的 に 実 施 し

ま し た 。  

  

② 調 査 対 象 及 び 調 査 方 法  

■ 調 査 対 象 者 ：満 20 歳 以 上 の 市 民 2,000 人 （ 無 作 為 抽 出 ）  

■ 調 査 方 法 ：郵 送 に よ る 配 付 ・ 回 収  

■ 調 査 期 間 ：平 成 25 年 8 月 16 日 （ 金 ） ～ 8 月 31 日 （ 土 ）  

 
③ 回 収 状 況  

 
④ 調 査 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配 布 数  実 質 配 布 数  回 収 数  回 収 率  

2,000件  1,992件  1,095件  55.0％  

 食 育 の 認 知 ・ 関 心 の 状 況      

 食 に 関 す る 知 識 の 状 況           

 食 事 内 容       

 玩 味 状 況  

 食 生 活 上 で の 配 慮 等               

 健 康 食 品 の 利 用 頻 度  

 自 主 的 な 集 ま り （ サ ー ク ル ） の  

活 動 状 況  

 運 動 ・ 階 段 等 の 利 用 状 況           

 ス ト レ ス ・ 休 養 の 状 況  

 睡 眠 時 間 ・ 就 寝 時 刻                 

 起 床 時 の 状 況  

 地 域 と の つ な が り の 状 況  

 歯 の 本 数  

 適 正 飲 酒 量 に 関 す る 知 識  

の 状 況  

 喫 煙 状 況・禁 煙 へ の 意 志 に つ い て

 受 動 喫 煙 の 状 況  
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⑤ 調 査 結 果 の 概 要  

・  全 国 ・ 大 阪 府 と 比 較 す る と 、 食 育 に 関 心 の あ る 人 が 少 な い 。  

・  男 女 と も  若 年 世 代 で 朝 食 欠 食 率 が 、 他 年 齢 層 よ り 高 い 。   

・  主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 を 3 つ そ ろ え て 食 べ る こ と が 1 日 に 2 回 以 上 あ る 人 は 、

全 国 と 比 較 し 、 低 く な っ て い る 。  

・  男 女 と も 40 歳 以 上 で 肥 満 者 が 多 い 。  

・  起 床 時 に 疲 れ が 残 っ て い る 人 や 、睡 眠 に よ る 休 養 を 十 分 に と れ て い な い 人 等 、

ス ト レ ス を 感 じ て い る 人 が 多 い 。  

・  休 肝 日 を 週 2 回 設 け て い な い 人 が 多 く 、 ま た 、 1 回 の 飲 酒 量 が 多 い 。  

 

3） フ ォ ー カ ス グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー  

① 調 査 の 目 的  

「 健 康 せ ん な ん 21（ 第 2 次 ） 計 画 」 策 定 の た め の 基 礎 調 査 と し て 、 泉 南

市 を 拠 点 に 健 康 づ く り に 関 連 す る 事 業 を 行 っ て い る 団 体 を 対 象 に 、活 動 状 況

等 を 調 査 す る こ と を 目 的 に 実 施 し ま し た 。  

 

② 調 査 対 象 及 び 調 査 方 法  

 

■ 対 象 団 体 及 び 調 査 日 ： 泉 南 市 の 健 康 づ く り に 関 連 す る 事 業 12 団 体  

日 付  団 体 名  

8/22 幼 稚 園 PTA 道 草 会  

ABC 委 員 会  

（ 花 と 自 然 事 業

部 ・ 文 化 と 国 際 交

流 事 業 部 ）  

泉 南 市  

食 生 活  

改 善 推 進  

協 議 会  

い の ち の  

貯 蓄 体 操  

泉 南 支 部  

 

8/28 
大 阪 泉 州 農 業  

協 同 組 合  

泉 南 市  

商 工 会  

泉 南 市 社 会 福 祉  

協 議 会  
  

8/30 泉 南 市 区 長 会  
泉 南 市 老 人  

ク ラ ブ 連 合 会
   

9/9 
樽 井 地 区  

福 祉 委 員 会  

泉 南 市 エ イ フ

ボ ラ ン タ リ ー

ネ ッ ト ワ ー ク

（ 栄 養 教 諭 ）    

 

■ 調 査 方 法 ：   

各 団 体 に 対 し 、事 前 に 送 付 し た「 健 康 づ く り に 関 す る イ ン タ ビ ュ ー シ ー ト 」

を も と に 調 査 の 趣 旨 を ご 理 解 い た だ い た う え で 、２ 名 の イ ン タ ビ ュ ア ー 及 び

1 名 の 記 録 係 が 同 席 し 、 約 1 時 間 程 度 の イ ン タ ビ ュ ー を 実 施 し ま し た 。  
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③ 調 査 内 容  

  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

④ 調 査 結 果 の 概 要 （ 団 体 の 主 な 活 動 内 容 ）   

 
  ライフステージ 活動内容

乳幼児期 幼稚園行事の補助

学童・思春期 小学校行事の補助

道草会 運動・身体活動 中年期・高齢期
泉州地区を中心に
健康ウォーキングの実践

妊娠期

乳幼児期

学童・思春期

青壮年期

中年期

高齢期

乳幼児期

学童・思春期

青壮年期

中年期

高齢期

高齢期

学童・思春期

青壮年期

乳幼児期 子育て支援

学童・思春期 紙芝居の作り方指導

青壮年期

中年期

運動・身体活動 学童・思春期 盆踊りや昔遊び等の活動

中年期

高齢期

地域交流 乳幼児期 子育て支援

健康診査 乳幼児期 健康診査等の補助

運動・身体活動 中年期

栄養・食生活 高齢期

泉南市商工会

団体名 活動分野
主な活動内容

幼稚園PTA 栄養・食生活

泉南市食生活改善推進協
議会

栄養・食生活
食育の推進活動、
食に関する講和や
調理実習

ABC祭り、クリスマスイルミネー
ション点灯、環境美化運動、花
咲く街角運動、国際交流講座

ABC委員会
（花と自然事業部・文化と
国際交流事業部）

いのちの貯蓄体操
泉南支部

健康づくりを目的とした教室で
の体操活動

大阪泉州農業協同組合
栄養・食生活、
地域交流

食育・食文化の継承を推進
するための啓発活動

運動・身体活動、
休養・こころの健康、
地域交流

中年期

栄養・食生活、
運動・身体活動、
休養・こころの健康、
地域交流

高齢期
地元産業活性化のための啓発
活動

泉南市社会福祉協議会

地域交流

泉南市区長会 地区活動の支援活動（見守り
ネットワーク活動等）

運動・身体活動、
地域交流

健康体操の実施、生活相談、
ボランティア活動の推進

休養・こころの健康、
健康診査

運動・身体活動、
地域交流、
その他

泉南市老人クラブ
連合会

高齢期
スポーツ大会の実施や福祉
センターとのふれあい交流会

泉南市エイフボランタリー
ネットワーク

ウォーキングや健康体操の
実施

樽井地区福祉委員会 運動・身体活動、
地域交流

高齢期
一人暮らしの老人への
訪問安否確認活動

運動・身体活動、
地域交流

 団 体 の 組 織 タ イ プ       

 団 体 の 設 置 主  

 団 体 員 数           

 団 体 と 行 政 と の 関 係  

 団 体 の 活 動 エ リ ア      

 団 体 の 活 動 内 容 や PR 状 況  

 住 民 か ら の 意 見 収 集 活 動   

 意 見 ・ 要 望 の 反 映 状 況  

 地 域 住 民 の 認 知 度   

 団 体 員 の 参 加 状 況  

 団 体 員 の 参 加 者 割 合      

 団 体 員 の 活 動 目 的 、 役 割 、  

方 法 へ の 理 解 状 況  

 団 体 の 活 動 の 中 で 有 意 義  

で あ る こ と   

③ 調 査 内 容  

  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

④ 調 査 結 果 の 概 要 （ 団 体 の 主 な 活 動 内 容 ）   

 

ライフステージ 活動内容
乳幼児期 幼稚園行事の補助

学童・思春期 小学校行事の補助

道草会 運動・身体活動 中年期・高齢期
泉州地区を中心に
健康ウォーキングの実践

妊娠期

乳幼児期

学童・思春期

青壮年期

中年期

高齢期

乳幼児期

学童・思春期

青壮年期

中年期

高齢期

中年期

高齢期

学童・思春期

青壮年期

乳幼児期 子育て支援

学童・思春期 紙芝居の作り方指導

青壮年期

中年期

運動・身体活動 学童・思春期 盆踊りや昔遊び等の活動

中年期

高齢期

地域交流 乳幼児期 子育て支援

健康診査 乳幼児期 健康診査等の補助

運動・身体活動 中年期

栄養・食生活 高齢期

いのちの貯蓄体操
泉南支部

運動・身体活動、
休養・こころの健康、
地域交流

健康づくりを目的とした教室で
の体操活動

泉南市商工会

団体名 活動分野
主な活動内容

幼稚園PTA 栄養・食生活

泉南市食生活改善推進協
議会

栄養・食生活
食育の推進活動、
食に関する講和や
調理実習

ABC祭り、クリスマスイルミネー
ション点灯、環境美化運動、花
咲く街角運動、国際交流講座

ABC委員会
（花と自然事業部・文化と
国際交流事業部）

大阪泉州農業協同組合
栄養・食生活、
地域交流

食育・食文化の継承を推進
するための啓発活動

栄養・食生活、
運動・身体活動、
休養・こころの健康、
地域交流

高齢期
地元産業活性化のための啓発
活動

泉南市社会福祉協議会

地域交流

泉南市区長会 地区活動の支援活動（見守り
ネットワーク活動等）

運動・身体活動、
地域交流

健康体操の実施、生活相談、
ボランティア活動の推進

休養・こころの健康、
健康診査

運動・身体活動、
地域交流、
その他

泉南市老人クラブ
連合会

高齢期
スポーツ大会の実施や福祉
センターとのふれあい交流会

泉南市エイフボランタリー
ネットワーク

ウォーキングや健康体操の
実施

樽井地区福祉委員会 運動・身体活動、
地域交流

高齢期
一人暮らしの老人への
訪問安否確認活動

運動・身体活動、
地域交流

 団 体 の 組 織 タ イ プ       

 団 体 の 設 置 主  

 団 体 員 数           

 団 体 と 行 政 と の 関 係  

 団 体 の 活 動 エ リ ア      

 団 体 の 活 動 内 容 や PR 状 況  

 住 民 か ら の 意 見 収 集 活 動   

 意 見 ・ 要 望 の 反 映 状 況  

 地 域 住 民 の 認 知 度   

 団 体 員 の 参 加 状 況  

 団 体 員 の 参 加 者 割 合      

 団 体 員 の 活 動 目 的 、 役 割 、  

方 法 へ の 理 解 状 況  

 団 体 の 活 動 の 中 で 有 意 義  

で あ る こ と   
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２ ． 泉 南 市 民 健 康 づ く り 推 進 協 議 会 規 則                

平成 25 年 3 月 29 日規則第 9 号 

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 規 則 は 、泉 南 市 附 属 機 関 に 関 す る 条 例（ 昭 和 46 年 泉 南 市 条 例 第 11

号 ）第 ３ 条 の 規 定 に 基 づ き 、泉 南 市 民 健 康 づ く り 推 進 協 議 会（ 以 下「 協 議 会 」と

い う 。） の 組 織 、 運 営 そ の 他 協 議 会 に つ い て 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 組 織 ）  

第 ２ 条  協 議 会 は 、 委 員 20 人 以 内 で 組 織 す る 。  

２  委 員 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 の う ち か ら 市 長 が 任 命 す る 。  

（ １ ）  学 識 経 験 を 有 す る 者  

（ ２ ）  医 療 を 担 当 す る 者  

（ ３ ）  公 共 的 団 体 等 の 代 表 者  

（ ４ ）  関 係 行 政 機 関 の 代 表 者  

３  委 員 の 任 期 は 、 ２ 年 と す る 。 た だ し 、 再 任 を 妨 げ な い 。  

４  委 員 が 欠 け た 場 合 に お け る 補 欠 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

５  市 長 は 、 特 に 必 要 が あ る と き は 、 臨 時 委 員 を 任 命 す る こ と が で き る 。  

６  臨 時 委 員 は 、 当 該 事 項 の 調 査 及 び 審 議 が 終 了 し た と き は 、 解 任 さ れ た も の と

み な す 。  

（ 会 長 ）  

第 ３ 条  協 議 会 に 会 長 を 置 き 、 委 員 の 互 選 に よ り こ れ を 定 め る 。  

２  会 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 協 議 会 を 代 表 す る 。  

３  会 長 に 事 故 あ る と き 又 は 欠 け た と き は 、 委 員 の う ち 会 長 が あ ら か じ め 指 定 し

た 者 が 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

（ 会 議 ）  

第 ４ 条  協 議 会 の 会 議 は 、 会 長 が 招 集 し 、 そ の 議 長 と な る 。  

２  協 議 会 は 、 委 員 及 び 臨 時 委 員 の 半 数 以 上 の 出 席 が な け れ ば 、 会 議 を 開 く こ と

が で き な い 。  

３  協 議 会 は 、 出 席 委 員 の 過 半 数 を も っ て 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 議 長 の 決 す

る と こ ろ に よ る 。  

（ 関 係 者 の 意 見 ）  

第 ５ 条  会 長 は 、 必 要 あ る と 認 め る と き は 、 委 員 又 は 臨 時 委 員 以 外 の 者 を 会 議 に

出 席 さ せ て 意 見 を 聞 く こ と が で き る 。  

（ 庶 務 ）  

第 ６ 条  協 議 会 の 庶 務 は 、 保 健 推 進 課 に お い て 処 理 す る 。  

（ 補 則 ）  

第 ７ 条  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 協 議 会 の 運 営 に つ い て 必 要 な 事 項 は 、 会

長 が 協 議 会 に 諮 っ て 定 め る 。  

附  則  

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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３ ． 泉 南 市 民 健 康 づ く り 推 進 協 議 会 委 員 名 簿              

                          平 成 25 年 4 月 1 日 現 在  

                              順 不 同 （ 敬 称 略 ） 

健 康 づ く り 推 進 協 議 会 名 簿  

氏   名  所      属  

片 木  哲 男  泉 南 市 教 育 委 員 長  

大 石  恭 史  泉 南 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 長  

内 藤  義 彦  武庫川女子大学生活環境学部教授・医師 

角 谷  ヒ サ 子  泉南市エイフボランタリーネットワーク会長 

山 下  昭 往  泉 南 市 社 会 福 祉 協 議 会 長  

野 上  浩 實  泉 佐 野 泉 南 医 師 会 会 長  

松 本  英 一  泉 佐 野 泉 南 医 師 会 副 会 長  

上 中  喜 美 夫  泉 南 市 区 長 連 絡 協 議 会 長  

若 林  武 司  薬 剤 師 会 泉 南 支 部 理 事  

木 村  文 雄  泉 佐 野 泉 南 医 師 会 理 事  

亀 本  晃  泉 佐 野 泉 南 歯 科 医 師 会 泉 南 市 代 表  

桧 垣  静 世  泉 南 市 食 生 活 改 善 推 進 協 議 会 会 長  

塩 澤  佳 子  大 阪 府 歯 科 衛 生 士 会  

永 井  伸 彦  大阪府泉 佐野保健 所長・医 師 

宮 城  嗣 明  泉 南 市 立 保 健 セ ン タ ー 管 理 医 師  

 

 

＜ 健 康 せ ん な ん 21（ 第 2 次 計 画 ） 策 定 協 力 機 関 ＞  

氏   名  所      属  

赤 利  吉 弘  武 庫 川 女 子 大 学  

小 林  知 未  武 庫 川 女 子 大 学  
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４ ． 健 康 づ く り 計 画  施 策 体 系 一 覧                       

 
分 野  取 り 組 み の 例  

Ⅰ  栄 養 ・ 食 生 活  

栄 養 ・ 食 生 活 に 関 す る 知 識 の 普 及 啓 発  

保 育 所 (園 )・ 学 校 園 ・ 家 庭 ・ 地 域 な ど が 連 携 し た 食 に 関 す る 取 り 組

み の 推 進  

Ⅱ  運 動 ・ 身 体 活 動  

運 動 ・ 身 体 活 動 に 関 す る 知 識 の 普 及 啓 発  

楽 し く 気 軽 に 安 全 に 運 動 や 身 体 活 動 が で き る 環 境 づ く り  

保 育 所 (園 )・ 学 校 園 ・ 家 庭 ・ 地 域 な ど が 連 携 し た 運 動 ・ 身 体 活 動 に

関 す る 取 り 組 み の 推 進  

Ⅲ  
休 養 ・ こ こ ろ の  

健 康 づ く り  

こ こ ろ の 健 康 に 関 す る 情 報 提 供 や 知 識 の 普 及 啓 発  

こ こ ろ の 悩 み や 不 調 を 抱 え る 人 が 気 軽 に 相 談・受 診 で き る 体 制 整 備

保 育 所 (園 )・ 学 校 園 ・ 家 庭 ・ 地 域 な ど が 連 携 し た こ こ ろ の 健 康 づ く

り に 関 す る 取 り 組 み の 推 進  

Ⅳ  地 域 交 流  地 域 で の 催 し を 開 催 し 、 住 民 の 交 流 を 通 し 絆 を 深 め る  

Ⅴ  歯 と 口 腔 の 健 康  

歯 や 口 の 健 康 づ く り に 関 す る 情 報 提 供 と 知 識 の 普 及 啓 発  

保 育 所 (園 )・ 学 校 園 ・ 家 庭 ・ 地 域 な ど が 連 携 し た 歯 や 口 の 健 康 づ く

り へ の 取 り 組 み の 推 進  

Ⅵ  ア ル コ ー ル  

酒 害 と 節 度 あ る 適 度 な 飲 酒 お よ び 薬 物 乱 用 に 関 す る 情 報 提 供 と 知

識 の 普 及 啓 発  

酒 害 等 に 関 す る 相 談 体 制 の 整 備  

保 育 所 (園 )・ 学 校 園 ・ 家 庭 ・ 地 域 な ど と 連 携 し た 酒 害 等 に 関 す る 取

り 組 み の 推 進  

Ⅶ  た ば こ  

た ば こ の 害 に 関 す る 情 報 提 供 や 知 識 の 普 及 啓 発  

保 育 所・学 校 園・家 庭・地 域 な ど が 連 携 し た 子 ど も の 防 煙 と 受 動 喫

煙 防 止 へ の 取 り 組 み の 推 進  

Ⅷ  健康診査と健康管理

健 康 に 関 す る 情 報 提 供 と 知 識 の 普 及 啓 発  

健 康 診 査・事 後 指 導 に 関 す る 情 報 提 供 と 受 診 勧 奨 及 び 健 診 体 制 の 整

備  

妊 娠 期 の 健 康 と 安 全 な 出 産 へ の 支 援  

子 ど も の 健 や か な 育 ち へ の 支 援  

感 染 症 に つ い て の 情 報 提 供 と 予 防 接 種 の 普 及 啓 発  

保 育 所 (園 )・ 学 校 園 ・ 家 庭 ・ 地 域 な ど が 連 携 し た 健 康 づ く り 等 に 関

す る 取 り 組 み の 推 進  
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進
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Ⅰ

栄
養

講
座

健
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福
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進
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Ⅳ
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食
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健
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養
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。
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す
る

健
康

教
室
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Ｏ

Ｂ
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を
育

成
し

、
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テ
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ア
グ

ル
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と
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域

活
動

が
で
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援

す
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。

生
後
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か

月
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満
の

乳
児
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護
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を
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象
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、
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と
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、
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体
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強
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を
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、
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、
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す
る

情
報

提
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事
業

名
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管

事
業

の
概
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事
業

の
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象
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主
に

関
連

す
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施
策

体
系

そ
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他
関

連
す

る
施

策
体

系

食
生

活
改

善
推

進
員

の
養

成
を

目
的

に
健

康
栄

養
講

座
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実
施

す
る

。

３
歳

児
の

保
護

者
に

保
育

所
で

提
供

し
て

い
る

食
事

を
試

食
し

て
も

ら
い

、
栄

養
士

に
よ
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講

座
「

楽
し
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食

生
活

」
を

実
施

し
、

食
の

大
切
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学
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も
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。
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部
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妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

赤
ち
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教
室

講
座

　
「

離
乳

食
と

食
生

活
」

健
康

福
祉

部
保

育
子

育
て
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援

課
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Ⅰ

Ⅳ

赤
ち

ゃ
ん

教
室

実
習
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食
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」
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康
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祉

部
保

育
子

育
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援
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Ⅰ

Ⅳ

生
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談
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Ⅰ
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Ⅰ
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と
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。
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か

月
～

１
未

満
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に
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座
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施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

を
対

象
に

、
健

康
づ

く
り

、
仲

間
づ

く
り

を
目

的
に

、
体

操
・

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

。

健
康

づ
く

り
、

体
力

づ
く

り
を

目
的

に
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
器

具
を

使
用

し
て

行
う

。

公
民

館
等

で
介

護
予

防
教

室
を

実
施

し
、

介
護

予
防

の
普

及
・

啓
発

を
図

る
。

簡
単

な
体

操
や

、
指

体
操

等
の

脳
ト

レ
、

食
生

活
改

善
推

進
員

に
よ

る
栄

養
講

座
等

を
実

施
す

る
。

公
園

樹
木

の
剪

定
お

よ
び

草
刈

等
の

公
園

維
持

管
理

を
行

う
。

開
発

事
業

に
伴

う
公

園
設

置
の

協
議

の
際

に
、

遊
具

の
設

置
に

つ
い

て
協

議
を

行
う

。

大
阪

府
の

緑
化

樹
配

布
事

業
へ

参
画

し
、

自
治

会
等

が
取

り
組

む
緑

化
活

動
を

支
援

す
る

。

A
B

C
委

員
会

「
花

と
自

然
事

業
部

」
主

催
で

、
環

境
美

化
運

動
、

花
咲

く
街

角
運

動
、

ガ
ー

デ
ニ

ン
グ

講
習

会
等

を
実

施
す

る
。
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部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

介
護

予
防

教
室

（
二

次
予

防
）

健
康

福
祉

部
長

寿
社

会
推

進
課

●
Ⅱ

Ⅰ
・

Ⅴ

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

健
康

福
祉

部
長

寿
社

会
推

進
課

●
Ⅱ

赤
ち

ゃ
ん

教
室

講
座

　
「

子
ど

も
の

心
と

か
ら

だ
の

発
達

」
健

康
福

祉
部

保
育

子
育

て
支

援
課

●
●

●
Ⅱ

Ⅲ

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
親

子
教

室
健

康
福

祉
部

保
育

子
育

て
支

援
課

●
●

●
Ⅱ

Ⅰ
・

Ⅲ

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
遊

び
の

広
場

事
業

健
康

福
祉

部
保

育
子

育
て

支
援

課
●

●
●

Ⅱ
Ⅰ

・
Ⅲ

・
Ⅴ

保
育

所
保

育
事

業
健

康
福

祉
部

保
育

子
育

て
支

援
課

●
●

Ⅱ
Ⅰ

・
Ⅲ

・
Ⅳ

・
Ⅴ

・
Ⅷ

保
育

所
子

育
て

講
座

健
康

福
祉

部
保

育
子

育
て

支
援

課
●

●
Ⅱ

Ⅲ

要
介

護
状

態
等

と
な

る
お

そ
れ

の
高

い
状

態
に

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

6
5

歳
以

上
の

者
を

把
握

し
、

要
介

護
状

態
等

を
予

防
す

る
た

め
の

介
護

予
防

教
室

を
開

催
す

る
。

教
室

内
容

と
し

て
は

、
運

動
機

能
向

上
教

室
、

認
知

症
予

防
教

室
、

口
腔

機
能

向
上

教
室

、
複

合
型

（
運

動
機

能
・

口
腔

機
能

・
栄

養
改

善
）

教
室

を
開

催
す

る
。

泉
南

市
老

人
ク

ラ
ブ

連
合

会
を

支
援

す
る

た
め

、
ク

ラ
ブ

単
位

や
同

連
合

会
へ

の
補

助
事

業
等

を
行

う
。

子
育

て
の

不
安

を
解

消
・

軽
減

す
る

た
め

、
事

故
予

防
、

予
防

接
種

等
と

子
供

の
心

の
成

長
と

親
子

の
か

か
わ

り
の

大
切

さ
を

知
ら

せ
る

。

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系
事

業
名

称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

歳
児

別
に

親
子

教
室

を
実

施
し

、
子

供
同

士
、

保
護

者
同

士
の

つ
な

が
り

を
作

り
、

設
定

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

、
親

子
に

遊
び

の
楽

し
さ

を
伝

え
る

。
各

機
関

の
専

門
分

野
の

講
座

（
食

生
活

・
お

っ
ぱ

い
の

話
・

生
活

習
慣

等
）

を
設

定
す

る
こ

と
で

、
子

育
て

の
イ

ラ
イ

ラ
を

解
消

し
た

り
、

子
育

て
に

必
要

な
知

識
を

提
供

す
る

。

戸
外

で
身

体
を

動
か

し
て

遊
べ

る
場

を
作

っ
た

り
、

安
全

に
遊

べ
る

場
を

設
定

す
る

。
ま

た
、

親
子

で
楽

し
め

る
遊

び
を

提
供

し
、

子
育

て
の

悩
み

や
不

安
を

軽
減

し
、

孤
立

す
る

家
庭

を
減

ら
す

。

保
育

所
保

育
計

画
の

「
保

育
理

念
」

・
「

基
本

方
針

」
・

「
具

体
的

方
策

」
を

基
本

に
、

各
歳

児
が

年
間

保
育

目
標

を
掲

げ
「

し
な

や
か

な
心

と
身

体
作

り
」

「
健

康
な

身
体

作
り

」
を

め
ざ

し
、

日
々

の
保

育
を

進
め

て
い

る
。

ク
ッ

キ
ン

グ
・

運
動

会
・

遠
足

・
地

域
交

流
等

の
行

事
も

そ
れ

ぞ
れ

健
康

づ
く

り
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

ま
た

、
健

康
支

援
と

し
て

、
毎

月
の

身
体

計
測

や
、

年
間

数
回

の
内

科
健

診
・

歯
科

、
耳

鼻
咽

喉
科

、
眼

科
等

の
健

診
、

歯
み

が
き

・
手

洗
い

指
導

他
を

行
っ

て
い

る
。

保
護

者
へ

の
啓

発
と

し
て

、
毎

月
の

お
た

よ
り

、
保

健
だ

よ
り

、
献

立
表

等
を

配
布

し
、

食
生

活
や

健
康

づ
く

り
の

大
切

さ
を

知
ら

せ
て

い
る

。

子
供

の
発

達
段

階
や

、
親

子
関

係
の

課
題

等
を

考
慮

し
な

が
ら

、
講

師
に

よ
る

「
親

子
で

楽
し

め
る

ふ
れ

あ
い

遊
び

」
等

を
実

施
し

、
親

子
の

か
か

わ
り

の
大

切
さ

や
心

地
よ

さ
を

感
じ

て
も

ら
う

。
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部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

農
業

公
園

維
持

管
理

事
業

市
民

生
活

環
境

部
産

業
観

光
課

●
●

●
●

●
Ⅱ

海
水

浴
場

開
設

事
業

市
民

生
活

環
境

部
産

業
観

光
課

●
●

●
●

●
Ⅱ

学
校

園
災

害
給

付
教

育
部

学
務

課
●

●
Ⅱ

Ⅷ

学
校

園
災

害
給

付
（

幼
稚

園
・

小
学

校
・

中
学

校
）

教
育

部
学

務
課

●
●

Ⅱ
Ⅷ

学
校

プ
ー

ル
一

般
開

放
事

業
教

育
部

教
育

総
務

課
●

●
●

●
●

●
Ⅱ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

農
業

の
振

興
と

市
民

が
農

業
と

触
れ

あ
う

機
会

と
し

て
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

を
提

供
し

て
い

る
。

７
月

初
旬

か
ら

８
月

下
旬

に
、

り
ん

く
う

南
浜

に
海

水
浴

場
（

タ
ル

イ
サ

ザ
ン

ビ
ー

チ
）

を
開

設
す

る
。

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

、
健

康
増

進
の

場
と

し
て

、
多

く
の

利
用

が
あ

る
。

万
が

一
の

事
故

等
の

場
合

の
補

償
を

万
全

に
す

る
こ

と
で

、
児

童
生

徒
幼

児
及

び
保

護
者

は
安

心
し

て
学

校
園

生
活

が
送

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
全

国
市

長
会

学
校

災
害

賠
償

補
償

保
険

）

学
校

園
管

理
下

に
お

け
る

け
が

等
に

対
し

、
独

立
行

政
法

人
日

本
ス

ポ
ー

ツ
振

興
セ

ン
タ

ー
へ

の
治

療
費

等
の

給
付

手
続

き
を

行
い

、
児

童
の

健
康

の
保

持
増

進
を

図
る

。

夏
休

み
期

間
中

に
学

校
プ

ー
ル

を
一

般
開

放
し

、
市

民
の

体
力

強
化

や
生

涯
学

習
の

機
会

、
交

流
の

場
を

提
供

す
る

。
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Ⅲ
 

休
養

・
こ

こ
ろ

の
健

康
づ

く
り

 
 

 

 
 

部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

健
康

教
育

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

●
Ⅲ

Ⅷ

自
殺

対
策

事
業

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

●
●

Ⅲ
Ⅷ

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
事

業
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

Ⅲ
Ⅳ

・
Ⅷ

障
害

者
相

談
支

援
事

業
健

康
福

祉
部

障
害

福
祉

課
●

●
●

●
●

●
Ⅲ

こ
こ

ろ
の

健
康

講
座

健
康

福
祉

部
障

害
福

祉
課

●
●

●
●

Ⅲ

ス
ポ

ー
ツ

交
流

会
健

康
福

祉
部

障
害

福
祉

課
●

●
●

●
Ⅲ

ひ
と

り
親

の
生

活
相

談
健

康
福

祉
部

生
活

福
祉

課
●

●
●

●
●

Ⅲ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

循
環

器
疾

患
の

予
防

、
こ

こ
ろ

の
健

康
づ

く
り

等
の

各
種

健
康

教
室

を
開

催
し

、
知

識
の

普
及

を
図

る
。

自
殺

者
減

少
の

た
め

、
こ

こ
ろ

の
健

康
や

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
の

養
成

講
座

等
を

実
施

し
、

自
殺

に
つ

い
て

正
し

く
理

解
す

る
と

と
も

に
、

対
応

に
つ

い
て

学
ん

で
も

ら
う

。

生
後

２
～

３
か

月
頃

に
保

健
師

、
助

産
師

又
は

訪
問

員
が

家
庭

訪
問

し
、

子
育

て
に

関
す

る
情

報
提

供
を

し
、

育
児

相
談

等
に

応
じ

る
。

相
談

支
援

事
業

所
及

び
障

害
者

相
談

員
が

、
障

害
者

（
児

）
等

の
相

談
に

応
じ

る
。

せ
ん

な
ん

ピ
ア

セ
ン

タ
ー

、
せ

ん
な

ん
生

活
支

援
相

談
室

、
泉

南
フ

レ
ン

ド
に

委
託

。

こ
こ

ろ
の

健
康

に
関

す
る

情
報

提
供

や
知

識
の

普
及

・
啓

発
を

行
う

。

障
害

者
の

健
康

づ
く

り
の

意
識

を
高

め
、

社
会

参
加

の
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
毎

年
1

0
月

に
開

催
す

る
。

泉
南

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
協

議
会

の
協

力
を

得
て

障
害

者
と

交
流

機
会

の
充

実
を

図
る

。

ひ
と

り
親

家
庭

の
父

ま
た

は
母

の
生

活
に

関
す

る
相

談
に

応
じ

、
安

定
し

た
生

活
が

送
ら

れ
る

よ
う

支
援

す
る

。
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部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

健
康

管
理

支
援

健
康

福
祉

部
生

活
福

祉
課

●
●

●
●

●
Ⅲ

街
か

ど
デ

イ
ハ

ウ
ス

支
援

事
業

健
康

福
祉

部
長

寿
社

会
推

進
課

●
Ⅲ

Ⅳ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ソ
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

配
置

促
進

事
業

健
康

福
祉

部
長

寿
社

会
推

進
課

●
●

●
Ⅲ

Ⅱ
・

Ⅳ
・

Ⅷ

高
齢

者
・

障
害

者
虐

待
防

止
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
普

及
啓

発
事

業
健

康
福

祉
部

長
寿

社
会

推
進

課
●

●
●

●
Ⅲ

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

運
営

支
援

・
管

理
業

務
健

康
福

祉
部

長
寿

社
会

推
進

課
●

Ⅲ
Ⅷ

認
知

症
と

向
き

合
う

家
族

の
集

い
健

康
福

祉
部

長
寿

社
会

推
進

課
●

●
Ⅲ

資
料

・
情

報
の

収
集

と
提

供
教

育
部

文
化

振
興

課
●

●
●

●
●

●
Ⅲ

Ⅰ
・

Ⅱ
・

Ⅴ
・

Ⅵ
・

Ⅶ
・

Ⅷ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

認
知

症
患

者
を

介
護

す
る

家
族

を
対

象
に

、
介

護
疲

れ
や

ス
ト

レ
ス

軽
減

を
目

的
に

、
介

護
に

関
す

る
相

談
会

や
、

家
族

間
の

交
流

会
を

開
催

し
、

介
護

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
。

各
分

野
に

関
す

る
資

料
の

収
集

、
貸

出
等

で
、

情
報

提
供

や
知

識
の

普
及

・
啓

発
を

行
う

。
ま

た
、

特
集

コ
ー

ナ
ー

の
設

置
や

展
示

、
お

は
な

し
会

等
で

関
連

本
の

紹
介

を
行

う
。

生
活

保
護

受
給

者
で

精
神

疾
患

等
に

よ
り

健
康

及
び

生
活

支
援

が
必

要
な

者
に

支
援

を
行

う
。

地
域

の
既

存
施

設
を

利
用

し
た

、
住

民
参

加
に

よ
る

柔
軟

で
き

め
細

か
な

日
帰

り
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

住
民

参
加

型
非

営
利

団
体

4
か

所
を

支
援

し
、

当
該

高
齢

者
の

自
立

的
生

活
の

助
長

、
社

会
的

孤
立

感
の

解
消

、
心

身
機

能
の

維
持

向
上

等
を

図
り

、
高

齢
者

の
介

護
を

予
防

す
る

。

地
域

住
民

が
暮

ら
す

た
め

の
さ

ま
ざ

ま
な

ニ
ー

ズ
相

談
、

安
否

確
認

、
虐

待
の

予
防

・
見

守
り

・
発

見
及

び
サ

ー
ビ

ス
へ

の
つ

な
ぎ

機
能

を
強

化
す

る
。

本
人

及
び

家
族

の
望

む
ニ

ー
ズ

の
課

題
解

決
、

地
域

福
祉

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

関
す

る
こ

と
。

平
成

2
4

年
度

策
定

の
「

泉
南

市
高

齢
者

・
障

害
者

虐
待

防
止

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

全
市

民
及

び
介

護
保

険
や

障
害

者
施

設
等

に
広

く
普

及
・

啓
発

を
行

う
。

地
域

包
括

ケ
ア

体
制

の
構

築
の

た
め

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

に
関

与
し

、
連

絡
調

整
や

情
報

共
有

、
必

要
な

支
援

を
行

う
。
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部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

女
性

相
談

人
権

推
進

部
人

権
推

進
課

●
●

●
●

●
Ⅲ

女
性

の
た

め
の

電
話

相
談

人
権

推
進

部
人

権
推

進
課

●
●

●
●

●
Ⅲ

人
権

擁
護

委
員

に
よ

る
人

権
相

談
人

権
推

進
部

人
権

推
進

課
●

●
●

●
●

Ⅲ

人
権

に
関

す
る

相
談

人
権

推
進

部
人

権
推

進
課

●
●

●
●

●
Ⅲ

消
費

者
相

談
事

業
市

民
生

活
環

境
部

産
業

観
光

課
●

●
●

●
●

●
Ⅲ

消
費

者
啓

発
事

業
市

民
生

活
環

境
部

産
業

観
光

課
●

●
●

●
●

●
Ⅲ

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
　

　
ス

ト
レ

ッ
チ

健
康

福
祉

部
保

育
子

育
て

支
援

課
●

●
Ⅲ

Ⅱ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

女
性

相
談

事
業

毎
月

　
第

１
金

曜
日

1
3

：
0

0
～

1
6

：
0

0
　

第
２

水
曜

日
1

8
：

0
0

～
2

1
：

0
0

　
第

４
金

曜
日

1
0

：
0

0
～

1
3

：
0

0
場

所
　

人
権

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

（
事

前
予

約
が

必
要

で
す

）

女
性

の
た

め
の

電
話

相
談

事
業

毎
週

木
曜

日
（

祝
日

・
第

５
木

曜
日

を
除

く
）

1
0

：
0

0
～

1
2

：
0

0
/1

3
：

0
0

～
1

5
：

0
0

専
用

電
話

　
4

8
2

-0
5

9
0

人
権

擁
護

委
員

に
よ

る
人

権
相

談
事

業
毎

月
第

３
金

曜
日

　
1

4
：

0
0

～
1

6
：

0
0

場
所

　
人

権
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー

人
権

協
会

に
よ

る
人

権
に

関
す

る
相

談
事

業
祝

日
を

除
く

毎
週

月
曜

日
～

土
曜

日
（

土
曜

日
は

要
予

約
）

9
：

0
0

～
1

7
：

3
0

場
所

　
人

権
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
内

　
人

権
協

会

商
品

の
購

入
・

サ
ー

ビ
ス

の
契

約
に

と
も

な
う

ト
ラ

ブ
ル

、
多

重
債

務
や

悪
質

商
法

等
の

消
費

生
活

全
般

に
関

す
る

相
談

に
応

じ
、

安
心

で
安

全
な

消
費

者
生

活
を

支
援

す
る

。

消
費

生
活

に
関

す
る

チ
ラ

シ
等

の
配

布
や

講
座

で
情

報
提

供
を

行
い

、
安

心
で

安
全

な
消

費
者

生
活

を
支

援
す

る
。

子
育

て
の

ス
ト

レ
ス

や
、

家
事

・
育

児
に

よ
る

肩
こ

り
等

の
疲

労
を

解
消

し
、

子
育

て
の

イ
ラ

イ
ラ

を
軽

減
す

る
機

会
と

す
る

。
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部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
　

　
ベ

ビ
ー

ヨ
ガ

健
康

福
祉

部
保

育
子

育
て

支
援

課
●

●
●

Ⅲ
Ⅱ

相
談

事
業

健
康

福
祉

部
保

育
子

育
て

支
援

課
●

●
Ⅲ

Ⅰ

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

（
不

登
校

対
応

）
教

育
部

指
導

課
●

Ⅲ

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
派

遣
事

業
教

育
部

指
導

課
●

Ⅲ

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

配
置

事
業

教
育

部
指

導
課

●
Ⅲ

教
育

相
談

教
育

部
指

導
課

●
Ⅲ

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

学
校

園
の

園
児

・
児

童
生

徒
や

そ
の

保
護

者
の

、
さ

ま
ざ

ま
な

悩
み

の
相

談
に

対
し

電
話

や
面

談
を

行
う

。

親
子

の
ふ

れ
あ

い
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

深
め

、
赤

ち
ゃ

ん
の

身
体

機
能

の
向

上
と

母
親

の
産

後
の

身
体

の
ト

ラ
ブ

ル
解

消
を

図
る

機
会

と
す

る
。

家
庭

児
童

相
談

室
・

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
・

各
保

育
所

等
で

気
軽

に
相

談
で

き
る

窓
口

を
設

け
、

保
護

者
の

話
を

じ
っ

く
り

聞
き

、
子

育
て

に
関

す
る

悩
み

や
不

安
、

保
護

者
の

心
の

悩
み

や
イ

ラ
イ

ラ
を

軽
減

し
、

虐
待

予
防

を
図

る
。

心
理

的
ま

た
は

情
緒

的
な

原
因

で
登

校
で

き
な

い
児

童
・

生
徒

に
対

し
て

、
集

団
生

活
へ

の
適

応
、

情
緒

の
安

定
、

基
礎

学
力

の
補

充
の

た
め

の
相

談
・

適
応

指
導

を
行

い
、

学
校

復
帰

を
支

援
す

る
。

児
童

生
徒

の
生

徒
指

導
上

の
さ

ま
ざ

ま
な

課
題

に
対

し
、

教
育

分
野

に
関

す
る

知
識

に
加

え
、

社
会

福
祉

等
の

知
識

・
技

術
を

用
い

て
、

児
童

生
徒

に
お

け
る

さ
ま

ざ
ま

な
環

境
に

働
き

か
け

て
支

援
す

る
。

学
校

に
お

け
る

児
童

生
徒

・
保

護
者

・
教

職
員

へ
の

相
談

体
制

の
充

実
を

図
る

た
め

、
臨

床
心

理
士

を
配

置
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

に
対

応
す

る
。

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系
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Ⅳ
 

地
域

交
流

 

 

  
 

部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

シ
ニ

ア
い

き
い

き
講

座
教

育
部

文
化

振
興

課
●

Ⅳ
Ⅱ

公
民

館
ま

つ
り

教
育

部
文

化
振

興
課

●
●

●
●

●
●

Ⅳ

み
ん

な
の

カ
フ

ェ
健

康
福

祉
部

障
害

福
祉

課
●

●
●

●
●

●
Ⅳ

地
域

交
流

促
進

事
業

総
合

政
策

部
政

策
推

進
課

●
●

●
●

●
●

Ⅳ

市
民

活
動

促
進

事
業

総
合

政
策

部
政

策
推

進
課

●
●

●
●

●
●

Ⅳ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
N

P
O

促
進

事
業

総
合

政
策

部
政

策
推

進
課

●
●

●
●

●
●

Ⅳ

A
B

C
委

員
会

活
動

支
援

事
業

総
合

政
策

部
政

策
推

進
課

●
●

●
●

●
●

Ⅳ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

平
成

２
６

年
１

月
よ

り
大

阪
府

か
ら

事
務

の
移

譲
を

受
け

て
、

N
P

O
法

人
の

設
立

認
証

等
に

関
す

る
事

務
を

行
う

と
と

も
に

、
市

民
へ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
N

P
O

団
体

に
関

す
る

活
動

状
況

等
の

情
報

を
広

報
や

H
P

、
チ

ラ
シ

に
よ

り
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

N
P

O
団

体
の

活
動

促
進

を
図

る
。

A
B

C
委

員
会

は
、

市
民

に
よ

る
平

和
で

清
潔

な
文

化
の

薫
り

高
い

ま
ち

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

、
花

と
緑

の
推

進
、

ま
ち

の
清

掃
・

美
化

の
推

進
、

平
和

・
国

際
交

流
の

推
進

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

醸
成

等
の

事
業

計
画

等
に

つ
い

て
総

合
的

に
検

討
し

、
実

施
に

つ
と

め
て

い
る

団
体

で
あ

る
。

そ
の

A
B

C
委

員
会

へ
の

補
助

や
広

報
・

チ
ラ

シ
等

に
よ

る
情

報
提

供
を

広
く

行
う

こ
と

で
、

当
該

団
体

の
活

動
を

支
援

す
る

。

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

シ
ニ

ア
世

代
を

対
象

に
、

連
続

講
座

の
中

で
い

ろ
い

ろ
な

体
験

・
教

養
講

座
を

楽
し

く
学

ん
で

も
ら

う
。

公
民

館
で

の
各

ク
ラ

ブ
の

展
示

・
作

品
即

売
・

演
技

発
表

等
を

催
し

、
地

域
住

民
の

参
加

を
募

り
、

交
流

を
通

し
絆

を
深

め
る

。

障
害

当
事

者
の

講
演

等
を

通
し

て
、

障
害

や
障

害
者

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

た
め

の
啓

発
イ

ベ
ン

ト
を

行
う

。

市
外

か
ら

多
く

の
方

が
参

加
で

き
る

よ
う

な
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、

ま
た

地
域

間
交

流
に

よ
っ

て
本

市
が

企
図

す
る

イ
ベ

ン
ト

へ
市

外
の

方
を

招
待

す
る

等
、

市
内

外
の

多
く

の
方

が
交

流
す

る
こ

と
に

よ
り

、
互

い
の

文
化

や
情

報
を

知
り

、
相

互
理

解
の

促
進

を
図

る
。

大
阪

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

構
想

や
地

域
力

再
生

に
係

る
事

業
を

活
用

し
て

、
市

民
活

動
団

体
を

支
援

し
、

そ
の

活
動

を
活

性
化

さ
せ

る
と

と
も

に
、

自
主

的
な

活
動

団
体

を
増

や
す

こ
と

で
市

民
参

画
の

促
進

を
図

る
。
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部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

市
民

協
働

推
進

事
業

総
合

政
策

部
政

策
推

進
課

●
●

●
●

●
●

Ⅳ

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

支
援

事
業

総
合

政
策

部
政

策
推

進
課

●
●

●
●

●
●

Ⅳ

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

調
整

事
業

総
合

政
策

部
政

策
推

進
課

●
●

●
●

●
●

Ⅳ

健
康

体
操

教
室

人
権

推
進

部
人

権
推

進
課

●
●

Ⅳ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

自
治

基
本

条
例

の
施

行
に

伴
い

、
市

民
参

画
・

市
民

協
働

の
意

識
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
で

、
市

民
と

行
政

と
の

協
働

を
進

め
る

と
と

も
に

、
協

働
の

仕
組

み
づ

く
り

を
確

立
す

る
た

め
、

当
該

条
例

の
周

知
と

内
容

の
啓

発
を

行
う

。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

団
体

が
自

主
的

に
行

う
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
の

促
進

を
図

り
、

地
域

の
連

帯
感

に
基

づ
く

自
治

意
識

を
高

め
る

た
め

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
に

直
接

必
要

な
設

備
等

の
整

備
を

支
援

す
る

。

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
再

生
と

活
性

化
、

ま
た

地
域

と
行

政
と

の
情

報
共

有
を

図
る

た
め

、
毎

月
会

議
を

開
催

し
、

地
域

と
行

政
と

の
協

働
を

推
進

し
、

各
地

域
の

課
題

に
つ

い
て

検
討

し
、

調
整

す
る

。

元
気

で
健

康
な

生
活

を
送

る
と

と
も

に
、

閉
じ

こ
も

り
や

転
倒

・
介

護
予

防
の

解
消

や
、

内
外

交
流

を
促

進
す

る
。
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Ⅴ
 

歯
と

口
腔

の
健

康
 

 

 
 

部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

歯
み

が
き

教
室

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
Ⅴ

B
C

G
予

防
接

種
時

の
ミ

ニ
講

座
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

Ⅴ

２
歳

６
か

月
児

歯
科

健
康

診
査

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
Ⅴ

成
人

歯
科

健
康

診
査

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

Ⅴ

１
歳

６
か

月
児

歯
科

健
康

診
査

及
び

２
歳

６
か

月
児

歯
科

健
康

診
査

後
、

歯
み

が
き

指
導

や
、

う
歯

に
な

り
に

く
い

お
や

つ
の

紹
介

を
行

う
。

保
健

セ
ン

タ
ー

で
実

施
す

る
Ｂ

Ｃ
Ｇ

予
防

接
種

の
来

所
者

に
、

う
歯

予
防

に
つ

い
て

講
義

を
行

う
。

２
歳

６
か

月
前

後
の

幼
児

に
歯

科
健

康
診

査
及

び
フ

ッ
素

塗
布

を
行

い
、

う
歯

の
予

防
を

図
る

。

歯
科

健
康

診
査

を
行

い
、

歯
周

疾
患

の
予

防
を

図
る

。

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

資料編 
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Ⅵ
 

ア
ル

コ
ー

ル
 

 

 
 

部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

パ
パ

マ
マ

教
室

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

●
●

Ⅵ
Ⅰ

・
Ⅱ

・
Ⅶ

・
Ⅷ

精
神

保
健

福
祉

相
談

健
康

福
祉

部
障

害
福

祉
課

●
●

●
●

●
●

Ⅵ
Ⅷ

ア
ル

コ
ー

ル
の

害
に

つ
い

て
案

内
文

配
布

教
育

部
指

導
課

●
Ⅵ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

妊
娠

期
及

び
授

乳
期

の
飲

酒
の

悪
影

響
に

つ
い

て
講

義
し

、
禁

酒
の

必
要

性
を

啓
発

す
る

。
ま

た
、

妊
娠

期
に

お
け

る
正

し
い

食
生

活
・

運
動

・
歯

の
健

康
・

た
ば

こ
の

害
に

つ
い

て
の

知
識

も
あ

わ
せ

て
普

及
・

啓
発

す
る

。

精
神

疾
患

、
ア

ル
コ

ー
ル

問
題

等
に

つ
い

て
相

談
を

行
う

。

学
校

に
お

け
る

生
活

指
導

の
一

環
と

し
て

、
ア

ル
コ

ー
ル

の
害

及
び

禁
酒

に
つ

い
て

必
要

性
を

啓
発

す
る

。

資料編 
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Ⅶ
 

た
ば

こ
 

 

 
 

部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

禁
煙

教
室

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

●
Ⅶ

妊
娠

届
出

時
の

禁
煙

指
導

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

●
●

Ⅶ

肺
が

ん
検

診
当

日
の

禁
煙

指
導

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

Ⅶ

受
動

喫
煙

に
関

す
る

啓
発

活
動

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

●
●

●
●

Ⅶ

特
定

健
康

診
査

（
集

団
健

診
）

当
日

の
保

健
指

導
健

康
福

祉
部

保
険

年
金

課
●

●
●

Ⅶ

受
動

喫
煙

防
止

対
策

事
業

総
務

部
総

務
課

●
●

●
●

●
●

Ⅶ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

禁
煙

を
希

望
す

る
対

象
者

が
た

ば
こ

に
つ

い
て

、
正

し
く

理
解

し
、

禁
煙

方
法

を
知

る
。

妊
娠

の
届

出
時

に
、

喫
煙

中
の

妊
婦

お
よ

び
そ

の
家

族
に

対
し

禁
煙

指
導

等
を

行
う

。

肺
が

ん
検

診
の

問
診

に
お

い
て

、
喫

煙
者

に
は

、
た

ば
こ

の
健

康
へ

の
悪

影
響

に
つ

い
て

説
明

し
禁

煙
の

必
要

性
を

啓
発

す
る

。

５
月

の
世

界
禁

煙
デ

ー
に

受
動

喫
煙

防
止

の
ポ

ス
タ

ー
を

掲
示

す
る

。

特
定

健
康

診
査

（
集

団
健

診
）

当
日

の
保

健
指

導
に

お
い

て
、

問
診

項
目

よ
り

喫
煙

者
へ

は
、

禁
煙

外
来

の
一

覧
表

と
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

渡
し

、
短

時
間

の
禁

煙
指

導
を

行
う

。

受
動

喫
煙

防
止

の
推

進
に

関
す

る
普

及
・

啓
発

及
び

環
境

づ
く

り
を

行
う

。
○

受
動

喫
煙

防
止

の
た

め
、

市
庁

舎
敷

地
内

（
別

館
も

含
む

）
で

の
禁

煙
・

分
煙

の
環

境
づ

く
り

を
推

進
　

す
る

。
○

外
来

者
に

も
理

解
と

協
力

を
得

る
た

め
、

喫
煙

場
所

、
非

喫
煙

場
所

を
、

誰
に

で
も

分
か

る
方

法
で

案
　

内
板

等
で

明
確

に
表

示
す

る
。
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Ⅷ
 

健
康

診
査

と
健

康
管

理
 

 

 
 

部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

基
本

健
康

診
査

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

●
Ⅷ

肺
が

ん
検

診
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

●
Ⅷ

胃
が

ん
検

診
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

●
Ⅷ

大
腸

が
ん

検
診

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

Ⅷ

子
宮

が
ん

検
診

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

●
Ⅷ

乳
が

ん
検

診
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

●
●

Ⅷ

前
立

腺
が

ん
検

診
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

●
Ⅷ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

前
立

腺
が

ん
検

診
を

実
施

し
、

前
立

腺
が

ん
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
を

図
る

。

3
0

歳
代

の
市

民
及

び
4

0
歳

以
上

の
生

活
保

護
受

給
者

の
健

康
診

査
を

行
う

。

肺
が

ん
検

診
を

実
施

し
、

肺
が

ん
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
を

図
る

。

胃
が

ん
検

診
を

実
施

し
、

胃
が

ん
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
を

図
る

。

大
腸

が
ん

検
診

を
実

施
し

、
大

腸
が

ん
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
を

図
る

。

子
宮

が
ん

検
診

を
実

施
し

、
子

宮
が

ん
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
を

図
る

。

乳
が

ん
検

診
を

実
施

し
、

乳
が

ん
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
を

図
る

。

資料編 
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部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

が
ん

検
診

推
進

事
業

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

●
Ⅷ

骨
粗

し
ょ

う
症

検
診

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

Ⅷ

肺
が

ん
（

ヘ
リ

カ
ル

C
T

）
検

診
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

●
Ⅷ

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

検
診

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

Ⅷ

母
子

健
康

手
帳

交
付

事
業

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

Ⅷ

妊
婦

健
康

診
査

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
Ⅷ

乳
児

一
般

健
康

診
査

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
Ⅷ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

働
く

世
代

の
が

ん
検

診
受

診
率

の
向

上
を

図
る

た
め

、
対

象
者

に
ク

ー
ポ

ン
券

及
び

が
ん

検
診

手
帳

を
郵

送
す

る
。

骨
粗

し
ょ

う
症

検
診

を
実

施
し

、
骨

粗
し

ょ
う

症
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
を

図
る

。

ア
ス

ベ
ス

ト
や

喫
煙

に
よ

る
肺

が
ん

や
石

綿
肺

等
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
を

図
る

。

Ｂ
型

及
び

Ｃ
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

に
よ

る
、

肝
炎

や
肝

硬
変

等
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
を

図
る

。

妊
娠

届
出

時
に

、
母

子
健

康
手

帳
を

交
付

し
、

母
親

が
安

心
し

て
出

産
・

子
育

て
で

き
る

よ
う

必
要

な
情

報
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
子

の
成

長
発

達
を

記
録

し
、

健
康

管
理

に
役

立
て

る
。

安
心

し
て

妊
婦

健
康

診
査

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

健
診

受
診

券
を

発
行

し
、

経
済

的
負

担
を

軽
減

す
る

。
母

体
や

胎
児

の
健

康
を

確
保

す
る

た
め

、
異

常
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
を

図
る

。

１
か

月
前

後
の

乳
児

に
健

診
を

行
い

、
発

育
状

態
を

確
認

し
、

育
児

不
安

を
解

消
し

、
疾

患
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
を

図
る

。

資料編 
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部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

４
か

月
児

健
康

診
査

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
Ⅷ

乳
児

後
期

健
康

診
査

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
Ⅷ

１
歳

６
か

月
児

健
康

診
査

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
Ⅷ

３
歳

６
か

月
児

健
康

診
査

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
Ⅷ

経
過

観
察

健
康

診
査

（
す

く
す

く
健

診
）

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
Ⅷ

発
達

相
談

（
の

び
の

び
相

談
）

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
Ⅷ

育
児

相
談

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
Ⅷ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

乳
幼

児
健

康
診

査
で

経
過

観
察

が
必

要
と

な
っ

た
乳

幼
児

を
対

象
に

、
経

過
観

察
健

診
を

行
い

、
発

達
状

態
を

確
認

し
、

必
要

な
治

療
・

療
育

に
つ

な
げ

る
。

乳
幼

児
健

康
診

査
で

経
過

観
察

が
必

要
と

な
っ

た
乳

幼
児

を
対

象
に

、
発

達
相

談
員

に
よ

る
相

談
を

行
い

、
発

達
状

態
を

確
認

し
、

必
要

な
治

療
・

療
育

に
つ

な
げ

る
。

育
児

中
の

保
護

者
等

か
ら

電
話

、
面

接
等

で
保

健
師

が
さ

ま
ざ

ま
な

相
談

に
応

じ
、

育
児

や
生

活
に

関
す

る
悩

み
の

解
消

を
図

る
。

４
か

月
前

後
の

乳
児

の
健

診
を

行
い

、
発

育
状

態
を

確
認

し
、

育
児

不
安

を
解

消
す

る
。

疾
患

の
早

期
発

見
・

早
期

治
療

を
図

る
。

1
0

か
月

前
後

の
乳

児
の

健
診

を
行

い
、

発
育

状
態

を
確

認
し

、
育

児
不

安
を

解
消

し
、

疾
患

の
早

期
発

見
・

早
期

治
療

を
図

る
。

１
歳

６
か

月
前

後
の

幼
児

の
健

診
を

行
い

、
発

育
状

態
を

確
認

し
、

育
児

不
安

を
解

消
し

、
疾

患
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
を

図
る

。

３
歳

６
か

月
前

後
の

幼
児

の
健

診
を

行
い

、
発

育
状

態
を

確
認

し
、

育
児

不
安

を
解

消
し

、
疾

患
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
を

図
る

。
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部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

家
庭

訪
問

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

Ⅷ

未
受

診
訪

問
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

Ⅷ

定
期

予
防

接
種

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

●
Ⅷ

高
齢

者
肺

炎
球

菌
予

防
接

種
助

成
事

業
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

Ⅷ

予
防

接
種

健
康

被
害

補
償

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

●
Ⅷ

緊
急

風
し

ん
予

防
対

策
事

業
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

Ⅷ

感
染

症
関

連
事

業
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

●
●

●
●

●
Ⅷ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

妊
婦

・
新

生
児

・
未

熟
児

・
要

支
援

家
庭

に
対

し
、

保
健

師
又

は
助

産
師

が
訪

問
し

、
必

要
な

支
援

を
行

う
。

乳
幼

児
健

診
の

未
受

診
家

庭
に

対
し

、
保

健
師

が
訪

問
し

、
必

要
な

支
援

を
行

う
。

感
染

症
の

発
症

及
び

蔓
延

を
予

防
す

る
た

め
に

予
防

接
種

を
実

施
す

る
。

予
防

接
種

法
に

基
づ

く
定

期
接

種
（

Ｂ
Ｃ

Ｇ
・

ポ
リ

オ
・

日
本

脳
炎

・
麻

し
ん

風
し

ん
・

高
齢

者
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

・
四

種
混

合
等

）
及

び
任

意
予

防
接

種
を

実
施

す
る

。

感
染

症
の

発
症

及
び

蔓
延

を
予

防
す

る
た

め
予

防
接

種
を

実
施

し
た

人
に

、
接

種
費

用
の

一
部

を
公

費
負

担
す

る
。

定
期

予
防

接
種

に
よ

る
健

康
被

害
の

救
済

を
行

う
。

感
染

症
の

発
症

及
び

蔓
延

を
予

防
す

る
た

め
の

予
防

接
種

を
実

施
す

る
。

感
染

症
等

の
予

防
や

治
療

に
対

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

、
予

防
接

種
を

円
滑

に
遂

行
す

る
た

め
の

啓
発

活
動

等
を

行
う

。
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部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

狂
犬

病
予

防
事

業
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

●
●

●
●

Ⅷ

献
血

推
進

事
業

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

●
●

●
Ⅷ

泉
州

広
域

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
●

Ⅷ

泉
州

医
療

圏
二

次
救

急
医

療
対

策
事

業
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
泉

州
地

域
８

市
４

町
の

二
次

救
急

医
療

機
関

へ
の

助
成

を
行

い
、

休
日

夜
間

の
救

急
患

者
を

受
け

入
れ

る
。

●
●

●
●

●
●

Ⅷ

休
日

等
急

病
診

療
事

業
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

●
●

●
●

●
Ⅷ

健
康

相
談

健
康

福
祉

部
保

健
推

進
課

●
Ⅷ

Ⅲ

健
康

手
帳

の
交

付
健

康
福

祉
部

保
健

推
進

課
●

●
Ⅷ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

貝
塚

市
以

南
４

市
３

町
で

、
泉

州
広

域
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
の

運
営

を
行

い
、

産
科

領
域

の
救

急
や

周
産

期
医

療
の

患
者

の
受

け
入

れ
を

行
う

。

泉
佐

野
・

熊
取

・
田

尻
休

日
診

療
所

の
運

営
に

協
力

し
、

土
曜

・
日

曜
・

年
末

年
始

の
内

科
、

小
児

科
の

急
病

患
者

を
受

け
入

れ
る

。

心
身

の
健

康
に

関
す

る
個

別
相

談
を

医
師

等
が

行
い

、
家

庭
に

お
け

る
健

康
管

理
を

支
援

す
る

。

各
種

が
ん

検
診

や
特

定
健

診
・

健
康

教
室

等
の

記
録

を
記

載
し

、
自

分
の

健
康

管
理

に
役

立
て

る
。

飼
犬

登
録

事
業

及
び

狂
犬

病
予

防
接

種
の

知
識

の
普

及
・

啓
発

を
行

う
。

献
血

普
及

の
た

め
の

啓
発

、
献

血
の

計
画

及
び

実
施

、
献

血
広

報
活

動
等

を
行

う
。
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部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
教

育
部

文
化

振
興

課
●

Ⅷ

医
療

費
援

助
（

小
学

校
・

中
学

校
）

教
育

部
学

務
課

●
Ⅷ

Ⅱ
・

Ⅴ

就
学

時
健

康
診

断
教

育
部

学
務

課
●

Ⅷ
Ⅱ

・
Ⅴ

小
学

校
児

童
健

康
管

理
教

育
部

学
務

課
●

Ⅷ
Ⅱ

・
Ⅴ

中
学

校
生

徒
健

康
管

理
教

育
部

学
務

課
●

Ⅷ
Ⅱ

・
Ⅴ

幼
稚

園
幼

児
健

康
管

理
教

育
部

学
務

課
●

Ⅷ
Ⅱ

・
Ⅴ

乳
幼

児
等

医
療

費
助

成
事

業
健

康
福

祉
部

生
活

福
祉

課
●

●
Ⅷ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

４
か

月
児

健
康

診
査

時
に

、
赤

ち
ゃ

ん
と

保
護

者
に

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

や
子

育
て

情
報

の
提

供
、

絵
本

の
プ

レ
ゼ

ン
ト

を
行

い
、

子
供

の
健

や
か

な
育

ち
へ

の
子

育
て

支
援

を
行

う
。

学
校

保
健

安
全

法
第

２
４

条
で

指
定

す
る

感
染

症
又

は
学

習
に

支
障

を
生

ず
る

お
そ

れ
の

あ
る

疾
病

で
、

政
令

で
定

め
る

も
の

の
治

療
の

た
め

の
医

療
に

要
す

る
費

用
に

つ
い

て
必

要
な

援
助

を
行

う
。

就
学

時
の

健
康

診
断

を
実

施
し

、
就

学
予

定
者

の
心

身
の

状
況

を
把

握
し

、
入

学
後

の
学

校
生

活
の

円
滑

な
実

施
に

資
す

る
。

児
童

の
健

康
の

保
持

増
進

を
図

り
、

学
校

教
育

の
円

滑
な

実
施

と
そ

の
成

果
の

確
保

に
資

す
る

た
め

、
毎

学
年

定
期

に
健

康
診

断
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

学
校

園
の

保
健

環
境

の
向

上
を

図
る

よ
う

、
水

質
・

空
気

・
照

度
検

査
を

毎
年

定
期

に
実

施
す

る
。

生
徒

の
健

康
の

保
持

増
進

を
図

り
、

学
校

教
育

の
円

滑
な

実
施

と
そ

の
成

果
の

確
保

に
資

す
る

た
め

、
毎

学
年

定
期

に
健

康
診

断
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

学
校

園
の

保
健

環
境

の
向

上
を

図
る

よ
う

、
水

質
・

空
気

・
照

度
検

査
を

毎
年

定
期

に
実

施
す

る
。

幼
児

の
健

康
の

保
持

増
進

を
図

り
、

幼
稚

園
教

育
の

円
滑

な
実

施
と

そ
の

成
果

の
確

保
に

資
す

る
た

め
、

毎
学

年
定

期
に

健
康

診
断

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
学

校
園

の
保

健
環

境
の

向
上

を
図

る
よ

う
、

水
質

・
空

気
・

照
度

検
査

を
毎

年
定

期
に

実
施

す
る

。

乳
幼

児
及

び
児

童
に

係
る

医
療

費
の

一
部

を
助

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
保

健
の

向
上

に
寄

与
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

健
全

な
育

成
と

福
祉

の
増

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
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部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

ひ
と

り
親

家
庭

医
療

費
助

成
事

業
健

康
福

祉
部

生
活

福
祉

課
●

●
●

●
Ⅷ

未
熟

児
養

育
医

療
給

付
事

業
健

康
福

祉
部

生
活

福
祉

課
●

Ⅷ

助
産

制
度

健
康

福
祉

部
生

活
福

祉
課

●
Ⅷ

特
定

健
康

診
査

・
特

定
保

健
指

導
健

康
福

祉
部

保
険

年
金

課
●

●
●

Ⅷ
Ⅰ

・
Ⅱ

循
環

器
疾

患
予

防
教

室
健

康
福

祉
部

保
険

年
金

課
●

●
●

Ⅷ
Ⅰ

・
Ⅱ

健
康

相
談

健
康

福
祉

部
保

険
年

金
課

●
●

●
Ⅷ

肢
体

不
自

由
者

(児
）

機
能

回
復

訓
練

事
業

健
康

福
祉

部
障

害
福

祉
課

●
●

●
Ⅷ

Ⅱ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

種
々

の
未

熟
性

が
あ

り
、

家
庭

保
育

が
困

難
な

た
め

入
院

治
療

を
必

要
と

す
る

未
熟

児
に

対
し

て
、

医
療

費
の

一
部

を
給

付
す

る
こ

と
に

よ
り

、
健

康
に

成
長

す
る

こ
と

を
期

待
し

て
行

う
。

経
済

的
理

由
に

よ
り

入
院

助
産

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
な

い
妊

婦
に

対
し

、
費

用
の

一
部

あ
る

い
は

全
部

を
負

担
し

て
助

産
施

設
で

出
産

し
て

い
た

だ
く

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

国
保

被
保

険
者

の
4

0
～

7
4

歳
の

方
へ

特
定

健
康

診
査

を
実

施
し

、
メ

タ
ボ

該
当

者
に

は
特

定
保

健
指

導
を

行
い

、
生

活
習

慣
の

改
善

を
図

る
。

ま
た

要
医

療
者

へ
は

、
受

診
勧

奨
通

知
や

訪
問

指
導

を
実

施
し

、
受

診
を

促
す

。

循
環

器
疾

患
へ

の
理

解
を

深
め

、
生

活
習

慣
の

改
善

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
、

医
師

・
栄

養
士

・
健

康
運

動
指

導
士

等
に

よ
る

健
康

教
室

を
実

施
す

る
。

特
定

健
康

診
査

の
受

診
者

等
に

対
し

て
、

く
わ

し
い

結
果

説
明

を
行

い
、

自
身

の
健

康
状

態
を

理
解

し
て

も
ら

う
と

共
に

、
個

々
の

健
康

状
態

に
応

じ
た

生
活

習
慣

改
善

等
の

助
言

等
を

行
う

こ
と

で
、

健
康

の
保

持
増

進
を

図
る

。

発
達

の
遅

れ
や

障
害

を
も

つ
人

に
対

し
て

、
心

身
の

発
達

を
促

す
た

め
に

理
学

療
法

士
や

作
業

療
法

士
に

よ
る

機
能

訓
練

や
保

護
者

か
ら

の
相

談
に

応
じ

る
。

ひ
と

り
親

家
庭

に
対

し
、

医
療

費
の

一
部

を
助

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
生

活
の

安
定

と
児

童
の

健
全

な
育

成
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

事
業

で
あ

る
。
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部
課

妊 娠 期

乳 幼 児 期

学 童 ・ 思 春 期

青 壮 年 期

中 年 期

高 齢 期

包
括

的
支

援
事

業
健

康
福

祉
部

長
寿

社
会

推
進

課
●

Ⅷ
Ⅲ

認
知

症
ケ

ア
推

進
事

業
健

康
福

祉
部

長
寿

社
会

推
進

課
●

Ⅷ

事
業

名
称

所
　

　
管

事
業

の
概

要

事
業

の
対

象
者

主
に

関
連

す
る

施
策

体
系

そ
の

他
関

連
す

る
施

策
体

系

高
齢

者
の

心
身

の
状

況
や

生
活

の
実

態
、

必
要

な
支

援
等

を
幅

広
く

把
握

し
、

相
談

を
受

け
、

地
域

に
お

け
る

適
切

な
保

健
・

医
療

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
、

機
関

又
は

制
度

の
利

用
に

つ
な

げ
る

等
の

支
援

を
行

い
、

「
地

域
包

括
ケ

ア
体

制
」

の
構

築
を

図
る

。

認
知

症
の

予
防

、
早

期
発

見
、

ケ
ア

等
を

行
う

人
材

や
拠

点
等

の
「

地
域

資
源

」
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
を

推
進

し
、

相
互

に
連

携
し

な
が

ら
認

知
症

高
齢

者
等

と
そ

の
家

族
へ

の
有

効
な

支
援

体
制

を
構

築
す

る
。

認
知

症
の

正
し

い
知

識
と

理
解

の
普

及
・

啓
発

を
図

る
た

め
、

地
域

住
民

、
職

域
、

小
・

中
・

高
校

、
保

育
所

等
で

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

の
実

施
、

認
知

症
ケ

ア
に

関
す

る
研

修
（

人
材

育
成

）
等

。
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健康せんなん 21（第 2 次計画）
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